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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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時の果はてまでこの歌を










　若き歌うた姫ひめアルシャナは、今日も愛の歌を歌う。

　彼女は呪じゆ歌かの濫らん用ようを好まない。いくつか呪歌は知っているが、「治癒ヒーリング」「望郷心ノスタルジイ」「鎮魂歌レクイエム」など、平和的なものばかりで、それも必要がないかぎり歌うことはない。聞いた者を強制的に踊おどらせる「舞踊ダンス」や、ガラスや陶とう器きを砕くだく「震動ビブラート」などは、暴力的だと感じていた。

　なぜそんなことにこだわるのか、と訊たずねられ、アルシャナは微笑ほほえんで答えた。歌を武器に使うべきではありません。歌は人の心をなごませ、力づけ、癒いやすもの。誰だれかを傷つけるものであってはならないはずです。

　その言葉を聞いて、グラスランナーの吟ぎん遊ゆう詩し人じんが異議を唱となえた。彼は経験豊富な冒ぼう険けん者しやで、怪かい物ぶつとの戦いでよく呪歌を使っている。ろくに力もなく、魔ま法ほうも修得できないグラスランナーにとって、呪歌はまさに心強い武器なのだ。

　彼は言った。歌は人の心をなごませ、力づけ、癒すというが、それなら呪歌とどう違ちがうんだ。「平和ピース」の呪歌は闘とう争そう心しんを失わせ、「士気モラル」の呪歌は勇気づけ、「精神力回復レストア・メンタルパワー」の呪歌は心の疲つかれを癒す。同じじゃないか。だったら、効果があるかどうか分からないただの歌より、古代王国期の魔術師たちが創つくった呪歌の方が、ずっと役に立つはずだ。

　それは違います、とアルシャナは答えた。私は魔法で人を助けたいのではありません。歌で人を助けたいのです。

　どう違うんだ、とグラスランナーは食ってかかった。目的が同じなら、効果がある方がいいに決まってる。

　違います。アルシャナは穏おだやかな口調で、しかし断固として言った。魔法で人の心を強制的に操あやつるのは、歌の本質とは関係ないはず。歌は、そこにこめられた心によって、聴きく者の心を揺ゆり動かすものです。私は歌の力を信じています。

　歌の力、などという青あお臭くさい言葉に、汚けがれた世の中を長く見てきたグラスランナーは苦く笑しようした。俺は呪歌を使って仲間を何度も助けてきた。あんたはその「歌の力」とやらで、いったい何人の人を救ったんだ。

　分かりません。アルシャナは素す直なおにそう認めた。私の歌を聴いた人が、何を感じ、何を想おもうのか、私には分かりません。もしかしたら、何も感じないかもしれません。

　でも。

　それでも、私の歌を耳にした誰かが、何かを感じてくれたなら──たとえそれが目に見えないほど些さ細さいな影えい響きようであったとしても、その人の人生をわずかにいい方向へと変える手助けになると、私は信じています。

　だから私は歌います。愛の美しさ、生きることの素す晴ばらしさを歌います。誰かをはげますために。誰かを癒すために。私のありったけの心をこめて。

　私にできることはただ、歌うことだけなのですから。




　新王国暦れき五二二年は混乱のうちに暮れようとしていた。

　悪いことがずいぶん起きた年だった。来年は平へい穏おんな年であって欲ほしい──多くの人々と同様、アルド・シータもそう願っていた。オーガのようなごつい体格で、数えきれないほどの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた彼も、家庭に戻もどれば良き夫であり、父である。世が平穏であることを望むのは当然だった。

　だが、今年もあと数日で終わるという夜、「岩の街」ザーンの地下深くにある盗とう賊ぞくギルドの奥おくの院に呼び出されたアルドは、そのささやかな願いを打ち砕かれ、暗あん澹たんたる気分になった。ギルドマスターからある重要な書類を見せられたからだ。ここに書かれていることが現実になるなら、来年はひどく慌あわただしく、暗い年になりそうだった。いや、下へ手たをすれば、ザーンの歴史の最大の汚お点てんとなる年にもなりかねない。

「どうだ、感想は？」

　盗賊ギルドのギルドマスター、「虎とらの涙なみだ」ダルシュは、書類越ごしにアルドの顔をうかがい、不敵な笑えみを浮うかべた。来年で六〇歳さいになるこの老人は、この国の盗賊ギルドを三〇年近くも支配してきた。ザーンの影かげの権力者だ。「虎の涙」という二つ名の通り、二つの異ことなる顔を持つ。実利面ではきわめて冷れい酷こくで、時として猛もう獣じゆうにも似た残ざん忍にんさを発はつ揮きする。一方、配下の者たちに対する人情は厚く、多くの者から慕したわれている。

　今、アルド・シータは禁断の秘密書類を読み進みながら、ダルシュの「虎」の面をまざまざと見る想いがした。わずか十数枚の草案にすぎない。だが、その内容は充じゆう分ぶんに詳しよう細さいで、きわめて現実的、しかも衝しよう撃げき的だった。

　どうすればザーンを支配できるか。

　それはたいして難むずかしいことではない。すでにこの国の政治経済の奥深くまで、盗賊ギルドは食いこんでいる。貴族、騎き士し、政治家から、街の小さな酒場の店主にいたるまで、多くの人間が様さま々ざまな形で盗賊ギルドの恩おん恵けいを受けており、ギルドを信しん頼らいしているのだ。石工ギルド、商業ギルド、運輸ギルドとも密接な関係があるし、諜ちよう報ほう員いんが収集した他国の軍事情報を流していることで、軍とも折り合いがいい。盗賊ギルドの支えなしでは、もはやザーンという国は成り立たなくなっている。

　一方、ザーンの王室は昔から国民に人気がない。特に現在の国王ギャスク五世は、口先だけの平和主義を唱となえる、花いじりの好きな無能な男だ。彼のことを良く言う者はほとんどいない。家臣や騎士たちにまで陰かげ口ぐちを叩たたかれている有あり様さまだ。

　不当な税を徴ちよう収しゆうするばかりで、国民の役に立たない「国家」という存在。少数の権力者のみが肥こえ太る醜みにくいシステム──それを解体し、盗賊ギルドを中心に民営化しようという大だい胆たんなプランなのだ。

　それは決して荒こう唐とう無む稽けいな案とは言えない。げんに隣りん国ごくドレックノールという先例があるではないか。

　草案の作成者は、ドレックノールの盗賊ギルドが国家を乗っ取っていった過程を研究し、それをモデルに改革の構想を練ねっていた。具体的には、盗賊ギルドに好意的な人物、ギルドのために動いてくれる人物を数名、影から援えん助じよして、軍や宮きゆう廷てい内の高い地位に押おし上げる。石工ギルド、商業ギルドなどにも根回しを行ない、機構の改革を進める。国家が解体されれば、それを維い持じするための高い税を納める必要がなくなる。それを知れば、商人の多くは喜んで協力するはずだ。

　もちろん、多少の血が流れるのは避さけられない。改革に反対する者も少なくないはずだ。計画の重大な妨さまたげになりそうな人物は、事前に「排はい除じよ」しなければならない──書類の最後には、「排除」すべき人物の名前までリストアップされていた。

　計画の完かん了りようまでには二年弱、と見積もられていた。対外的影えい響きようを考こう慮りよし、王家は最終的には存続させる方針だが、彼らを食わせるための予算は大おお幅はばに縮しゆく小しようされる。もはや国王には実質的権力もなく、法律を認にん証しようしたり、外国に親善訪問したりするだけの形けい骸がい化した存在となるだろう。
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　盗賊ギルドがザーンのすべてを決定し、運営するのだ。

　アルドは複雑な表情で顔を上げた。「もし、こんな資料が外部に洩もれたら……」

「ああ、そんな心配は要いらん」ダルシュは笑って手を振ふった。「その草案は一部しかない。写しは存在しない。口の固い数名の部下に命じて作成させた。今はまだ検討の段階だ。年明け早々、ギルドの極ごく秘ひ会議にかけるつもりだが、その前に、信しん頼らいできる少数の者にだけ読ませ、意見を聴いているのだ」

「それほど私を信頼してくださっていると？」

　アルドは書類を老人の手に返しながら、彼を上目遣づかいに見つめた。その口調にこめられた皮肉な響ひびきを、ダルシュは無視した。

「もちろんだとも。お前とは長い仲だからな。決して裏切ったりしないことはよく知っている」

　アルドもそれは認めざるを得なかった。二〇年前、ダルシュはまだヒヨッコだった彼を拾ひろい上げてくれたのだ。目をかけてくれた恩に報むくいようと、アルドは盗賊ギルドのために全力を尽つくして働いてきた。ダルシュの命令で危険な任務に就ついたことや、汚きたない仕事に手を染めたことも何度もある。現在では一線を退しりぞき、教育係として、若い盗賊たちの育成に当たっている。

「無論、ご恩は感じています」アルドは素す直なおに言った。「しかし、その恩義と、この計画を支持するかどうかは、別問題です」

　ダルシュはにやりと笑い、アルドに意見を求めたことは正解だ、と思った。アルドは率そつ直ちよくな男で、決して口先だけのお世せ辞じなど言わない。歯の浮くような褒ほめ言葉ばかり聴いていては、目先が曇くもってしまう。こういう男の意見にこそ耳を傾かたむけるべきなのだ。

「ほう？　では、この計画に異を唱える、どんな根こん拠きよがお前にあるというのだ？」

　アルドはしばらく考え、自分の心理を表現するのに適した言葉を探した。

「強しいて言うなら……〝嫌けん悪お〟ですな」

「嫌悪？」

「そうです。私は今でもドレックノールに対する恨うらみを忘れていません」

「バルティスの件か？」

「はい」

　バルティスはアルドの親友だった。彼はザーン盗賊ギルド一の腕うで利ききで、多くの功こう績せきを残した。彼を知る者は一様に彼を尊敬し、「英えい雄ゆう」とまで呼んだ。ダルシュも彼を自分の後こう継けい者しやにと考えていた。

　そのバルティスも、今はいない。ザーン内部にひそかに張りめぐらされたドレックノールの情報網もうを粉ふん砕さいしたため、ドレックノールの工作員たちの恨うらみを買い、卑ひ劣れつな手段で誘さそい出され、惨ざん殺さつされたのだ。四年前のことである。

　今、アルドは残されたバルティスの未亡人と結けつ婚こんし、遺い児じのデルを育てている。

「わしも同じだとも」ダルシュは暗い表情でうなずいた。「バルティスはわしにとっても息子むすこ同然だった──」

「でしたら、私の嫌悪の理由はお分かりでしょう？　あなたはザーンを第二のドレックノールにしようとしている──」

「いや、それは違ちがうぞ」ダルシュはさえぎった。「まったく逆だ。わしはザーンをドレックノールのようにはしたくない。断じてだ」

「だったら──」

「まあ聞け。わしがこの計画を急ぐのは、ドレックノールの脅きよう威いが迫せまっているからだ。ジェノアはまだこの国に対して汚い干かん渉しようをやめていない。先日も、あんな事件があったばかりではないか」

　アルドはさすがに口をつぐまざるを得なくなった。

　あんな事件──それは、ドレックノール盗とう賊ぞくギルドの幹部「闇やみの王子」ジェノアが、こともあろうに、アルドの義理の娘むすめデルをひそかに誘ゆう惑わくし、暗黒神ファラリスに入信させようとしたことだ。ジェノアは、バルティスの血を引くデルが、いずれはザーン盗賊ギルドを牛ぎゆう耳じるほどの大物になると予想していたようだ。彼女を子供のうちから手先にして、ザーンを裏から支配しようという計画だったのだ。

　幸い、その計画は未然に防がれたのだが、ジェノアが自分の身内にまで魔ま手しゆを伸ばしていたことを知り、アルドはさすがに動どう揺ようを隠かくせなかった。

「分かるだろう？　この国を奪うばい取ろうと、てぐすね引いている連中がいる。わしはザーンをドレックノールから守りたい。いや、他のどの国からもだ。だからこそ、ザーンを今よりずっと強い国にする必要がある。今のザーンは、西部諸国の中で最も国力が劣おとっている。小国だ、三等国だと、他国から馬ば鹿かにされている。それもこれも、今の王家や権力者どもが腑ふ抜ぬけ揃ぞろいのせいだ。しかし、この──」

　彼は、ぱしっと書類を指で叩たたいた。

「──計画が実現すれば、ザーンは生まれ変わる。盗賊ギルドの支配下で、経済は活力を増し、豊かになるだろう。国民の多くがギルドに加入するようになれば、国民の結けつ束そくは固まり、他国につけ入らせる隙すきを与あたえない。ザーンは安あん泰たいとなり、国民は今よりいっそうの平和と繁はん栄えいを享きよう受じゆできるというわけだ」

　そう断言するダルシュの表情は自信満々だった。

　アルドはこの老人の真意を測はかりかねていた。本気で言っているのだろうか？　知ち恵え者しやとして知られた「虎の涙」ダルシュも、もしかして老ろう齢れいのために頭が鈍にぶり、大局が見えなくなっているのではないだろうか？　だとしたら、ひどく危険なことだ。

「理想的に進めば、そうなるでしょう」アルドは慎しん重ちように言葉を選んで言った。「しかし、物事はなかなか理想的には進まぬものです」

「計画に何か問題があるというのか？」

「問題があるとしたら、計画そのものでしょうな。あなたの信じるような理想国家が誕生するとは、私には信じられません」

「なぜだ？　今の腐くさった体制の方がいいと言うのか？」

「今のザーン王家が穀ごく潰つぶしである点は、私も同感です。しかし、少なくとも盗賊ギルドが肥ひ大だい化する歯止めになっているのは事実です。今の体制を廃はいし、盗賊ギルドが新たな政府になれば、もはや歯止めはなくなります。大きすぎる権力は常に腐ふ敗はいする。新たに誕生するザーンは、ドレックノールと同じ道を歩むかもしれません」

「そんなことにはならん」ダルシュは力強い口調で言った。「わしはドルコンやジェノアとは違う。自みずからの権力欲のために行動するのではない。真にザーンのためを思って、この計画を立てたのだ」

　その点に関しては、アルドにも疑いはなかった。実際、ダルシュの下で、盗賊ギルドは多くの改革を行ない、非人道的性格を薄うすめてきた。今のように盗賊ギルドが国民から広い支持を得るようになったのは、ダルシュの功こう績せきが大きい。

　しかし、盗賊ギルドというものの基本的性格からして、その闇やみの面──窃せつ盗とう、恐きよう喝かつ、暗殺など──を完全に切り捨すてるのは不可能である。アルドが危き惧ぐを抱いだいているのは、まさにその点だった。

「あなたはそうかもしれません。あなたが今の地位にある間は──しかし、失礼ですが、あなたもそんなに長くギルドマスターの地位にはとどまれぬはず。一〇年、あるいは二〇年後、あなたの後継者が腐敗しないと、どうして断言できます？」

「そんなことは断言できんよ」ダルシュは苦く笑しようした。「そんな未来のことは、誰にも断言できん」

「それなら──」

「だが、未来が分からぬからといって、それを恐おそれてどうする？　それでは進歩がないではないか。人間は未来を恐れることなく、進み続けてきた。常により良い状態を模も索さくし、改革を続けてきた。だからこそ、今のこの文明があるのではないか？　なるほど、失敗もたくさんあっただろう。だが、人間が失敗を恐れて何もしなかったなら、未いまだ蛮ばん族ぞくのまま、貧まずしくみじめな暮らしをしていたのではないか？」

　ダルシュはひと息つき、背後の壁かべに掲かかげられた大きなタペストリーを見上げた。フォーセリアの歴史を図案化したものである。上の端はしには始原の巨きよ人じんの死と神々の誕生が描えがかれている。その下には、世界の創造、神々の戦争、暗黒の時代、古代王国の誕生と滅めつ亡ぼうなどが、多た彩さいな糸で綴つづられている。下の端には現在の人間の暮らしが描かれていた。

「わしも同じだ──わしもずっと進み続けてきた。この四〇年間、ずっとだ。立ち止まりはしなかった。後ろを振ふり返りもしなかった。そんなことをしても何もならない。ただ前に進むことだけを考えて生きてきた……」

　彼は振り返り、アルドを見つめた。

「これからも同じだ。わしは死ぬまで前進をやめるつもりはない。正しいと信じることを実行し続ける。それがわしの信念だからな」

　ダルシュは断言した。その口調には鉄のように強い意志がこめられており、老齢など微み塵じんも感じさせなかった。

「では、私があくまでその計画に反対したら、どうなさるのです？」

「何度でも話し合おう。お前が納なつ得とくし、賛同してくれるまでな」

　アルドは大きく息を吐はき、肩かたを落とした。これ以上、話し合っても無む駄だなようだ。ダルシュは計画の実行をすでに決意している。彼が求めていたのは修正意見であって、真っ向からの反論ではないらしい。

「あなたに信念があるのと同様、私にも信念があります」

　そう言うと、アルドは席を立った。

「もし、どうしても計画を実行されるのなら──その『排はい除じよ』すべき人物のリストの末まつ尾びに、私も加えていただきましょうか」

　部屋を去ってゆくアルドの背中を、ダルシュは笑え顔がおで見送った。アルドの最後の言葉、彼はきつい冗じよう談だんと受け取っていた。

　自分が決定した以上、アルドがそれに従わぬはずはない。彼はそう信じていた。奴やつはずっと、わしの忠実な部下だったのだから。




　一二月三〇日──

　フォーセリアの神話によれば、この日は始原の巨人が死んだ日とされている。

　宇宙には最初、たった一人の巨人しかいなかった。大地もなく、生命もなく、神々さえもいなかった。巨人は無限の力を持ちながら、決して癒いやされることのない孤こ独どくに苦しみ、永遠の時を生き続けた。

　そしてついに巨人が力尽つきて倒たおれた日、その死体は大地となり、最後に吐いた息が風となり、流れ出た血が海となった。

　それが一二月三〇日、大おお晦日みそかの夜である。

　翌朝、巨人の死体から神々が誕生した。賢かしこき頭からは知識の神ラーダが、大いなる胴どう体たいからは大地母ぼ神しんマーファが、素す早ばやき左足からは幸運の神チャ＝ザが、猛たけき右足からは戦神マイリーが、聖なる左手からは至し高こう神ファリスが、邪じや悪あくな右手からは暗黒神ファラリスが──そして他の小部分からは、何百という弱小の神々が。

　巨人を覆おおっていた鱗うろこからは竜りゆうどもが誕生し、黄金の体毛からは古代樹が生まれ出た。古代樹の実からは多くの生命が誕生した。生命は繁はん栄えいし、大地に広がっていった。それが世界の始まりであった。

　そんな由ゆ来らいがあるので、アレクラスト大陸各地、特に西部諸国では、大晦日の夜はみんなで集まって賑にぎやかに過ごすのが習ならわしとなっている。始原の巨人の死を悼いたみ、神々の誕生を祝うのである。

　人々は飲み、食い、歌い、語らい、騒さわぎ、一夜を過ごす。この日ばかりは、子供たちも深夜まで起きていることが許される。夫ふう婦ふが、恋こい人びとが、親子が、親友が、陽気に楽しんで一年の憂うさを晴らし、新たな一年に希望を託たくす。

　この日に孤独なのは、とても悲しい。




　ダルシュはそんな孤独な者の一人だった。

　彼には家族はいない。親兄弟は子供の頃ころに亡なくしているし、結けつ婚こんもしたことがない。恋人と呼べる女は何人かいたが、みんな別れてしまった。友人と呼べる男は何人かいたが、みんな先に死んでしまった。

　彼を慕したう部下たちの中には、いっしょに大晦日を祝わないかと誘さそってくれる者もいる。ダルシュはそうした申し出を嬉うれしく思いつつも、いつも丁てい重ちように拒きよ絶ぜつしてきた。大晦日は気の置けない者たちが集まって気楽に過ごすもの。自分のような偉えらい人間がいては堅かた苦くるしくなって、思う存分楽しめないだろう──彼はそう理由を説明する。

　それは噓うそだった。彼が大晦日を誰とも過ごさないのは、自分が孤独であることを思い知らされるからだ。

　もうずいぶん前から、ダルシュは若い者たちの輪に加わることをあきらめていた。もともと、はめをはずすということができない性格なのだ。酔よっ払ぱらうほど酒は飲まないし、歌も苦にが手てで、堅苦しい話題しか知らない。歌や踊おどりや冗談で若い者たちが乱らん痴ち気き騒ぎを演じている中、自分だけが雰ふん囲い気きに溶とけこめず、黙もく々もくと酒を飲んでいるのは、どうにも居い心地ごこちが悪かった。自分以外の誰もが、家族や友人や恋人と親しくしているのを見せつけられるのは、一人でいる以上にみじめなことだった。

　だからダルシュは、どんな誘いも断わり、一人で大晦日を過ごすことにしている。十数年前に最後の友を亡くして以来、ずっと。

　しかし、自室にこもりきりで新年を迎むかえるのも、これまた味気なく、気が滅め入いるものである。時の流れの無情さをしみじみと感じ、また一歩、墓穴に近づいたように感じるのだ。酒や読書では気はまぎれない。

　そこで彼は、何年か前から、大晦日の夜はひそかに外出することにしていた。特に目的があるわけではない。陽気に浮うかれ騒ぐ街をぶらつきながら、もの想おもいにふけるのだ。無論、孤独であることに変わりはない。だが、宴うたげの主しゆ賓ひんとして鎮ちん座ざさせられ、部下たちが浮かれ騒ぐのを空むなしく眺ながめながら、苦痛に満ちた長い時間を過ごすのに比べれば、一人で歩き回っている方がずっと気楽でいい。

　外出の際には、念のために行商人に変装して、「虎の涙」ダルシュだと分からないようにしていた。ドレックノールの刺し客かくに対する用心もあるのだが、むしろ顔見知りに出会うことを恐おそれていた。大晦日だというのに、一人で目的もなしにぶらついていることを知られるのは、ひどく気まずい。

　鏡を覗のぞきこみ、付け髭ひげが完かん璧ぺきであることを確かく認にんすると、ダルシュは自室を後にして、歌声のあふれる通路へと足を踏ふみ出した。




「岩の街」ザーンは、その名の通り、草原にそそり立つ巨きよ大だいな岩山をくり抜ぬいて建設された半地下都市である。古代王国末期にはオパールの鉱山だったのだが、とっくに掘ほり尽つくされ、不要になった坑こう道どうの跡あとに、今では四五〇〇人もの市民が暮らしているのだ。岩の中とはいえ、通路や部屋はどこもきちんと直線状にくり抜かれているので、洞どう窟くつという感じはしない。照明や通風の工く夫ふうはもちろん、上下水道も完備していて、都市としての機能は充じゆう実じつしており、生活水準は高い。

　時代とともに着実な拡張を続けてきた通路網もうは、今では蟻ありの巣すのように岩山全体に広がっており、複雑で立体的な網あみの目を構成している。だから他のどんな都市よりも音がよく響ひびく。

　大晦日の夜、ザーンの通路という通路に歌声が響き渡わたる。甘あまい恋歌、勇ゆう壮そうな軍歌、陽気な民みん謡よう、下品な戯ざれ歌──街じゅうで繰くり広げられている何百という宴えん席せきから洩もれ出した歌という歌が、ぶつかり合い、混ざり合い、通路はどこも陽気な騒そう音おんで満たされる。岩山全体が大きな楽器となる。あらゆるリズム、あらゆる音程の音が重なり合い、うおーんという蜂はちの羽音のような唸うなりとなって大気を震ふるわせる。遠く地平線の向こうにいる者でさえ、ザーンが発する潮しお騒さいのような音を耳にするという。

　真夜中が過ぎると、吟ぎん遊ゆう詩し人じんたちは「鎮魂歌レクイエム」の呪じゆ歌かを歌いだす。それは始原の巨人の死を悼む歌であると同時に、街のあちこちにひそんでいるかもしれない悪あく霊りようを祓はらう効果もある。心地よく新年を迎えるために必要な行事なのだ。

　だが、まだその時刻ではない。ザーンの通路を満たしているのは、陽気で賑にぎやかな歌ばかりだった。

　通路を行き交かう者の数も、いつもの夜より何倍も多い。ぶつかってくる酔っ払いや、客を引く女、一曲いかがですかとすり寄ってくる吟遊詩人、あなたに神のお恵めぐみをと布教に余念のないファリスの司祭……。

　人の流れに逆らわずにぶらぶらと歩きながら、ダルシュはいくつかの歌を聴きくともなしに耳にして、無害で低てい俗ぞくで単純な歌詞の数々に苦く笑しようしていた。歌というやつには昔から興味がない。愛の美しさだの、戦いの勇壮さだの、生きることの素晴らしさだの──なぜ人は、こんなくだらないものに夢中になるのだろう？

　だが同時に、彼はささやかな満足感も味わっていた。人々が陽気に騒ぎ、くだらない歌にうつつを抜かす余よ裕ゆうがあるのも、街が平和である証しよう拠こだ。そして、この街の秩ちつ序じよは盗賊ギルドによって保たれている。自分がザーンのために何十年も尽じん力りよくし、貢こう献けんしてきたからこそ、この平和があるのだ。金ピカの報ほう酬しゆうも、歯の浮うくような賞賛の言葉も、ダルシュは期待していなかった。大おお晦日みそかの夜、通路を満たす陽気な歌声──それがあるだけで、彼は充じゆう分ぶん、満ち足りているのだ。

　この平和を、繁はん栄えいを、壊こわすわけにはいかない。あの計画を実行に移し、ザーンを今よりずっと強い国にしなければならない──彼はあらためて自分にそう言い聞かせた。

　ふと、ダルシュはひとつの歌声に注意を惹ひかれた。

　澄すんだ女の声の独唱だった。ゆるやかなテンポで、叫さけぶでもなく、強く訴うつたえるでもなく、穏おだやかに、しかし一心に、歌い続けていた。通路を満たす騒音の中でも、その声は明めい瞭りように聴き分けられた。怒ど喝なり散らすような乱暴な歌や、騒そう々ぞうしい合唱が多い中、上品で静かな女の歌声は、かえって新しん鮮せんに感じられた。




　あなたは忘れてしまったのかしら

　それともあれは夢なのかしら

　あの夜　月の下　私を抱だいて

　放しはしないと　誓ちかった言葉




　あなたは死んでしまったのかしら

　それとも幻まぼろしだったのかしら

　あの朝　風の中　くちづけをして

　帰ってくると　誓った言葉……




　誰が歌っているのだろう。素そ朴ぼくな疑問を覚え、ダルシュの足はごく自然にその声の方に向いていた。どのみち、今夜はどこに行くというあてがあるわけでもない。くだらない歌に耳を傾かたむけてみるのも一興だ。

　少し歩いただけで、その場所にたどり着いた。倉庫のように素そっ気けない木の扉とびらは、今夜は開けっ放しになっている。そこに掲かかげられたプレートに刻きざまれた名を見るまでもなかった。その店のことは昔からよく知っていたからだ。

　ダルシュは懐なつかしさに目を細めた。〈月の坂道〉──一世紀近い歴史のある冒ぼう険けん者しやの店である。かつてダルシュが希望に燃える青年で、偉い大だいな人物になることを夢見てザーンにやって来たばかりの頃ころ、短期間ではあるが、ここに滞たい在ざいしたことがある。

　そう、すべてはここからはじまったのだ。

　店内には客が多かったが、入れないほどではない。ダルシュは目立たないようにそっと足を踏み入れた。客たちは歌うた姫ひめの歌に黙だまって耳を傾けており、ささやき声ひとつしない。店に入ってきたみすぼらしい行商人に注意を払はらう者は誰もいなかった。

　ここに来るのは何年ぶりだろうか。ダルシュは店内を見回しながら、胸が懐かしさで熱くなるのを感じた。何度か改装はされているものの、あまり印象は変わっていない。薄うす汚よごれた壁かべも、酒場の中央にあるカウンターのＵ字形の形状もそのままだ。天てん井じように染しみついた煤すすがだいぶ濃こくなったり、テーブルの配置が変わったり、ランタンのガラスが色の薄いものになったり、といった程度である。奥おくの厨ちゆう房ぼうから漂ただよってくる料理の匂においまで昔のままで、ダルシュは嬉うれしくなってしまった。

　店は二階まで吹ふき抜けになっており、一階が酒場、二階が宿屋になっている。回かい廊ろうが酒場を見下ろす形で取り巻いていて、宿泊客らしい男女が手すりに寄りかかり、店内を見下ろして歌に聴き入っていた。

　テーブルは満席だったが、カウンターの端はしにひとつだけ空あいた席を見つけた。腰こしを落ち着けると、銀貨を差し出し、小声でワインを注文する。バーテンは無言でうなずくと、空からのカップに静かに酒を注ついだ。昔のバーテンはもうずいぶん前に死んでしまっている。経営者も従業員も何度も替かわった。今のバーテンはダルシュの顔を知らない。知っていても、変装のせいで彼とは気づかなかっただろう。

　カウンターの樫かしの板も新しくなっていた。表面はすべすべしており、真新しいニスのせいで明るいベージュ色に光っている。ごつごつしてひどい油汚れが染みこんだ昔の黒いカウンターの方が好きだったのだが、文句は言うまい。

　歌姫は店内をゆっくりと歩きながら、澄んだ声で歌い続けていた。飾かざり気けの少ない赤系統のドレス。髪かみも鮮あざやかな赤で、歌の邪じや魔まにならないように結ゆい上げられている。伴ばん奏そうと呼べるのは一人の吟遊詩人が爪つま弾びくリュートだけで、彼女の外見と同様、質素だった。




　きっと帰ってきて　あなた

　どんなに傷つき疲つかれ　無一文でも

　きっと帰ってきて　いつの日か

　たとえ命が尽きても　亡ぼう霊れいの姿でも




　輝かがやく幾いく百の　名声よりも

　まばゆい幾千の　財宝よりも

　私が待っているのは　ただあなた

　あなたにここにいて欲ほしい……




　近くを通り過ぎる時、ダルシュは歌姫の横顔を観察した。思っていたよりも若い。うっすらと化け粧しようをしているが、まだ二〇代にはなっていないだろう。絶世の美女とは言えないが、かわいらしい部類だった。まるで誰かを連想させる……。

　誰をだ？

　ダルシュは苛いら立だった。職業柄がら、記き憶おく力りよくには自信がある。だが、なぜかその歌姫が誰に似ているのか、思い出せないのだ。歯の隙すき間まに何かがはさまっているような感じで、ちょっと気分が悪かった。

　やれやれ、わしも脳の老化がはじまったか──彼はワインをすすりながら、心の中で苦笑した。

　それにしても、この歌詞はどうにかならないものか。

　彼には歌のことはよく分からない。だが、この歌姫の声が美しいことぐらいは理解できた。メロディも静かでいい。いつもは騒そう々ぞうしい客たちが、しんと聴きき入っているのも、歌に感動しているからだろう──そう、きっと「いい歌」なのに違ちがいない。

　だが、その歌詞はというと、ありきたりの甘あまったるい恋こい歌うただった。帰ってこない恋人を待ち続ける女の歌だ。必ず出しゆつ世せすると約束し、男は村を旅立っていった。怪かい物ぶつを殺し、悪人を倒たおし、財宝を見つけ、英えい碓ゆうになって帰ってくると。しかし、いつまで待っても男は帰ってこない。女は願う。出世なんてしなくていい、英雄にならなくてもかまわない。私はただ、あなたにここにいて欲しい……。




　私は忘れない　この愛を

　たとえあなたが忘れても　死んでしまっても

　私は信じてる　思い出を

　たとえすべてが夢でも　幻でも




　私は待っている　あなたを

　どんなに変わり果てても　ただあなただけを

　私は待っている　いつまでも

　たとえ命が尽きても　墓の下でずっと……




　ありふれた歌だ──そのはずなのだが。

　何かがダルシュの心の中で騒さわいだ。その歌には、妙みように不安を生むものがある。まるで胸の奥深く突つき刺ささったまま忘れてしまった針のように、何かがうずくのだ。忘れてしまった何かが。

　いったい何だろう。

　思い出す手がかりを求めて、ダルシュは店内を見回した。本当にここは昔と変わらない。四〇年前に戻もどったような気がする。

　聴ちよう衆しゆうの中に、二人の子供がいるのに気がついた。金きん髪ぱつで少女のような顔立ちの少年と、黒髪で少年のように見える少女だ。同じテーブルにつき、歌姫の方を見つめてじっと聴き入っているが、二人の手がテーブルの下でこっそり握にぎり合わされているのを、ダルシュは見み逃のがさなかった。

　少女の方はよく知っている。バルティスの娘むすめ、今はアルドの娘のデルだ。とすれば、少年の方は噂うわさのサーラ・パルだろう。まだほんの子供だが、彼の活かつ躍やくでジェノアの陰いん謀ぼうは砕くだかれ、デルは救われたのだという。

　アルドを通して事件の報告を受けて以来ずっと、ダルシュは少年のことを記憶の片かた隅すみにとどめていた。見どころがある、と感じたからだ。本人に一度会ってみたいと思っていたのだが、草案の作成作業に忙ぼう殺さつされ、その機会がなかった。事件から一か月も過ぎた今夜、ようやく観察の機会に恵めぐまれたわけである。

　思ったよりも幼おさなく、ひ弱そうに見えた。だが、鍛きたえれば伸のびるだろう。それに肉体の強さはたいして関係がない。人を大物に成長させるのは、肉体ではなく、心の強さだ。前進しようとする意志だ。

　いい目をしている、とダルシュは思った。純真で、前を見つめ、輝く未来を映うつしている。夢を見ているだけではなく、その夢を実現する強い意志も秘めている──まるで昔の自分のように。

　彼は一〇代の自分を、盗とう賊ぞくギルドに入った直後の自分を、少年の姿の上に重ね合わせた。あの頃は希望にあふれていた。宮きゆう廷ていや軍などと異ことなり、盗賊ギルドの中では、生まれも年ねん齢れいも階級も意味を持たない。実力がすべての世界なのだ。実力がある者は若くても出世できる。野望に燃える若者は、そこに自分の進むべき道を見いだし、ためらうことなく飛びこんだのだ。

　大物になってみせる。王様よりも偉えらくなってみせる。あの頃の自分の描えがいていた未来の夢は、今から思えば青あお臭くさく、気き恥はずかしく、荒こう唐とう無む稽けいだった。たいていの若者は、現実の荒あら波なみに揉もまれれば、自分の甘さと無力さを思い知らされ、そんな子供っぽい夢はすぐに捨ててしまうものである。だが、ダルシュは違った。どんな苦しい目に遭あっても、決して挫ざ折せつしなかった。立ち止まらず、後ろを振ふり返らず、未来を信じ、鉄のように強い執しゆう念ねんで前進を続けた。ついには、わずか十数年で、ギルドマスターという高い地位にまで昇のぼりつめたのだ。夢は見事に達成されたと言っていいだろう。

　では、この孤こ独どくはいったい何なのだろう。望み通りの人生を歩んできたはずなのに、死期が近づくにつれて胸を苛さいなむ、この空しさは。まるで何かを遠い昔に置き忘れてきたかのようだ……。




　私は待っている　あなたを

　どんなに変わり果てても　ただあなただけを

　私は待っている　いつまでも

　たとえ命が尽つきても　墓の下でずっと




　時の流れが果てても　その先までも

　この歌が続くかぎり　永遠に……




　唐とう突とつに、ダルシュは思い当たった。忘れてなどいなかった。忘れることなどできるはずがない。ただ、忌いまわしい記憶を強ごう引いんに押おさえつけ、思い出すのを避さけていただけだ。

　彼は激しい動どう揺ようとともに理解した。なぜ歌うた姫ひめのありきたりの恋歌が、これほど心を騒がせるのか。それは自分のことを歌っているからだ。女がいつまでも待ち続ける恋人とは、自分のことだからだ。

　長いこと記憶の底に封ふうじこめていた名前が浮うかび上がった。その名前はこの三四年間、ずっと魂たましいの奥おくにくすぶり、彼を苛み続けてきた。

　キャスリーン！




　突然、誰かが彼の袖そでを後ろから強く引いた。彼の体はぐらりと後方に傾かたむいた。ダルシュはとっさにカウンターの端はしにつかまり、倒れそうになる体を支えた。

　店が揺ゆれていた。船が大波に揺られているような感じだ。おかしい。そんなに飲んではいないはずなのに……。

　歌姫の声が奇き妙みように歪ゆがみ、反はん響きようし、変化した。音程が変わり、テンポが変わり、歌詞が変わり、声が変わった。それにつれて照明が揺れ、ちらつき、色を変えた。ダルシュは船ふな酔よいのような不快な感覚を味わった。

　ようやくその感覚が収まった時、ダルシュは自分のつかんでいるカウンターの手ざわりが変わったのに気がついた。さっきまでは平らですべすべしていたのに、今はひどくごつごつしている。色もベージュから黒に変化していた。

　はっとして天てん井じようを見上げる。天井の煤すすが薄うすくなっていた。ランタンのガラスも色の濃こいものに変わり、店内はオレンジ色を帯びていた。

　周囲を見回すと、テーブルの位置が変わり、客の数も減っていた。カウンターの中にいるのも、昔のバーテンだ──もう何十年も前に死んだはずの男だ。

　歌も変わっていた。メロディも歌詞も違ちがう。緑の若草に覆おおわれた丘おかを駆かけ回るような、陽気で無む邪じや気きな歌だった。歌っているのも、あの赤髪の歌姫ではない。白いエプロンをつけた少女が、カウンターを拭ふき掃そう除じしながら口ずさんでいるのだ。

　鐘かねのように広がったスカートをひるがえした快活な少女だ。まだ一六歳さい。たんぼぽ色の明るい髪は、無む垢くな笑え顔がおによく合っていた。彼女に近づくだけで春の暖かさが感じられ、髪に顔を近づければ、春の匂においが嗅かげる気がした。

　キャスリーン。

　ダルシュは茫ぼう然ぜんとつぶやいたが、そのつぶやきは声にならなかった。

　この店の近所に住んでいた娘だ。父親は石工ギルドの大物で金持ちだったが、娘を過保護にはしない方針だった。一六歳になれば実社会を体験させることも必要と、近くの店に働きに出したのだ。一日に四時間ほどで、たいした労働ではないが、稼かせいだ金はすべて自分の小こ遣づかいになる。仕事の合間に冒ぼう険けん者しやたちの冒険談を聴きくのも面おも白しろいので、少女はすっかりその仕事を楽しんでいた。掃除や皿洗いをしながら、よく歌を歌った。少女の明るく快活な美声は、疲つかれた多くの冒険者をなごませた。

　四〇年も前の話だ。

　ダルシュは混乱した。これはいったい何だ？　夢か？　幻げん影えいか？──それとも本当に過去に戻ったのか？

　その時、店の扉とびらが開き、一人の青年がおずおずと入ってきた。

「あの……ここ、冒険者の店ですよね？」

　青年は大きな荷物を背せ負おっていた。根こん拠きよのない希望に燃えて故郷の村を出てきたばかり。有り金をはたいて買いこんだレザー・アーマーはぜんぜん似に合あっておらず、こいつはヒヨッコだとひと目で分かる。店の片かた隅すみにいたドワーフの戦士が、ちらっと侮ぶ蔑べつの視線を投げかけた。また一人、じきに挫ざ折せつする若造が来た、とでも思っているのだろう。

　少女は歌をやめ、振り返った。

「ええ、そうよ。〈月の坂道〉」

「ああ、よかった」青年は安あん堵どの笑えみを浮かべた。「ずいぶん迷ったんですよ。この街、ややこしいから」

「そうね、ややこしいわね」少女も笑った。「疲れてるでしょ？　何か飲む？」

　少女の笑顔を見て元気を取り戻し、青年はぴんと背筋を伸のばした。

「そうですね、ジュースでもあれば」

　青年はそう言いながら、荷物を下ろし、空あいている席のひとつに腰こし掛かけた。まもなく、盆ぼんを持った少女がやって来て、オレンジの絞しぼり汁じるの入ったカップを差し出した。受け取る時、青年の指が少女の指にかすかに触ふれた。

「ありがとう」

　そう言って、爽さわやかな微笑ほほえみを投げかける青年。少女は頰ほおを染めた。

　その光景を眺ながめていたダルシュは、愕がく然ぜんとなった。その青年が何者なのか、ようやく気がついたからだ。まだ「虎とらの涙なみだ」と呼ばれるずっと前、ザーンに来たばかりの一九歳の自分だ。

　これは……四〇年前、キャスリーンと初めて出会った場面ではないか！




　また誰かが袖を引き、ダルシュの体が傾いた。あの不快感が襲おそってきた。世界がゆらぎ、歪み、暗くなった。ランタンが白く輝かがやき、膨ぼう張ちようした。

　世界が再び安定した時、それはもうランタンではなかった。梢こずえの向こうの夜空にかかっている美しい満月だ。場所もすでに〈月の坂道〉の中ではない。どこか夜の森らしく、ちいちいと虫の声がしていた。

　目の前には、まだ若き日の自分とキャスリーンがいた。森の中の小道で、二人は向かい合い、見つめ合っていた。その瞳ひとみには愛が宿っていた。

　ダルシュはすぐに気がついた。ここはザーンの外にある森の中だ。あれから一年半が過ぎ、自分は二〇歳、キャスリーンは一八歳になっている。

　梢から降り注そそぐ淡あわい月光の下で、二人の姿が重なり、くちづけをするのを、ダルシュは茫ぼう然ぜんと見守っていた。老いたダルシュがすぐ近くに立っているというのに、二人とも気け配はいに気づく様子はなく、自分たちだけの世界に没ぼつ頭とうしている。思い出してみても、あの時、近くに老人がいたという記き憶おくはない。

　二人には自分の姿が見えていないのだ、とダルシュは気づいた。ということは、二人は亡ぼう霊れいのような存在なのだろうか──それとも自分の方が亡霊なのか？

「これを……」

　長いくちづけが終わると、若者は懐ふところの中から小さな包みを取り出し、娘むすめに手て渡わたした。

「何なの……？」

「開けてごらん」

　キャスリーンは恐おそる恐る包みを開いた。中から出てきたものを見て、はっと息を吞のむ。それは銀でできた羽根の形の髪かみ飾かざりだ。

「この前、ギルド仲間と遺い跡せきの探たん索さくで見つけたんだ」青年は説明した。「他にもいくつか、ちょっとした財宝があったんだけど、僕はこれを分け前に貰もらった」

「私に……これを？」

「ああ、君の髪に似合うと思ってね」

　歯の浮うくような恥はずかしい言葉だったが、青年は真しん剣けんだったし、娘も笑わなかった。

「ありがとう……」

「おいおい、泣くこたないだろう」

　娘の頰に光る涙に気がついて、青年は狼ろう狽ばいした。指でそっと涙をぬぐってやる。

「まったく、女ってのはしょうがないなあ」

「だって……」

　娘は髪飾りを握にぎりしめ、青年の胸に寄りかかり、不安そうにつぶやいた。

「だって、こわいぐらいだもの。こんなに幸せでいいのかしらって……」

「この程度で幸せ？　まだまだ、こんなもんじゃないさ！」

　青年はそう言うと、彼女を力強く抱だきしめた。

「もっともっと幸せにしてやるぞ。金を稼かせいで、名を上げて、出世してやる。盗とう賊ぞくギルドの幹部になるんだ。僕が大物になれば、君の親父おやじさんだって結けつ婚こんに反対しないさ。あと何年か待っていてくれ。地位が上がれば収入も増える。君にとびきり贅ぜい沢たくな暮らしをさせてやる……」

　彼女はささやいた。「いいえ、いいのよ」

「いいって、何が？」

「贅沢なんてしたくない。お金なんてなくていいの。あなたがそばにいてくれるなら、それだけでいい……」

「無欲だなあ！」青年は笑った。「世界一の大金持ちの奥おくさんになりたい、ぐらいのこと、言ってくれたらどうなんだ？」

「でも、あなたに無理をさせて、もしものことがあったら……」

「だいじょうぶさ。心配するなって」
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「でも、本当なのよ」娘は小さくため息をついた。「私はそんな大きな幸せなんて望まない。あなたとの二人だけの暮らし──そんなちっぽけな幸せだけで満足なの」

「でも、それじゃ僕の気が済まない！」青年は瞳を輝かせ、力強く言った。「僕は君を世界一幸せな女にしてやりたいんだ。そして僕自身も、世界一の男になりたい。そのために、もっともっとがんばらなくちゃ！」




　違ちがう！　そうじゃない！

　青年の言葉に異を唱となえようと、衝しよう動どう的に飛び出しかけたダルシュだが、またも袖そでをつかまれ、引き戻もどされた。

　月が急に輝きを増した。強きよう烈れつな光が爆ばく発はつする。ダルシュはたじろぎ、目をかばって立ちすくんだ。世界が再びゆらぎ、回転した。

　ようやく明るさに目が慣なれた時、あたりが昼間になっているのに気づいた。場所も移動している。ザーンの西側の面、垂すい直ちよくに近い外がい壁へきの下だ。

「父さん！　父さん！」

　キャスリーンの悲痛な声が聞こえた。彼女は布に包まれた死体にすがりつき、泣いていた。若き日の自分は何もできず、そのそばに茫ぼう然ぜんと立ちつくしている。あの夜の森での密会から、半年が過ぎていた。

　二人の周囲に人ひと垣がきができていた。石工ギルドの幹部が死んだのだ、と噂うわさし合っている。外壁に沿そって新たな上水路を設もうける工事を視察しに来て、足を滑すべらせたらしい。不幸なことだ。あのベテランでもそんなことがあるのか。いい人だったのに……。

　これはただの幻げん覚かくではない、とダルシュは確信した。細部に至るまで、何もかもあの日と同じだ。すべて鮮せん明めいに覚えていた。忘れられるわけがない。自分の人生の重大な分ぶん岐き点になった日なのだから。

　ダルシュは苦く悶もんした。過去は変えられない。あの日と同じように、悲ひ惨さんな光景を前にしながら、何もすることができない。彼にできるのはただ、劇を眺ながめるように、若者と娘を翻ほん弄ろうする運命を傍ぼう観かんすることだけだった。

　若き日の自分とともに、キャスリーンのそばに立ちすくみ、ダルシュは何もできない自分の無力さを嚙かみしめていた。




　またも袖を引かれ、世界が揺ゆれた。太陽の光が急に翳かげり、あたりが暗くなったかと思うと、そこはもう室内になっていた。

　再び、若者はキャスリーンと向かい合っていた。彼女の父カールの死から九日後、彼女の自室である。

「どうしても行くの？」彼女は涙ぐんでいた。「断われないの？」

「だめなんだ」若者は苦く悩のうに満ちた表情でかぶりを振ふった。「ギルドの指令なんだ。詳くわしいことは秘密だけど、重要な任務なんだ」

「どのぐらい……？」

「さあ」若者は考えこんだ。「一年か……もっとかかるかもしれない」

　娘は目を見開いた。「そんなに？」

「ああ」

「お願い、行かないで」

　そう言って彼女はしがみついてきた。若者は困こん惑わくの表情を浮うかべ、苦く笑しようした。

「おいおい、無茶言わないでくれよ」

「だって、お父さんがいなくなって、あなたまでいなくなったら……」

「いなくなるわけじゃない。きっと帰ってくるさ」

「でも、一年は長いわ。私、そんなに待てない。淋さびしさで気が変になりそう」

「淋しいことはないだろう。君には友達がいる。親しん戚せきも使用人もいるじゃないか」

「でも、愛している人はあなただけだわ……」

「いいかい、キャスリーン」

　若者は娘の肩かたに手を置き、優やさしく言い聞かせた。

「これは出世のチャンスなんだ。ギルドマスターじきじきの指令なんだよ。それだけギルドマスターは僕のことを評価してくれてるんだ。まだギルドに入って二年にしかならない、若造の僕をだよ！　断わるわけにいかないじゃないか。

　この任務に成功したら、僕の評価はさらに上がる。昇しよう進しんは間違いない。僕の夢に一歩近づくんだ。分かってくれよ」

　だが、彼女はかぶりを振った。「そんなの分からない。あなたの夢なんて……」

「おい……」

「それに、その任務って危険なんでしょ？　もしあなたが死んだら……」

「だいじょうぶだ。死にやしない」

　そう言ったものの、若者には確信があるわけではない。具体的にどういう任務なのか、彼にもまだ知らされていないのだ。東の大国ファンに入りこみ、すでに潜せん入にゆうしている他のメンバーと連れん絡らくを取って、ある重要な工作に携たずさわる、というぐらいしか分からない。当然、危険を伴ともなう任務だと予想された。

　だが、死ぬわけにはいかない。この娘のためにも、自分のためにも。

「本当に？　本当に死なない？」

「当たり前さ！　君を置いて死ぬものか。それに、やりたいことはまだ山ほどあるんだ。何年かかろうが、絶対に生きて帰ってくる。必ず君を迎むかえに来る。誓ちかうよ」

　そう言うと、若者は娘にくちづけをした。

「……戻ってきたら結婚しよう。いいね？」

　キャスリーンは涙をぬぐい、こくりとうなずいた。

「分かった……私も誓う。あなたを待つわ。いつまでも」

　またも世界が暗転した。

　そこから先、時間は小こ刻きざみに跳ちよう躍やくした。数秒、あるいは十数秒ごとに、光景がめまぐるしく変化し、ダルシュの人生の重要な節ふし目めを映し出した。彼は自分の人生の軌き跡せきをまざまざと再体験した。

　大国ファンでの任務というのは、ファンの国情、特に有力貴族同士の権力争いについて探さぐるというものだった。常に東の大国の侵しん略りやくの危機にさらされている西部諸国にとって、ファンの動向は重大問題であり、関心を抱いだくのは当然だった。ダルシュは現地に何年も前から住み着いていた諜ちよう報ほう員と接せつ触しよくし、広く情報を収集した。

　だが、任務はそれだけで終わらなかった。ダルシュの報告を受け、貴族たちの反はん目もくがかなり深刻なものであることを見み抜ぬいたザーンのギルドマスターは、混乱をさらに助長するよう命じたのだ。ファンの国情を不安にし、あわよくば内乱に追いこもうという計画だった。そうなれば西部諸国侵略の危機は軽減されるだろう。成功する可能性は高いとは言えないが、低いコストで西部諸国の平和が守れるなら、試ためしてみる価値はある。

　ダルシュはその活動に積極的に従事した。悪意あるデマをばらまき、ある貴族の名めい誉よを傷つけた。別の貴族を暗殺し、それを反対勢力のしわざに見せかけた。そうした事件はファン国内の緊きん張ちようを高めるのに効果的だった。

　一年が過ぎ、二年が過ぎても、ダルシュは帰れなかった。任務が忙いそがしすぎたのだ。キャスリーンのことは気になったが、極ごく秘ひ任務の性格上、こちらから手紙を送ることも、受け取ることもできなかった。彼女の安あん否ぴを知るすべはなかった。

　三年と二か月が過ぎ、ようやくダルシュは帰き還かんを許された。すでにファンの情勢はかなり険悪なものとなっており、もはや干かん渉しようする必要なしと判断されたのだ。ザーンの工作員はファンから撤てつ退たいした。

　それからわずか七年後の新王国暦れき四九四年、貴族同士の権力争いによる内乱と、邪じや竜りゆうクリシュの襲しゆう撃げきによって、ファンは滅めつ亡ぼうした。

　自分たちの工作にどれほど効果があったかは分からない。あるいは、ファンの滅亡は巨きよ大だいな歴史の必然であり、自分たちのやったことにたいして意味はなかったのかもしれない。しかし、ほんの末まつ端たんの些さ細さいなエピソードにすぎなくとも、あの三年間、自分の行動が歴史の一部を構成していたことは確かだった。




　ザーンに帰還したダルシュは、ギルドマスターへの報告を済ませると、すぐにキャスリーンの家に向かった。胸の中は不安でいっぱいだった。彼女は待っていてくれただろうか。もしかしたら、しびれを切らし、他の男と結けつ婚こんしてしまったのではないだろうか。三年間も放ほうりっぱなしにしていたのだ。そうなって当然だ……。

　彼を待っていたのは、驚おどろきと落らく胆たんだった。

　キャスリーンはいなかった──二か月前、父親から受け継ついだ財産を処分し、急に姿を消したのだ。理由は誰にも告げなかったが、友人の話によれば、何かひどく悩なやみ、思い詰つめていた様子だったという。

　留る守す中、彼女が他の男の誘さそいを断わり続け、誰ともつき合わなかったと聞き、ダルシュは悔くやんだ。彼女は自分を待っていてくれたのだ。どうしてあと二か月待てなかったんだ。いや、どうして自分は、あと二か月早く帰れなかったんだ……。

　悔んでもしかたがない。過ぎ去った時は、もう戻もどらない。キャスリーンの行方ゆくえは杳ようとして知れず、ダルシュはあきらめるしかなかった。




　心に深い傷を負おったものの、ダルシュは再び盗とう賊ぞくギルドの任務に専念した。予想通り、ファンでの活動が評価され、彼の地位は上がった。

　今度は国内での対犯罪班の統とう轄かつを命じられた。ギルド内部の犯罪や、ギルドの利益を損そこねる事件を調査するセクションだ。小さな部署とはいえ、ひとつの組織のリーダーである。まだ二四歳さいの若者としては、異例の出世だ。

　彼は働いた。ギルド上層部の指示に従い、忠実に任務をこなしていった。厄やつ介かいな仕事、危険な仕事、後味の悪い仕事もあったが、すべてを順調にやりとげた。運の良さもあったが、実力もあった。そして何より、彼には意欲があった──誰よりも大物になりたいという熱い野望が。

　忙いそがしさが心の傷を癒いやしてくれた。時が経たつにつれ、彼はしだいにキャスリーンのことを忘れていった。




　その事件は、彼がザーンに帰還して一年目に起きた。

　石工ギルドの幹部の一人、シャズという男が殺害された。白はく昼ちゆう堂々、大勢の人間が見ている前で、全身から血を噴ふき出して死んだのだ。刃は物ものを使うことなく皮ひ膚ふをずたずたに引き裂さく手口は、暗黒司祭の魔ま術じゆつによるものに間ま違ちがいなかった。

　ダルシュはその事件の究きゆう明めいを命じられた。しかも、ギルドマスターじきじきの指示である。部下に任まかせず、彼自身が極秘に捜そう査させよ、というのだ。

　ダルシュは疑問に思った。ただの殺人事件なら、衛えい視しに任せればいい。なぜ盗賊ギルドが捜査しなくてはならないのか。ギルドマスターの指示というのも異例だ。殺されたシャズは、盗賊ギルドと関係がある男だったのか？

　彼は調べた。盗賊ギルドの秘密書類をあさり、シャズとの関係を探さぐった。盗賊ギルド内部にシャズに恨うらみを持つ人物がいたのかもしれない。それが分かれば、犯人を特定する手がかりになる。

　ほどなく、彼はある契けい約やく書しよを発見した。日付は四年前。盗賊ギルドとシャズの間に結ばれた極秘契約──殺人の依い頼らいである。

　ダルシュはショックを受け、狼ろう狽ばいした。まさか、そんなことが……？

　まもなく、第二の殺人が起きた。古代遺い跡せきを研究していた賢けん者じやが、やはり暗黒魔法を用もちいた手口で殺されたのだ。今度は動機がはっきりしていた。その賢者はザーン近くの古代遺跡で発見された資料の解読を進めていたのだが、その研究結果を記しるした書類が盗ぬすまれていたからだ。

　幸い、賢者は書類の写しを作っていた。それを読んだダルシュは、犯人が何を目もく論ろんでいるのかを知った。さらに、現場から逃にげ去るのを目もく撃げきされた人物の人相風ふう体ていから、犯人の正体を確信した。

　知りたくなかった真実だった。

　深い悲しみ、激しい怒いかり、重い罪の意識、そしてとまどいを胸に秘め、彼は一人、問題の古代遺跡へと向かった──すべてに決着をつけるために。




　断続的に跳ちよう躍やくする時間の流れに沿そって、すべてを見ていた老ダルシュも、否いや応おうなしにその瞬しゆん間かんに向かって引きずられていった。見たくない。いくらそう願っても無む駄だだった。過去は変えられない。時間の中に深く刻みこまれた軌き跡せきに沿って進み、悲劇の現場に立ち合わざるを得なかった。

　世界がゆらぎ、また安定した時、そこは見覚えのある場所だった。ザーンの近くにある地下遺跡の最下層だ。

　巨きよ大だいな広間の床ゆか、ほとんど一面を使って、複雑な魔法陣じんが描えがかれていた。古代王国の魔法技術の結けつ晶しようだ。ダルシュには理解できない上位古代語の呪じゆ文もんや数字、難なん解かいな数学的根こん拠きよに従って刻きざまれた曲線や直線が、床をびっしりと埋うめ尽つくしており、壁かべの四よ隅すみに掲かかげられたランタンの灯ひがそれを照らし出していた。

　賢者の解読した書類を読んだダルシュは、その正体を知っていた。空間をねじ曲げ、魔界へ通じる〝門〟を開き、デーモンを──それも最も邪じや悪あくで強力なデーモンを召しよう喚かんするための魔法装置なのだ。

　何重にも重なった同心円の中央には、そこだけぽっかりと円形の空白があった。その前に黒いローブをまとった暗黒司祭が立ち、賢者の書類を片手に、発音に苦労しながら、一連の合言葉を唱となえていた。ひとつ唱えるごとに、床に刻まれた文字のどれかが青く発光する。万一、何かの事故で〝門〟が開いたりしないよう、幾いく重えにも仕し掛かけられた安全装置だ。それがひとつずつ、確実に解除されてゆく。

「……キャスリーン」

　若いダルシュが背後から声をかけた。女は沈ちん黙もくすると、ゆっくりと振ふり返り、フードを取った。

　覚かく悟ごはしていたものの、老いたダルシュは再びそれを目にして、あの時と同様、胸がえぐられるほどの痛みを覚えた。フードの下から現われたたんぽぽ色の髪かみは、暗い明かりの下でさえ、やはり美しかった。だが、そこにはもう春の暖かさはない。春の匂においも感じられない。

　娘むすめの顔はもう無邪気でも快活でもない。闇やみよりも深い絶望、冬よりも冷たい悲しみをくぐり抜ぬけ、暗く汚よごれ、沈しずんでいた。

「……やはり、来たのね」

「君だとは信じられなかった……」

「でも、もうすべて知ってるんでしょ？」

　若者はうなずいた。「……君はいつ、知ったんだ？」

「あなたが旅立った直後。噂うわさが耳に入ったの。父の死は事故じゃない。誰かに窓から突つき落とされたんだって」

　キャスリーンの声には何の感情もこもっていなかった。おそらく、涙なみだや怒りといったものは、何年も前に涸かれ果ててしまったのだろう。

「私は調べた。いろいろと手を回して。そして、ついに突き止めたの。シャズが盗賊ギルドに頼たのんで、父を殺害させたということを」

　シャズは石工ギルド幹部の地位を利用し、不正を働いていた。それをキャスリーンの父カールに知られ、暴あばかれそうになった。そうなっては破は滅めつだ。彼は保身のため、盗賊ギルドに大金を払はらい、カールの殺害を依頼した……。

「でも、突き止めたからといって、どうなるというの？　シャズが殺人を依頼したという証しよう拠こはないわ。衛視も動いてくれない。下へ手たに騒さわぎたてたら、今度は私が殺される。沈黙するしかなかったのよ」

「……どうして、僕を待たなかった？」

「待て、ですって？」

　キャスリーンの青い瞳ひとみに、冷たい憎ぞう悪おの光が宿った。メデューサのような鋭するどい視線で、かつての恋こい人びとをにらみつける。

「もっと待て、ですって？　あの三年間、私がどんなに苦しい思いで待っていたと思ってるの？　誰にも相談できない。誰にも訴うつたえられない。気が変になりそうだった。頼みの綱つなはあなただけだった。あなたなら、私のこの苦しみを理解してくれると思った。だから待ったわ。待ったのよ──あなただけを待ったのよ。

　でも、あなたは帰らなかった。三年待って、私はついに負けたわ。自分に負けたのよ。そして誓ちかった。もう誰にも頼らない。誰も信じない。愛も、約束も、幸せも、何もかも信じないって……」

　そして、彼女は闇に落ちた。

　彼女は暗黒神ファラリスの教えに出会い、それに染まった。欲望を自制せず、思うままに生きることを学んだのだ。彼女はもはやダルシュを待たなかった。誰にも頼らず、自分の手で恨うらみを晴らそうと決意した。暗黒司祭としての腕うでを磨みがくため、復ふく讐しゆうの手段を探すため、彼女は財産を処分し、ザーンを旅立った。

　そして今、彼女は帰ってきた──憎にくいシャズや盗賊ギルド、自分を見捨てた恋人、そのすべてに復讐するために。

「もう準備は整ったわ」

　キャスリーンは暗い笑えみを浮うかべ、紙きれの最後の一枚を得意げにかざした。

「〝門〟の安全装置はみんな解除した。あとはこの最後の呪文を唱となえるだけ。魔界へ通じる扉とびらが開いて、凶きよう悪あくなデーモンがこっちの世界に攻せめこんでくる。そいつは私の望みをかなえてくれるはずだわ。ザーンを滅ほろぼし、あなたを含ふくめて、盗賊ギルドのメンバーをすべて惨ざん殺さつするという望みを──」

「よせ、キャスリーン……」若者の声はかすれていた。「そんなことはやめろ」

「遅おそいのよ──遅すぎるわ」キャスリーンは嘲あざけりの言葉を投げかけた。「ねえ、ダルシュ、あなたはいったいどこにいたの？　私が三年間、あれほど苦しんでいた間、あなたはどこにいたのよ？　私を捨すてて、汚きたない仕事に手を染めていたわけ？　くだらない夢とやらを実現するために──」

「知らなかったんだ」若者は茫ぼう然ぜんとつぶやいた。「そんなことだなんて、知らなかった。もし知っていたら……」

「知っていたら、どうだったの？」

　キャスリーンは笑った。空くう虚きよな笑みだった。

「私のために大事な任務を放ほうり出して戻もどってきた？　私の代わりに復讐してくれた？　いいえ、そんなことはしないわね。あなたにとって、盗とう賊ぞくギルドは大事な夢ですものね。私よりも大切なんですものね。ギルドに逆らうようなことはしないわよね」

　そんなことはない。

　若者は否定しようとしたが、できなかった。言葉が咽の喉どにつっかえた。自信がなかった。彼女の指し摘てきは真実かもしれない、と思ったからだ。

　その数秒の沈黙を、キャスリーンは肯こう定ていと受け取った。

「それがあなたの本ほん性しようなのよ！」彼女の美しい顔は怒りに歪ゆがんだ。「汚けがらわしいギルドの犬！」

　そう言うなり、彼女は早口で最後の呪文を読み上げはじめた。

「オゥ・ペントゥ・ヘス・エザム・アイ……」

「やめろーっ‼」

　若いダルシュと老いたダルシュは同時に叫さけんだ。若者は突とつ進しんした。腰こしからダガーを抜き、無我夢中でキャスリーンに向かって走った。

　彼らは見た。キャスリーンの背後で闇がゆらぐのを。黒い陽炎かげろうのように、空間に生じた裂さけ目が、ゆらぎ、震ふるえ、広がるのを。その冒ぼう瀆とく的な深しん淵えんの奥おく底そこに、邪悪な闇がうごめくのを。

　間かん一いつ髪ぱつの差だった。娘が呪文を唱え終わる直前、若者は彼女に体当たりした。彼女は最後の一音節を発することができなかった。背後に広がりつつある闇に向かって、強く跳はね飛ばされた。その瞬しゆん間かんを再び目にするに忍しのびず、老いたダルシュは思わず目を伏ふせた。

　ぶしゅっ。

　気味の悪い音が響ひびいた。その音を、ダルシュは忘れることができなかった。愛する娘が死んだ音だ。

　すべてが終わった。若いダルシュは言葉もなく、長いことそこに立ちつくして、自分の行こう為いの結果を見下ろしていた。魔ま法ほう陣じんの上に飛び散った大量の血しぶき。闇は消えていた。キャスリーンの体もまた、一片の肉も残さずに消しよう滅めつしていた。ただ、彼女が手にしていた紙片だけが、ちぎれて落ちていた。

　何が起きたかは明らかだ。呪文は完成しておらず、〝門〟はまだ安定していなかった。呪文が途と切ぎれた瞬間、歪んだ空間は急速に縮み、消滅した。彼女の体はその歪みに巻きこまれ、瞬時にねじれ、粉ふん砕さいされたのだ。

　どのぐらい立ちすくんでいただろうか。やがて若者はのろのろと動き出し、事件の後処理に取りかかった。震える声で合言葉を逆に読み、魔法陣の安全装置をすべて元に戻していった。呪文を記しるした紙片は、自分の持っている写しも含ふくめて、燃やして処分した。念のために魔法陣の一部を削けずり取り、もう誰にも利用できないようにした。すべてを無言のまま、的確に済ませていった。

　涙なみだは出なかった。彼もキャスリーンと同様、ずいぶん前に涙は涸かれていたのだ。




　その後の人生は、ほとんど蛇だ足そくのようなものだった。

　若いダルシュは、自分がなぜこの事件の捜そう査さを任まかされたかを理解した。ギルドマスターは最初から、事件の犯人がキャスリーンだと気づいていたのだろう。それでわざとダルシュに始末を押おしつけたのだ。彼に昔の恋人を殺す度ど胸きようがあるか、盗賊ギルドへの忠誠心はどれほどか、測はかろうとしたのだ。

　そのテストに、ダルシュは見事合格したわけだ。

　彼に何ができただろう。ギルドマスターに復讐する？　そんなことは無意味だ。そんなことをしてもキャスリーンは帰ってこない。そもそも、彼女を死に追いやったのは、他の誰でもない、自分の責任ではないか。

　ギルドを抜ぬけることもできなかった。すでにギルドに深く関かかわりすぎ、重大な秘密を知りすぎていた。抜けることは死を意味した。

　ダルシユは悩なやみ、自問した。いったい何がいけなかったのだろう？　どこで間ま違ちがえたのだろう？　人生のどこかの瞬間、違う選せん択たくをしていたなら、キャスリーンは死なずに済んだのではないだろうか……？

　だが、すぐにそんな考え方は無意味だと悟さとった。過去はやり直せない。悔くやんでも死者は生き返らない。

　自分にできることはただ、前進することだけだ。

　彼は記き憶おくを封ふう印いんした。忘れたのではない。忘れようとしたのだ。キャスリーンの名がよみがえってくるたびに、それを振ふり払はらい、前を見つめた。

　ダルシユは前進した。彼を信しん頼らいしたギルドマスターは、ますます重要な任務を与あたえるようになり、彼はそれを前以上の情熱で精力的にこなしていった。きびしい仕事に従事すれば、心の痛みを忘れることができた。未来に向かって前進すればするほど、過去から遠ざかることができた。

　功こう績せきを上げるにつれ、ギルド内部での彼の名声は高まった。ギルドマスターは彼を幹部に昇しよう進しんさせ、さらに自分の右みぎ腕うでに取り立てた。多くの部下から信しん頼らいされ、人望が集まった。事件から六年後、ギルドマスターが病死した時、ダルシュが新たなギルドマスターの座に就つくのに反対する者はいなかった。

　こうしてダルシュは、今のダルシュになった。




　あなたは忘れてしまったのかしら

　それともあれは夢なのかしら

　あの夜　月の下　私を抱だいて

　放しはしないと　誓ちかった言葉……




　歌うた姫ひめの声に、ダルシュははっとして顔を上げた。

　そこは〈月の坂道〉の中だった。彼はカウンターの端はしの席に座すわっていた。カウンターの板はベージュ色に戻り、天てん井じようの煤すすも濃こくなっていた。近くのテーブルには、手をつないでいるサーラとデルの姿もあった。

　そして、歌姫の歌はまだ続いていた。

　さっきと同じ歌だった。まだ歌い終わっていないのだ。ということは、あれはほんの一瞬の夢だったのだろうか。

　それにしても、何と奇き妙みような夢だったことか。

　彼は老いた頰ほおに伝う涙をぬぐった。何と奇妙で──そして残ざん酷こくな夢だったことか。

　この三四年間、あの悲ひ惨さんな事件を忘れるために生きてきたと言ってもいい。常に前を向いてきたのは、後ろを振り返りたくなかったからだ。振り返るのがあまりにもつらかったからだ。だから前に進んだ。がむしゃらに生き、もっと多くの体験を重ねれば、いつか忘れることができると思っていた。その試みは部分的には成功した。完全に忘れることはできなかったが、遠い記憶の彼方かなたに追いやることはできた。

　それなのに──それをまた思い出すとは。

　彼は近くのテーブルにいるサーラに目をやった。あの少年はデルが闇やみの魔手に落ちるのを救ったという。自分にはできなかったことだ。羨うらやましい、と思う。子供だからこそ持っている純じゆん粋すいな勇気だろう。

　あの少年は、盗賊ギルドがどれほど非人道的な組織か、まだ知るまい。先代のギルドマスターの下では、利り潤じゆんの追求が重視され、カール殺害のような例は数多くあったのだ。彼の代になって、積極的に改革を進めた結果、非人道的な色しき彩さいはかなり薄うすれてきている。だが、完全に払ふつ拭しよくされてはいない。暗殺や恐きよう喝かつは今もしばしば行なわれている。それは盗賊ギルドの性格上、しかたのないことだ。

　それを知った時、あの少年はどう変わるだろう。自分のように現実を容認し、巨きよ大だいな力に押し流されるのだろうか。それとも、あくまで純粋さを貫つらぬき、拒きよ絶ぜつするのだろうか。できれば後者であって欲ほしい、とダルシュは望んだ。あんな人生は自分だけでたくさんだ。

　ワインを、お代わり。

　彼はカウンターに向き直り、目の前のバーテンに言った。だが、バーテンはまるで気がつかない様子でカップを磨みがき続けている。聞こえないはずはないのだが。

　おい、お代わりだ。

　もう一度、ダルシュは強い口く調ちようで言った。だが、バーテンは反応しない。

　無む駄だよ。

　耳みみ許もとでささやく女の声に、ダルシュは驚おどろいて振り返った。そこに黒いローブを着たキャスリーンがいた。二〇代で死んだ時の姿のままの彼女が。

　キャスリーン？……彼は茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

　彼女は微笑ほほえんで言った。あなたの声は、彼には聞こえないわ。ほら、見て。

　彼女は店の入口を指差した。ダルシュは見た。髭ひげをたくわえた行商人姿の老人が店に入ってくる。そいつは店内を眺ながめ回し、懐なつかしそうに目を細めてから、こちらの方にすたすたと歩いてきた。

　その老人は、席にダルシュが座っているのに気づかないようだった。強ごう引いんに座ろうとする。ダルシュはまったく抵てい抗こうできず、あっさり席から押し出された。その老人にとって、ダルシュは目に見えず、空気のような存在らしかった。そいつは小声でバーテンにワインを注文した。




　きっと帰ってきて　あなた

　どんなに傷つき疲つかれ　無一文でも

　きっと帰ってきて　いつの日か

　たとえ命が尽つきても　亡ぼう霊れいの姿でも……




　歌姫は確かにさっき聴きいた歌詞を繰くり返していた。

　ダルシュは数分前の自分の姿を見下ろし、めまいと戦せん慄りつを覚えた。では、ここはまだ過去なのか？　わしはまだ過去の世界にとらわれているのか？

　そうよ、とキャスリーンは答えた。今、あなたの魂たましいは肉体から離はなれて、時の中をさまよっているのよ。

　しかし、なぜ君がここにいる。それに、なぜ昔の姿のままなんだ。死んだはずじゃなかったのか。

　私は死んだわ。キャスリーンは目を伏ふせ、ささやくように言った。〝門〟が閉じた瞬間、私の肉体は空間の歪ゆがみに巻きこまれ、ずたずたになった。でも、魂は残ったの。魔ま界かいに落ちることもなく、この世に戻もどることもできず、時と空間のはざまを漂ただよったわ。

　時と空間のはざま？

　そう、時のない世界。そこから見下ろせば、すべての出来事はタペストリーの図案のように永遠の中で静止している。私の魂はそのタペストリーの上をさまよったわ。時を超ちよう越えつした存在になったの。

　亡霊のようなものか？

　そう。肉体は持たないけれど、どこへでも行ける。過去へも、未来へも。すべてが見えるし、聞こえるわ。でも、何の力もない。何ひとつ動かすことはできない。タペストリーを観察するだけで、それを織おり直す力はないの。

　では、わしを過去へつれて行ったのは、君だったのか？

　そう。私のことを思い出して欲しかったから。

　それなら充じゆう分ぶんだ。ダルシュは吐はき捨てるように言った。もう充分に思い出した。これ以上、わしを苦しめないでくれ。おとなしく死んでいてくれ。

　いいえ。キャスリーンはかぶりを振った。そうじゃない。あなたを苦しめようとしてしたことじゃないの。もうあなたに恨うらみはないわ。

　なら、どうして？

　知ってもらいたかった。どうか最後まで見て欲しいの。あなたの旅は、まだ終わっていない。

　まだ終わっていない？　しかし、ここは現在だ。ここが終点だ。もう、ここより先に行くところはないじゃないか。

　いいえ、まだ行くべきところがあるわ。

　どこだ？

　未来。

　そう言うと、キャスリーンはダルシュの手を取り、強く引いた。

　さあ、行きましょう。




　またも世界が揺ゆれた。歌姫の声が歪み、遠のき、聞こえなくなった。ランタンの光がゆらぎ、またたき、消えた。

　世界が安定を取り戻した時、そこはまだ〈月の坂道〉だった。だが、明かりは消えている。開け放たれた扉とびらの向こうのほのかな光が、唯ゆい一いつの光源だった。それは通路に穿うがたれた窓から差しこむ月光だった。

　目が慣なれてくると、店内が荒あれ果てていることに気づいた。テーブルはひっくり返っている。酒の瓶びんが床ゆかに落ちて割れている。床の隅すみには不吉などす黒い染しみもあった。人の気け配はいはまったくない……。

　何があったんだ？　ダルシュはつぶやいた。みんな、どこへ行ったんだ？

　この店は潰つぶれたのよ、何年も前に。キャスリーンはこともなげに言った。さあ、外に出ましょう。あなたに街を見せてあげるわ。

　そう言うと、彼女は先に立ってすたすたと歩き出した。黒いローブを引きずり、埃ほこりの積もった床の上を歩いているのに、埃ひとつ舞まい上がらず、足あし跡あとも残らない。ダルシュは慌あわててその後を追った。




　街はひどい有様だった。

　こんなことが……キャスリーンに案内されて街を歩きながら、ダルシュは衝しよう撃げきのあまり絶句していた。

　街には頽たい廃はいと堕だ落らくが横おう行こうしていた。通路の壁かべに寄りかかって堂々と麻ま薬やくを吸引している若者がいた。幼おさない子供が春をひさいでいた。階段に寝ねそべっている浮ふ浪ろう者しやの数は何倍にも増えていた。清せい掃そう作業が停てい滞たいしているのか、通路の角ごとにゴミの山があり、ひどい悪あく臭しゆうを放っていた。

　人々の表情はすさんでいた。女たちは生活に疲れ、男たちは絶望に暗く沈しずんでいた。老人は頽廃を嘆なげき、若者は欲望にぎらぎらと血走り、子供たちは恐きよう怖ふにおびえていた──明るく笑っている者は一人もいなかった。

　だが、何よりもダルシュを驚かせたのは、街のあちこちに堂々と掲かかげられたファラリスの紋もん章しようだった。どうやら、ここでは暗黒神崇すう拝はいが日常的なものになっているらしい。

　ドレックノールでさえ、こんなにひどくはない。

　ここが本当にザーンなのか？　ダルシュには信じられなかった。

　そう、ザーンよ。キャスリーンは答えた。新王国暦れき五三四年。盗賊ギルドが国を完全に支配下に収めてから、ちょうど一〇年後のザーン。

　そんなことはあり得ない、とダルシュは反はん駁ぱくした。たった一〇年で、街がこんなに荒こう廃はいするはずがない。

　でも、事実よ。政権を収おさめた盗賊ギルドは、何年もしないうちに暴走をはじめたの。他国の脅きよう威いに対たい抗こうしようと武力を増強し、禁断の魔ま獣じゆう創造技術や、デーモン召しよう喚かんに手を染めた。手っ取り早く利益を得ようと、麻薬を大量に国内に流通させた。賭と博ばく場を増やし、売春宿を増やした。いろいろな名目で税を引き上げた。街じゅうに監かん視しの目を張りめぐらせ、市民の動向を見張った。密告や裏切りを奨しよう励れいした。ギルドに対して批ひ判はん的な者は容よう赦しやなく消していった……ついには奴ど隷れい制や暗黒神崇拝まで合法化したのよ。

　そんなことを、わしが許すはずがない。

　あなたはとっくにギルドマスターじゃないわ。

　だが、国王は？　法律を認にん証しようするのは国王だ。あの温厚なギャスクが、そんな法律にサインしたというのか？

　国王なんて、もういないわ。王族は全員、追放された。今や盗賊ギルドはザーンの政府であり、法律そのものなのよ。

　では、今のギルドマスターは誰だ？　この国の支配者は？

　見せてあげるわ。

　キャスリーンはダルシュの手を握にぎり、またも強く引いた。今度は時間ではなく、空間を移動した。実体を持たない二人は、岩の層をいくつも突つき抜ぬけ、ぐんぐんと上じよう昇しようしていった。




　二人が到とう着ちやくしたのは、ザーンの最上層だった。

　空中庭園──そこは何世紀も昔から、王族と一部の関係者のみに立ち入りを許された別天地だった。岩山の頂部を平たく削けずり、樹々や芝生しばふや花を植えて造られた、人工の楽園なのだ。鹿しかやウサギ、リス、小鳥なども放し飼いにされている。中央には池があり、魔法のオーブから湧わき出す澄すんだ水を常にたたえている。その池はザーンの生活を支える貴き重ちような水源でもあった。

　市民のほとんどは、その楽園を一度も目にすることなく一生を終える。ダルシュでさえ、四〇年間に二度しか目にする機会はなかった。

　今、月光の下で目にする庭園もまた、様相を一変していた。池や樹々はそのままだが、花か壇だんに植えられている花はけばけばしいものに変わっていた。いずれも毒物や麻薬の原料になるものだ。その間を暗い色の蛇へびが這はっていた。

　だが、何よりも違ちがっているのは、池の周囲に何十本も立てられた柱だった。どの柱からもひとつずつ、大きな鳥とり籠かごのようなものがぶら下がっており、裸はだかの人間が閉じこめられているのだ。みんな生きていたが、死よりも悲ひ惨さんな状態だった。ある者は病気に感かん染せんさせられ、生きたまま体が腐くさっていた。ある者は手足を切り取られ、ある者は全身に釘くぎを打たれ、ある者は呪のろいによっておぞましい姿に変えられていた。彼らは絶え間ない苦痛にうめいていた。ある者は精神を破は壊かいされ、意味もなくにたにたと笑うばかりだった。悲惨な光景を数多く見てきたダルシュでさえ、恐おそろしさに震ふるえ上がり、思わず目をそむけた。

　ギルドに反抗した者たちの末路なのだ。

　とりわけダルシュが衝撃を受けたのは、いちばん端はしの檻おりに入れられているのが自分だということだった。老いさらばえ、瘦やせ細り、枯かれ枝のような腕うでで檻にしがみついている。薬品で体を麻ま痺ひさせられているのか、身動きもできず、白はく濁だくした目からは涙なみだを流し、だらしなく開きっ放しになった口からはよだれを垂らし続けていた。

　やがて、庭園の間を縫ぬって続く小道を歩いて、一人の女が姿を現わした。

　美しい女だった──ドレスは黒一色で、背中と肩かたが大きく露ろ出しゆつしており、悪あく趣しゆ味みなデザインだった。長く垂れた髪かみも闇やみのように黒い。肌は対照的に白く、ほの白い月光の下でアラバスターのように輝かがやいていた。年ねん齢れいはかなり若く、二四、五といったところか。その目もくらむばかりの美しさに、ダルシュは息を飲んだ。純じゆん粋すいの閣が結晶化したかのような、壮そう絶ぜつなまでの悪の美だ。

　彼女がこの国の女王だった。暗黒神ファラリスの大司祭にして、天才的な知略家。わずか数年で盗賊ギルドを乗っ取り、ザーンを支配下に収めたのだ。

　女王は深夜の散策の途と中ちゆう、柱の前でふと立ち止まった。檻の中の哀あわれな老人を見上げ、美しい顔に嘲あざけりの笑えみを浮うかべる。

「おやまあ」彼女はくすくすと笑った。「まだくたばってなかったのね？」

　檻の中の老人の唇くちびるがかすかに動くのを、ダルシュは見た。まだ意識があるのだ。声は出ていないが、何を言おうとしているのかは分かる──「殺してくれ」と言っているのだ。

「楽にしてくれ、と言ってるの？　いいえ、そうはいかないわ。私はそんなに親切じゃない。あっさりとは殺さない。あなたは苦しみ抜いて、みじめに死んでゆくのよ。私の受けた苦しみ。私の受けた屈くつ辱じよく。それを味わいながらね」

　女王はいかにも楽しそうに、無力な老人を言葉でいたぶっていた。

「私が憎にくい？　早く殺しておけば良かったと思ってる？　でもね、これはあなたが教えてくれたことなのよ、ダルシュ。あなたが私に教えてくれたの。

　私は父を二度失ったわ。一人目はドレックノールの盗とう賊ぞくギルドに殺された。二人目はザーンの盗賊ギルドに──そう、あなたに殺されたのよ。私は絶望の底に突つき落とされ、そして目覚めたわ。学んだのよ。この世の本質が悪と憎ぞう悪おであることを。善や愛なんて無力だってことを。力こそが真理であることを。

　あなたが教えてくれたのよ、ダルシュ！」

　そう言うなり、女王は暗黒魔法を唱となえた。檻の中の老人は激しく痙けい攣れんを起こし、口や鼻から血を噴ふき出した。彼女はすかさず次の魔法を唱え、そのダメージを治ち療りようした。老人は激痛を体験したものの、間かん一いつ髪ぱつで生命をとりとめた。

　歩み去ってゆく女の高らかな笑い声を耳にして、ダルシュはぞっとなった。犠ぎ牲せい者しやを殺さずに徹てつ底てい的にいたぶるのが、彼女の流りゆう儀ぎであるらしい。まさに悪の権ごん化げだ。

　同時に、ダルシュはその女が何者なのかを理解し、衝しよう撃げきを受けていた。信じられないことだが、間違いない。時を経へて、輝くばかりの美女に成長しているが、確かにあの顔には、幼い頃ころの面おも影かげがかすかに残っている……。

　デル・シータ！




　ザーンに反はん抗こうの火の手が上がった。

　最初はごく散発的な抵てい抗こうだった。だが、じきに組織的な抵抗運動に変わった。勇ゆう敢かんな若者がリーダーとなって、ばらばらだったグループをまとめ上げたのだ。虐しいたげられていた市民たちは若者の力強い演説に勇気づけられ、立ち上がった。弱者の怒いかりが爆ばく発はつした。「女王を倒たおせ！」「悪あく魔まを倒せ！」そう叫さけびながら、市民たちは武器を取った。軍の一部も寝ね返がえり、反女王勢力に加わった。

　ザーンは内戦に突とつ入にゆうした。

　ダルシュは見た。「岩の街」の通路という通路、階段という階段で、激しい戦いが繰くり広げられるのを。女王のいる最上階に攻せめ昇のぼろうとする市民と、それを阻そ止しせんとする女王派の兵士。同じザーンの国民同士が剣けんを向け合い、斬きり合い、殺し合うのを。

　最初のうち、戦いは一進一退が続いた。だが、外部からいくらでも補給を受けられる反政府側に対し、岩山の上部に孤こ立りつした政府側は圧あつ倒とう的に不利だった。何週間も続く戦いの中、兵力をじわじわと削けずられ、糧りよう食しよくが尽つき、浮き足立ってきた。ついには戦意を喪そう失しつし、総そう崩くずれになった。

　女王は新たな戦力を投入した。暗黒魔法で創造したゾンビや、魔界から召しよう喚かんしたデーモンの類たぐいである。それらは猛もう威いを振ふるい、無力な市民たちを効果的に虐ぎやく殺さつしていった。通路に悲鳴が反はん響きようし、街のどこもかしこもおびただしい血に染まっていった。

　だが、ゾンビたちはたいして強くはなく、デーモンも数が少なかった。勇敢な戦士や魔術師たちが前に出て戦い、そいつらを打ち破っていった。苦しい戦いで大勢の犠牲者が出たものの、ついに最後の防衛線は打ち破られた。

　反政府軍はどっと空中庭園になだれこんだ。




　空中庭園は燃えていた。

　森が炎えん上じようし、オレンジ色の炎ほのおが夜空を焦こがしていた。大量の黒こく煙えんが風に流され、月を覆おおっている。庭園のあちこちで魔法の閃せん光こうがひらめき、剣と剣の打ち合う音、悲鳴、怒ど号ごう、爆発音が響ひびいていた。

　女王は孤立していた。身辺を警護していた部下たちは、すでにちりぢりになっていた。デーモンがよく戦い、反政府軍の戦士たちを庭園のあちこちに釘くぎづけにしていたものの、それも時間の問題だった。事実、デーモンの防衛網もうは各所で突破され、怒りに燃える戦士たちが雄お叫たけびをあげながら彼女に突進してきた。

　彼女は負けなかった。ありったけの魔ま晶しよう石せきを使って暗黒魔法を放ち、接近してくる敵を次々に葬ほうむった。ダルシュは彼女の圧倒的な強さを、すさまじい戦いぶりを、冷れい酷こく無比な殺さつ戮りくを見た。戦士たちは見えない力に吹ふき飛ばされ、あるいは血しぶきをあげながら死んでいった。誰も彼女に触ふれることさえできなかった。

　逃にげることもできたはずだが、逃げなかった。彼女は何かを待っているのだ、とダルシュは直感した。何か、あるいは誰かを──その時が来るまで、耐たえに耐え、徹底的に戦い抜ぬくつもりだった。

　だが、二十何人目かを倒した時、ついに魔晶石が尽つきた。累るい々るいと横たわる死者たちの中に一人立ち、彼女は疲ひ労ろうにあえいでいた。ドレスの裾すそは乱れ、汗あせで濡ぬれた顔には乱れた黒くろ髪かみが貼はりつき、壮そう絶ぜつな形ぎよう相そうとなっている。それでもなお、彼女の美しさは微み塵じんも失われていなかった。

　その時、彼女の待ち望んでいた人物がやっと現われた。

　青年は炎上する森の中から歩み出てきた。その革かわ鎧よろいは傷だらけで、握にぎりしめたレイピアは数え切れないほどの殺戮の血でべっとりと汚よごれていた。明るい金きん髪ぱつにも返り血が飛び散っている。その下にある青い瞳ひとみは、あまりにも多くの悲劇、あまりにも多くの死を目まの当たりにして、暗い悲しみに翳かげっていた。

　青年は女王まで十数歩のところで立ち止まった。池のほとりで、二人は対たい峙じした。炎上する森が水面に映うつり、きらきらとオレンジ色の光を放っていた。そのきらめきを背景に、二人はシルエットとなって見つめ合った。

「懐なつかしいわね」彼女は青年に微笑ほほえみかけた。「覚えてる？　この庭園に忍しのびこんだ時のこと。この池で泳いだわよね」

「……ああ」青年は暗い表情でうなずいた。「忘れるものか」

「ずいぶん昔のように思えるわ」

「ああ、ずいぶん昔だ──はるか遠い昔だ」

　そう言うと、青年はレイピアを握り直し、一歩踏ふみ出した。

「もっと早く、決着をつけるべきだった」青年の声は沈しずんでいた。「もっと早く、君を殺すべきだった」

　女王はうなずいた。「私も──もっと早くあなたを殺しておくべきだった」

「ためらってたんだ。君を殺したくなかった。何とか救おうと思った。止めようとした。やれるだけのことはやったんだ……」

「言い訳わけなんかしなくていいわ」女は感情のこもっていない声で言った。「あなたは確かに、やれるだけのことはやった。私を闇やみに落とすまいと、全力を尽くしてくれた。それには感謝してる」

「でも、だめだった……」

「そう、だめだったのよ」

　青年はさらに一歩、前に踏み出した。

「でも、もう迷いはない」彼の口調には堅かたい決意がみなぎっていた。「今夜こそ、君を殺す。それが僕の義務だから」

「どうかしら？　そう簡単に殺せる？　ギルドの訓練所時代を思い出してごらんなさいな。私、いつもあなたを負かしてたわよ」
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「みくびるな。僕はもう、昔の僕じゃない」

「私だって、昔の私じゃないわ！」

　そう言うと、彼女は変身をはじめた。

　ダルシュは息を吞のんだ。女王の背中から黒い四つの影かげのようなものが伸のび、花が開くように四方に広がっていった。

　それは翼つばさだった。コウモリとも鳥とも昆こん虫ちゆうとも似ていない。レザーのような黒い光こう沢たくがあり、剣のように細くて薄うすく、大きく三日月状に反そり返っており、一枚一枚は彼女の背せ丈たけよりも長い。上の一対ついは縁ふちがノコギリのようにぎざぎざになっており、下の一対は先せん端たん部がねじれて槍やりのようになっていた。こんな翼を持つ生物は地上に存在しない。異界のものだけが持つ翼だった。

　女王は四枚の異い形ぎようの翼を背負い、炎の明かりの中にすっくと立っていた。彼女はもう人間ではなかった──魔界のものと合体し、人間を超こえた存在になっていたのだ。

　青年は共通語魔法を唱となえた。レイピアの刃はが白い魔法の輝かがやきを放つ。

「行くぞ！」

　そう叫びながら、青年は地を蹴けり、突進した。女王も走り出した。

　青年の左手から何かが飛んだ。女王は走りながら、上の翼を振るってそれを払はらいのけた。はじき飛ばされた炎えん晶しよう石せきが地面に落ちて爆ばく発はつする。さらに二個の魔石が飛んでくる。かわしきれない。女王はとっさに立ち止まり、四枚の翼を体の前面で交差させ、爆発の衝しよう撃げきを受け止めた。

　爆煙をくぐって、青年が肉にく迫はくした。すさまじい速度で突つき出される白く輝くレイピアが、さながら一条のビームのように、女王に襲おそいかかる。だが、それはわずかに急所をそれ、彼女の脇わき腹ばらを傷つけたにとどまった。

　女王はすかさず翼を使って反撃した。四本の凶きよう器きが四方から青年に襲いかかる。普ふ通つうの人間なら一いつ瞬しゆんでずたずたにされただろうが、青年は驚きよう異い的な敏びん捷しようさでそれを見切り、すべてかわしてみせた。ひとつだけ完全にはよけきれず、肩かた当てを吹ふき飛ばされた。両者は体勢を立て直し、再びぶつかり合った。

「死ね、デル！」

「死になさい、サーラ！」

　二人は叫さけびながら戦い続けた。ダルシュはこんな壮そう絶ぜつな決けつ闘とうは見たことがなかった。魔物の黒い四枚の翼の猛もう攻こうと、それをかわしながら繰くり出される白いレイピア。黒と白、闇と光が交こう錯さくし、めまぐるしくせめぎ合い、ぶつかり合った。血しぶきが何度か飛んだが、すでにどちらの血かも分からなかった。かつての恋こい人びとたちは、狂気にかられたかのように殺し合っていた。

　ああ、もうやめてくれ！　ダルシュは声にならない声で懇こん願がんした。これでは自分たちの悲劇の再現ではないか。なぜ同じあやまちを繰くり返すのだ？　なぜ愛し合う者同士が傷つけ合わねばならないのだ？

　だが、その声は二人には届かなかった。周囲で繰り広げられている戦いの喧けん噪そうも、炎えん上じようを続ける森も、すでに彼らの認にん識しきの外にあった。彼らは二人だけの世界に没ぼつ入にゆうしていた。二人ともすでにぼろぼろで、血にまみれていた。それでも一瞬たりとも攻撃の手をゆるめようとはしなかった。まるで愛の行こう為いのような激しさで戦い続けた。

　サーラの方がわずかに有利だった。革鎧は傷だらけで、あちこちにかすり傷を負っていたが、まだ深手はない。一方、彼のレイピアは黒い翼をかいくぐり、何度もデルの肉体に深く突つき刺ささっていた。それでも動き続けることができるのは、魔界の生物の生命力のせいだろうか。

　何度目かの攻撃が命中した直後、彼女の動きが鈍にぶり、ぐらりとよろめいた。一瞬、翼がだらりと垂たれて無防備になる。サーラはそれを見み逃のがさなかった。「死ねえええっ！」と叫びながら、力のかぎりレイピアを突き出す。

　だが、それはデルの策略だった。レイピアが肩に深々と突き刺さった瞬間、下の一対の翼がすばやく動いて、蛇へびのようにサーラの胴どうにからみつき、動きを封ふうじた。二人はもつれ合ったままバランスを崩くずし、芝生しばふの上に転てん倒とうした。

　両者はからみ合い、身動きが取れなくなっていたが、それでも戦いをやめようとしなかった。サーラはデルの上に馬乗りになり、肩に突き刺さったままのレイピアをぐりぐりとねじった。肉をえぐられ、デルは悲鳴をあげた。彼女は上の翼のうちの一枚を彼の上じよう腕わん部ぶに叩たたきつけた。ノコギリのような刃が肉に深く食いこむと同時に、それを勢いよく前後に動かした。今度はサーラが悲鳴をあげる番だった。デルの翼は数秒で彼の右腕を斬きり落とした。

　二人とも激痛のために動きが鈍っていた。デルは痛みにうめきながらも、上の二枚の翼を動かし、サーラの首の前で交差させた。ハサミで紙を切る要領で、彼の首を切断するつもりだった。

　サーラは残された最後の力を振ふり絞しぼった。まだ自由の利きく左手で、ポケットの中から残りの魔石をつかみ出す。薔ば薇ら色の炎晶石が一個と、黄色の雷らい晶しよう石せきが二個だ。それを大きく振りかぶる。

「うわああああっ！」

　二人は同時に声をあげた。デルが翼を動かすと同時に、サーラは彼女の顔面に三つの魔石を叩たたきつけた。

　膨ぼう張ちようする火球が二人を包みこみ、まばゆい紫むらさき色いろの電光が空に向かって駆かけ上がった。




　ザーンは廃はい墟きよとなった。

　女王とその配下は滅ほろびたものの、反政府側の損失もあまりにも大きかった。数千の人命が失われ、街の中の重要施し設せつの多くが破は壊かいされた。最後の戦いのとばっちりで、池の中で水を湧わき出していた魔法のオーブも砕くだけた。水源を断たれた「岩の街」に、もはや多くの市民の生活を支える力はなかった。

　生き残った人々には、勝利の感かん慨がいなどなかった。彼らは空むなしさを嚙かみしめながら、住み慣なれた街を後にし、四方に散っていった。少数の者だけが自みずからの意志で廃墟に残った。放置されたままのおびただしい死体を埋まい葬そうし、死者たちの魂たましいを鎮しずめるために。

　廃墟となったザーンに「鎮魂歌レクイエム」が流れた。歌っているのはあの歌うた姫ひめだ。彼女は喪も服ふくを着て、無人となった通路から通路、階段から階段へと歩きながら、呪じゆ歌かで死者の魂を鎮めて回った。無残な死を遂とげ、街のあちこちに残留していた霊れいたちは、彼女の歌によって安らぎ、暴れるのをやめた。

　限りない静せい寂じやくの中で、「岩の街」ザーンはその歴史を閉じた。

　ダルシュはもうそれ以上見たくなかった。どのみち、もうその先はなかった。彼に見ることのできるのは、そこまでだった。

　なぜなら、未来はもうないからだ。彼が見ることができるのは、自分の人生の中の過去と未来だけだ。檻おりの中に閉じこめられたまま、老ダルシュの存在は忘れ去られた。空中庭園の炎えん上じようから三日後、彼の生命は尽つきたのだ。

　そこから先には、ぽっかりと黒い深しん淵えんが口を開けていた。それは恐おそろしい吸引力でダルシュを飲みこもうとしていた。絶対不変の定め。生ある者は決して逆らうことのできない巨きよ大だいな力──死。

　落ちる！　ダルシュは恐きよう怖ふにおののいた。意志に反して、魂がぐいぐいと深淵に向かって引きずられてゆくのを感じる。それに逆らうことはできない。死に打ち勝つことは誰にもできない。

　助けてくれ！

　そう叫んだ瞬間、キャスリーンが彼の手をつかんだ。深淵に落ちかけていた彼を引き上げ、過去へと引きずり戻もどす。

　唐とう突とつに、ダルシュはあることに気づいた。自分の手をつかんでいるキャスリーンの手に、ぬくもりがあるのだ。彼は不思議に思った。肉体を持たない魂だけの存在が、なぜ暖かく感じるのか？

　キャスリーン、君は……？

　ええ、そうよ。彼女は恥はずかしそうに、あの夜、髪かみ飾かざりをプレゼントした時のように、そっとささやいた。今でもあなたを愛しているわ。

　あなたへの愛を忘れたことなんてなかった。あなたを恨うらみ、憎にくみはしたけど、憎しみが頂点にあった時でさえ、強く愛し続けていた。あなたに殺された瞬間でさえ、あなたを愛していた。

　すまない。ダルシュは泣いて謝あやまった。すまない……。

　謝らなくていいのよ。後こう悔かいしなくていいの。あなたは正しいことをしてくれた。私がもっと大きな罪を犯おかす前に、殺してくれたわ。止めてくれたのよ。本当を言えば、私はあなたに殺してもらえることを、心の底で望んでいたのよ。

　だから、あのデルの気持ちが、私には分かるわ。彼女もサーラの手にかかって死にたかったのね。それで、逃にげずに彼を待っていたのよ。

　ねえ、ダルシュ。謝らなくてはいけないのは私の方よ。私は魂だけの存在になって時の中を漂ただよいながら、あなたの人生を見たわ。私の死が、あなたにどんな重荷を背負わせたか。あなたにどんなつらい人生を歩ませたか。

　私は待つべきだったんだわ。あの歌にあるように。たとえあなたに忘れられても、裏切られても。たとえあなたの言葉が噓うそだったとしても。愛を信じるなら。だって──だって、少なくとも、私のあなたに対する愛は本物だったもの。

　わしも愛していた。ダルシュは言った。本当に愛していたんだ。

　知ってるわ。だから、私は待つべきだったのよ。たとえ命が尽つきても、墓の下でずっと。時の流れが果てても、その先までも。

　でも、私は待てなかった。負けたのよ。誰でもない、自分自身に。

　だから、私は謝りたかった。教えてあげたかった。悪いのは私なんだって。私の弱さが原因なんだって。あなたは罪の意識を感じる必要なんかないんだって。

　何度も語りかけようとしたわ。でも、あなたには私の声は届かなかった。あなたは私の声を聴きこうとしなかった。顔をそむけ、耳をふさいでいた。振り向いてもらおうとしたけど、できなかった。

　こわかったんだ。ダルシュは言った。過去に直面するのがこわかったんだ。だから、君のことを忘れようとした。君の名前が心に浮うかぶたびに、強く打ち消した、振り返るのがこわかったから、前を見続けた。過去から逃げようとして、未来に進み続けた……。

　だから、私の声が聞こえなかったのね。

　ああ、きっとそうだ。

　でも、あの夜だけは違ちがった。五二二年の大おお晦日みそかの、あの夜だけは。思い出の〈月の坂道〉の中で、あの歌姫の歌を耳にして、あなたは過去を思い出した。初めて振り向いたのよ。そして、私もまた、あの歌に心惹ひかれたわ。あの歌に歌われているのが私自身のような気がして。

　二人がともに歌を聴いて、ともに心を動かされた時、二つの心が同調したのよ。だから私は、あなたの魂に触ふれることができた……。

　ああ、そうか。ダルシュは理解した。歌というのは、心を揺ゆさぶるものだという。魔法ではなく、呪歌でもない、ただの恋こい歌うたでも、奇き跡せきを起こすことはできるのだ。

　ひとつだけ教えてくれ。

　何？

　君は、時というのはタペストリーの図案みたいなものだと言ったな。時の中で静止していると。なら、あの未来はどうなんだ？　あの未来もすでにタペストリーの一部になっているのか？　変えられないのか？

　いいえ。未来の図案はまだ織おられてはいないわ。過去はたったひとつしかなく、変えられないけど、未来にはたくさんの可能性がある。あなたに見せたのは、あり得る未来のうちのひとつなのよ。それをあなたに教えたかったの。あなたや、このザーンに、悲ひ惨さんな死を迎むかえさせたくなかったから。

　わしがあの計画を実行すれば、ああなるのか？

　必ずああなるわけじゃないでしょう。やり方しだいだと思うわ。

　だが、アルドがあくまで計画に反対するなら、彼を殺さねばならなくなるのは確かだ。そして、デルは闇やみに落ちる──どうすればいい？

　それはあなたの決断しだいよ。あなたの人生なのだから、あなたの力で切り開いてゆくべきだわ。これまでと同じように。

　そうか……そうだな。

　それを忘れないで。そう言うと、キャスリーンは微笑ほほえんだ。これで終わりよ。私は、もう行かなくては。

　ダルシュは狼ろう狽ばいした。どこへ？

　彼ひ岸がんへ。すべての死者が行くところへ。あなたと話せて、言いたかったことはすべて言えたから。もう未練は晴れたわ。だから、行かなくては。

　しかし、せっかくまた会えたのに。

　行かなくてはならないの。それがこの世の摂せつ理りだから。

　そうか……。

　でも、悲しまないで。私は待ってる。向こうの世界で。いつまでも……。

　そう言うと、キャスリーンは彼の手を放した。

　さようなら、ダルシュ。あなたを愛してる。永遠に……。




　私は忘れない　この愛を

　たとえあなたが忘れても　死んでしまっても

　私は信じてる　思い出を

　たとえすべてが夢ゆめでも　幻まぼろしでも




　私は待っている　あなたを

　どんなに変わり果てても　ただあなただけを

　私は待っている　いつまでも

　たとえ命が尽きても　墓の下でずっと
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　時の流れが果てても　その先までも

　この歌が続くかぎり　永遠に……




　最後のリフレインが終わり、長かった歌は終しゆう了りようした。

　歌姫は頭を下げた。聴ちよう衆しゆうの間から静かな拍はく手しゆが起きた。激しくはないが、熱意のこもった拍手だ。サーラとデルも拍手していた。

　聴衆の中には、立ち上がって歌姫に銀貨を差し出す者もいた。彼女は上品な微笑ほほえみを浮うかべ、おじぎをしながら、一枚ずつていねいに受け取った。いつしか、彼女の回りには自然と人ひと垣がきができていった。彼女にとっては、金よりも、聴衆が感動してくれたことの方が嬉うれしいようだった。

　僕も銀貨を渡わたすべきなのかな──と思案していたサーラは、ふと、近くのカウンター席に座すわっていた行商人風の老人に気がついた。歌の途と中ちゆうで入ってきた男だ。

　老人は泣いていた。カウンターに肘ひじをつき、声を出さず、涙なみだを流している。あのお爺じいさん、そんなに感動したんだろうか、と少年は不思議に思った。確かに素す敵てきな歌ではあるけど、恋の歌だ。あんなお爺さんには似合わない。

　老人が涙をぬぐい、こちらを向いたので、視線が合った。泣いているところを見られていたと知り、老人はちょっとばつの悪そうな顔をした。

「……ああ、坊ぼうや」

　老人はのろのろと立ち上がり、サーラに近づいてきた。

「何ですか？」

「頼たのみがあるんだが、あの歌姫にこれを──」

　そう言って、サーラに一枚の金貨を差し出した。

「渡してくれないかな」

「えっ、でも……」

　サーラは困こん惑わくした。見知らぬ人物にそんなことを頼まれるのも変だが、歌姫に金貨を渡すのも異例だ。金貨一枚は、銀貨五〇枚の価値がある。

「私は恥はずかしいことが苦にが手てでね。頼むよ」

「はい……」

　サーラがとまどいながらも承しよう諾だくすると、老人は深い満足の笑えみを浮うかべ、ゆっくりとした足取りで店を出て行った。

「誰なの……？」

　デルがささやいた。サーラは肩かたをすくめる。

「知らない──でも、悪い人じゃなさそうだよ」

　そう言って、歌姫の方を見た。彼女に銀貨を渡す者の列は、まだ続いている。彼女の姿は人垣の向こうで見えなかった。

　金貨を渡すのは来年になりそうだった。




　ダルシュは知らない。その歌姫がアルシャナという名であることを。

　アルシャナも知らない。ダルシュのことを。自分の歌が彼にどんな感かん銘めいを与あたえたかを。

　彼女は知らない。自分の歌がザーンの歴史の重大な分ぶん岐き点になったことを。

　人々が自分の歌を聴きいて何を感じるのか、彼女には分からない。自分の歌が世界にどんな影えい響きようを与えるのか、考えたこともない。そんなことは些さ細さいな問題だった。彼女は結果など気にしない。歌の力を信じて、今日も、そして明日も、歌い続けるだけだ。

　彼女にできることはただ、歌うことだけなのだから。





ＢＧＭ：小坂水澄「ＳＩＮＧＩＮＧ ＱＵＥＥＮ」


















リゼットの冒ぼう険けん










　その日、ボクたちの村に冒ぼう険けん者しやがやってきた。

　冒険者だよ、本物の！　こんなこと初めて。いや、ボクがまだ赤ん坊ぼうだった頃ころ、畑を荒あらすゴブリンを退たい治じに来たパーティがいたって父さんから聞いたけど、そんなの覚えてないし。ボクにとって冒険者は、大人から聞かされるおとぎ話や、行商人の広める噂うわさ話ばなし、吟ぎん遊ゆう詩し人じんのサーガの中の存そん在ざいでしかなかった。本物を知らないから、勝手にイメージをふくらませてきた。

　剣けんを振ふるって怪かい物ぶつに立ち向かう。魔ま法ほうで雷かみなりを起こし、悪い奴やつらをこらしめる。神様の力を借りて病気や怪け我がを治す。地下迷めい宮きゆうを探たん検けんして、危き険けんな罠わなをくぐり抜ぬけ、宝たから物ものを手に入れる。まさに英えい雄ゆう──かっこいいよね。楽しそうだよね。そう思わない？

　だけど「冒険者になりたい」って言ったら、父さんや母さんはすごく嫌いやな顔をする。あんなのは堅かた気ぎの仕事じゃないって。一箇か所しよに腰こしを落ち着けない浮うき草のような暮くらし。暗い地の底を這はいずり回ったり、薄うす気き味み悪いバケモノと戦ったり、手を血で汚よごして金を儲もうけるなんて、まともな奴のやることじゃないって。リゼット、お前も今年で十三歳さい、そろそろ大人なんだから、おとぎ話を本気にするのはやめなさいって。

　そう言う父さんたちだって、冒険者の日にち常じようがどんなものか、本当は何も知りやしないくせに。ゴブリン退治に来た冒険者にしても、ろくに言葉も交かわさなかったし、戦ってるところも見なかったって言うんだから。自分で勝手に想そう像ぞうして毛け嫌ぎらいしてるだけなんだ。ボクとどこが違ちがうって言うのさ？

　友達のメイだってそう。ボクが「冒険者になりたい」って言ったら、決まってこう言うんだ。

「あんなの女の子のやることじゃないわよ」

　そうなんだ。女の子！　女の子！　女の子！　その言葉がいつもボクについて回る。女の子がやっちゃいけないことが多すぎる。スカートをまくっちゃいけません。木登りしちゃいけません。男の子といっしょに川で泳いじゃいけません。けんかしちゃいけません。乱らん暴ぼうな言葉を使っちゃいけません……ああ、もう、うっとうしい！

　小さい頃はこんなじゃなかった。兄弟が四人とも男だったから、自然に兄さんたち男の子のグループといっしょに遊んだ。ボクが女の子だって理由だけでからかってくる奴と、よく取っ組み合いもやった。負けるのが悔くやしくて、兄さんたちにいろんな技わざを教わったもんで、ちょくちょく同じ年頃の男の子を組み敷しいて、降こう参さんさせられるようになった。そのうち「リゼットは強い」と一目置かれるようになった。いい気分だった。

　でも、ボクの胸むねがふくらんでくると、男の子たちは自然にボクを避さけるようになった。ボクの体が高こう価かなガラスの器うつわか何かのように、びくびくして触さわってこなくなった。ボクの方ではぜんぜん男の子なんて意い識しきしてないっていうのに。

　父さんや母さんも、ボクが男の子と遊ぶのを禁きんじた。リゼット、女の子と遊びなさい。リゼット、女の子らしい格かつ好こうをしなさい。リゼット、おしとやかに振る舞まいなさい。そんなんじゃ嫁よめの貰もらい手がありませんよ──広かったボクの世界は急に狭せまくなった。

　女の子のグループには溶とけこめなかった。花を摘つんだり、刺し繡しゆうをしたり、お手玉をしたり、歌を歌ったり……そんな「女の子らしい」遊びが、ボクには退たい屈くつでたまらなかった。女の子たちがうっとりとした顔で語る、素す敵てきな男の人に出会って花嫁になるというありふれた夢ゆめにも、興きよう味みが持てなかった。棒ぼうきれを剣に見立てて怪物退治ごっこをしたり、森の中を探検する方が、ずっと楽しい。女の子らしくなんかしたくない。

　どうして男の子に生まれなかったんだろう。男の子なら「冒険」とか「戦い」という勇いさましい言葉が似に合あうのに。どうして女の子が「冒険がしたい」とか「英雄になりたい」とか言うと「女の子のやることじゃない」って言われるんだろう。

　まあ、体の問題についてはどうしようもないからあきらめるとしても、女の子だから冒険者になっちゃいけないって、絶せつ対たいにおかしい。行商の人から聞いた話じゃ、世の中には女の冒険者もけっこういるらしい。「女の子のやることじゃない」というのは偏へん見けんだと思う。




　そうそう、ボクがサーラたちに出会った日の話だった。

　用事でザーンに出かけていた村長のタロスさんが、五人の冒険者を連れて戻もどってきたのには、みんなびっくりした。いちばん驚おどろいたのはボクだ。だって、山の中で怪物を見たというボクの話を疑うたがってかかって、あんまり騒さわぎ立てるなと釘くぎを刺さしたのは村長なんだもの。ぜんぜん信用されてないんだと思ってむくれたもんだけど、そうじゃなかったみたい。村長はザーンに行ったついでに、念のために「冒険者の店」に寄よって、ボクが見た怪物の話に真実味があるかどうか訊たずねたんだそうだ。そうしたら、どうやら話が本当で、かなり危険な怪物らしいと分かって、慌あわてて冒険者たちに村に来てもらったんだって。

　もちろん、冒険者に怪物退治を依い頼らいするにはお金がかかるし、村長の一存で村のお金は使えない。それで緊きん急きゆうの会合を開いて、どうするかを相談することになった。とりわけ確かく認にんしなくちゃいけないのは、怪物が本当に危険なのかどうか、冒険者を雇やとう必要があるかどうかだ。

　そんなわけで、ボクはその夜、村の集会所に呼よび出された。月に一回、大人たちが寄り合いをするのに使う建物だ。たまに旅人が寝ね泊とまりすることもある。いつもは鍵かぎがかかっていて、ボクたち子こ供どもが入れる機会はめったにない。おまけに本物の冒険者に会えるんだもの。緊きん張ちようするなって言う方が無理だ。

　父さんが入口の前に立ち、ノックする。

「リゼットを連れてきました」

「待ってたよ。お入り」

　村長さんにうながされて、父さんは扉とびらを開けた。ボクはどきどきしながら、中に足を踏ふみ入れた。さすがに「失礼します」と、おしとやかな声を出して。

　入口から部屋の奥おくに向かって、長いテーブルが置かれていた。その向こうの端はしに、見み慣なれない五人が座すわっていた。ボクは唾つばを吞のみこみ、彼らを観察した。

　髭ひげ面づらの猛も者さ揃ぞろいを予想してたんだけど、真正面の上かみ座ざに座っていたのは、意外にも若わかい男の人だった。この人がリーダーなんだろうか。きちんと梳とかした茶色い髪かみ。優やさしそうな眼めでボクを見つめている。ちょっとハンサムで、いかにも実直そうな好青年って感じだった。とても戦う人には見えない。

　その両りよう隣どなりには、女の人が向かい合って座っていた。すごく対照的な二人だ。一人は赤い髪のすらりとした体たい格かくのハーフエルフで、とてもきれい。派は手でに着き飾かざってるわけでもないのに、上品な雰ふん囲い気きがある。その向かい側の女の人は、銀ぎん髪ぱつでがっしりした体格。顔に傷きずがあって、ちょっと乱暴そうな雰囲気。評ひよう判ばんに聞く女戦士ってやつだろうか。にらみつけるようにボクを見ている。

　ハーフエルフの隣に座っているのは、何ともおかしな人だった。部屋の中だというのにマントを着たままで、頭まですっぽり頭ず巾きんで隠かくしていて、顔は見えない。男か女かも分からない。神しん秘ぴ的な雰囲気がするから魔ま術じゆつ師しなんだろうか。

　そして五人目──ボクは彼がいちばん気になった。だって、まだ子供なんだもの。どう見てもボクと同じぐらいの歳としの男の子だ。きれいな金髪で、女の子みたいにかわいらしい顔。とても冒ぼう険けん者しやらしくない。でも、村の子供じゃないから、パーティの一員に違ちがいない。

　その視し線せんに、どきっとなった。澄すんでいるけど、虚うつろな冷たい眼め──ボクの方を向いているのに、何も見ていないような無関心な視線。まるでボクの体を透すかして、背はい後ごの夜の闇やみを見ているみたい。

　他ほかにも村の大人が何人かいた。みんなから注目されて、ボクは少し堅かたくなっていた。

「この子がリゼットです」父さんが紹しよう介かいする。

「こんばんは、リゼット」リーダーの男の人が、人なつこい笑え顔がおで話しかけてきた。「自じ己こ紹介しておくよ。僕ぼくはこのパーティのリーダーのデイン。それから、ミスリル、フェニックス、レグ。それにサーラ」

　順番に仲間を紹介した。頭巾をかぶったミスリルという人は、無言で頭をちょっと下げただけ。ハーフエルフのフェニックスは「よろしく」と微笑ほほえみかけ、レグは「よお」と無ぶ愛あい想そうにあいさつする。

　あのサーラという男の子だけが、何の反はん応のうも示しめさなかった。やっぱり虚ろな目つきでボクを見ているだけだ。失礼な奴やつ。ボクはちょっぴり反感を覚え、にらみ返してやった。男の子は気まずそうに視線をそらせる。ふうん、ボクが目に入ってなかったわけじゃないのか。

「そんなに緊張しないで」フェニックスが優しい口調で言った。「あなたの話を聞きたいだけだから」

「立ってないで座るといいよ」デインが勧すすめた。「その方が落ち着くだろう」

　悪い印象を与あたえてはいけない。ボクはお上品にスカートをつまみ上げ、おずおずとデインと向かい合う席に座った。父さんは横の席に座る。

「なにぶん子供の言うことですから、話半分に聞いてやってください」

　父さんはひどく恐きよう縮しゆくしていた。ボクの話を信じてもらいたがっていないようだ。まだボクがホラを吹ふいてると疑ってるんだろうか。ちょっと傷ついた。

「お父さん」デインが静かに言った。「娘むすめさんの話が本当かどうか、判はん断だんするのは僕たちの仕事です」

「しかし──」

「信じてください。僕たちは怪かい物ぶつのことならよく知ってます。子こ供どもの空想かどうかぐらい、判断できますよ」

　デインの自信にあふれた口調に、父さんは黙だまりこんだ。ようやく理り解かいしてくれそうな人にめぐり会えて、ボクは嬉うれしくなった。きっとデインはボクの味方だ。

「さて、リゼット」とデイン。「怪物を見たそうだけど、詳くわしく聞かせてくれるかな？」

「は、はい」

　みんなから注目されて少しあがっていたけど、ボクは自分の見たものをなるべく正せい確かくに話した。




　男の子のグループからはじき出され、女の子たちにもなじめなかったボクは、一人で遊ぶことが多くなっていた。山菜摘つみを口実に、裏うら山やまのさらに向こう側、深い森の中に分け入るのだ。

　他の子はこわがって、村からあまり離はなれようとしない。そりゃあ、ボクだってこわい。昼でも暗い森をひとりぼっちで歩いていると、山さん賊ぞくに出くわすんじゃないか、狼おおかみか怪物に襲おそわれるんじゃないかと、心しん臓ぞうがどきどきする。近くで鳥が急にギャアッと鳴いたりすると、びっくりして泣きそうになる。

　普ふ通つうの人なら、そんなこわい体験をするのを嫌きらうものだ。でも、ボクはどういうわけか、他の人と違う。恐きよう怖ふを避さけたいと思わない。がたがた震ふるえるし、泣き出したくなったりもするけど、その反面、不思議に心が躍おどる。こわければこわいほどわくわくするんだ。きっと生まれつき頭の仕組みがみんなと違ってるんだろう。心臓のどきどきや、背せ筋すじを走る寒気、見えない手で首を絞しめられるような感じ──そのすべてが、ボクにとっては一種の快かい感かんなんだ。

　だからボクは毎日のように山歩きをしていた。友達からは「変な子」と笑われていたし、両親には危き険けんだからやめておけと注意されていたけど、ボクは気にしなかった。森の奥おく深ふかくまで踏ふみこみ、誰だれも歩いたことのないところを歩いて、たった一人のささやかな冒険を続けていた。宝たから物ものの隠かくされた洞どう窟くつを探たん索さくに行くのだと想そう像ぞうして、山道を歩いた。適てき当とうな木の棒ぼうを拾ったら、それを剣けんに見立て、女戦士になった自分を想像して遊んだ。森の中の空き地で棒を振ふり回して、空想の怪物をばったばったとやっつけるのだ。

「えい、やあ、参ったか」

「そんな魔ま法ほうなんて効きくものか」

「邪じや悪あくな魔ま獣じゆうめ、正せい義ぎの一いち撃げきを受けてみろ」

　さすがにこれは自分でも子供っぽいと思う。恥はずかしいから誰にも見られたくない。森の奥深く、まわりに誰もいないと確信した時だけやる秘ひ密みつの遊びだ。

　それと──これはデインたちにも話さなかったけど──もっと刺し激げき的な遊びもする。自分では「女戦士の危機ごっこ」と呼よんでいる。細い蔓つるを体に巻まきつけて、地面に横になり、敵てきに捕つかまって縛しばり上げられていると想像するのだ。まわりでは餓うえたゴブリンどもが、新しん鮮せんな肉を囲んで嬉しそうに踊おどり回っている。ボクを丸焼きにするための焚たき火も、赤々と燃もえている。助けは来ない。ボクは必死に身をよじって、束そく縛ばくから逃のがれようともがく。

　設せつ定ていは毎回変わる。ある時は、ボクは暗黒神の信者に捕まって生いけ贄にえにされようとしている。ある時は、オーガーに捕まって生きたまま皮を剝はがれようとしている。ある時は、邪悪な魔ま術じゆつ師しの実験材料にされようとしている。でも、結末はいつも同じ。ボクは最後には蔓をひきちぎって立ち上がり、剣を奪うばい返して、果か敢かんに敵に逆ぎやく襲しゆうする。女戦士リゼット様に立ち向かった不ふ届とどき者ものをこらしめてやるのだ。

　最近、この秘密の遊びがさらにエスカレートした。蔓を体に巻く前に、服を全部脱ぬぐのだ。ゴブリンに食われるにせよ、暗黒神の生贄にされるにせよ、犠ぎ牲せい者しやは裸はだかにされるだろうと気がついたからだ。これは最高に興こう奮ふんする。当然、絶ぜつ対たいに誰にも見られたくない。見られたら恥ずかしくて死ぬ。だからボクは、それまでよりいっそう山の奥深く、村の人が決して来ない場所まで足を踏み入れるようになった。

　おかげで大変な発見をした。

　その日も「女戦士の危機ごっこ」のできる場所を求めて、山の中をうねうねと続く獣けもの道みちを、あてもなしに歩いていた。もちろん迷子になっては困るから、別れ道に差しかかるたびに、毛糸を木の幹みきや枝えだに縛りつけ、目印をつけておいた。

　不意に森が途と切ぎれ、前方に青空が広がった。山の一部が崩くずれて崖がけになっているところに出たのだ。獣道はボクの立っている場所から数歩のところで消しよう滅めつし、その先はすぱっと切り落とされたように何もなかった。

　ボクは興きよう味みをそそられた。しゃがみこんで地面に手をつき、スカートが汚よごれるのもかまわず、樹き々ぎの間を赤ん坊ぼうのように這はって、崖の縁ふちににじり寄よる。そろそろと空中に頭を突つき出すと、吹ふき上げてきた早春の肌はだ寒ざむい風に、黒い髪かみがひるがえった。

　高いところから見下ろす時に特有の、何かに吸すい寄せられるような、ひやっとした感じが襲ってきた。思わず、落ちないように草を握にぎりしめる。その一いつ瞬しゆんの、恐怖とも快感ともつかない感覚が、ボクは気に入っている。

　崖はそこそこ高かったし、途中まではかなり険けわしかった。たぶん山の斜しや面めんの一部が豪ごう雨うか何かで崩れたんだろう。急斜面に赤っぽい土が露ろ出しゆつしていて、ところどころ雑ざつ草そうが生えていた。崖の中ほどあたりから傾けい斜しやは急にゆるやかになり、その下は狭せまい空き地になっている。崩れ落ちた土ど砂しやが、谷間の樹々を押おし倒たおし、埋うめてしまったんだろう。生おい茂しげった草の間から、ごつごつした岩がたくさん突き出していて、転げ落ちたら命がないのは明らかだ。

　その崖の途中に、人が何人も寝ね転ころがれるぐらいの広さの岩いわ棚だなが、テラスのように水平に突き出ていた。やけに直線的で、なんだか人の手で切り出されたような感じだった。

　その岩棚に、そいつは立っていた。

　四本の足で歩く獣らしかった。でも、狼おおかみや狐きつねよりずっと大きい。上からでは顔は見えなかったけど、頭は人間みたいな感じで、もじゃもじゃの髪が生えていた。茶色っぽい毛皮に覆おおわれたその背せ中なかには、畳たたまれた黒いカーテンのようなものが二枚まい、くっついてる。ボクはそれがコウモリのような翼つばさだと気がついた。

　怪かい物ぶつだ！

　きっとその時、ボクの眼めは好こう奇き心しんで輝かがやいていたと思う。もちろん心しん臓ぞうが凍こおりつくほどこわかったけど、それよりも生まれて初めて目にする驚きよう異いに興奮していた。どきどきしながら、気づかれないよう、息を殺して観察した。

　すごい！　すごい！　すごい！

　怪物はどうやら向こうの山の方をぼんやりと眺ながめているようだった。もの思いにふけってる、という感じだった。どのぐらいそうしていたか、ボクの時間の感覚はあいまいで、よく分からない。食い入るように見つめながら、決して忘わすれまいと、怪物の特とく徴ちようをしっかりと頭に焼きつけていた。

　やがて怪物はゆっくりと体を反転させた。そいつの尻尾しつぽを目にして、ボクはさらに驚おどろいた。尻尾は太くて長く、たくさんの節があり、カブトムシの背中のように黒光りしていたのだ。先せん端たんには曲がった針はりがあった──サソリの尻尾だった。

　上からだと見えにくいけど、岩棚に面した斜面に、大きな穴あなが開いているようだった。そいつはその中に姿すがたを消した。

　もっと見たかったけど、さすがに穴の中まで追いかけるほど無む謀ぼうではなかった。ボクは興奮が冷めないうちに、村まで駆かけ戻もどった。息が切れて、咽の喉どがからからに渇かわき、声もかすれてたけど、夢む中ちゆうになって見たことを話して回った。この発見の喜びをみんなと共有したかったんだ。

　誰も喜んでくれなかった。

　友達からはホラ話だろうとからかわれた。村長をはじめ、大人たちも真しん剣けんに聞いてはくれなかった。確たしかに、コウモリの翼とサソリの尻尾のある獣なんて、いかにも子こ供どもが空想で生み出しそうな代しろ物ものだ。疑われるのも無理はない。

　放ほうっておいたら村が襲おそわれるかもしれない、みんなで討とう伐ばつ隊を組そ織しきしようと訴うつたえたけど、やっぱり誰も関心を示しめさなかった。だって、そんな怪物なんてボク以外に誰も見たことないし、村が怪物に襲われたって記録もないんだもの。危機感なんてあるわけない。ボクは崖まで案内すると言ったけど、みんな「忙いそがしい」とか「面めん倒どう臭くさいよ」とか言ってしぶった。

　ボクは気がついた。忙しいなんて口実だ。みんな怪物がいるってことを認みとめたくないだけなんだ──自分たちの平へい穏おんな生活がいつまでも続くことを望むあまり、その平和がいかに危あやういものかを、知りたがらないんだ。

　父さんにはこっぴどく怒おこられた。なんでそんな山やま奥おくまで行ったんだと頭を叩たたかれ、山歩きを禁きん止しされた。ボクは後こう悔かいした。みじめな気分になった。みんなに話すんじゃなかった、見たものは胸むねのうちにしまいこんでおくべきだったんだと思った。

　そんなものは忘わすれろ、と父さんは言う。でも、忘れられるわけがない。あれは空想でも幻まぼろしでもない。ボクは見たんだ。お話の中でしか知らなかった危き険けんと冒ぼう険けんの世界が、ボクたちの住む村のすぐ近くにあったんだ。なんて恐おそろしいんだろう──そして、なんて素す敵てきなんだろう！

　ベッドに入ると、あいつの恐ろしい姿が頭に浮うかぶ。顔はよく見えなかったけど、きっと邪じや悪あくで凶きよう暴ぼうな顔つきに違ちがいない。あいつに襲われるところを想そう像ぞうすると、ぞっとなった。同時にうきうきした。ボクは毎まい晩ばん、眠ねむりに落ちる前の空想の中で、剣を手にしてあいつと戦った。

　結局、みんなに話したのは間違いじゃなかった。だって、そのおかげで、本物の冒険者がこの村にやって来たんだもの。




「やっぱりマンティコアですね」

　話を聞き終えて、デインはおもむろに言った。

「じゃあ、本当だと……？」と父さん。

「ええ──あなたがたのどなたか、マンティコアのことをこの子に教えましたか？」

　大人たちは顔を見合わせ、困こん惑わくした。無理もない。みんなマンティコアという名前さえ知らなかったぐらいだ。

　デインは自信たっぷりにうなずいた。

「大人から教えられたわけでもないのに、この子の説明した怪物の特徴は、マンティコアのそれに一いつ致ちします。空想とは考えられませんね」

「そのマンティコアというのは」大人の一人が訊たずねた。「危険な奴やつなんですか？」

「かなり危険な魔ま獣じゆうです。強力な暗黒魔法を使いますし、サソリの尾おには猛もう毒どくもあります。これまで村に現あらわれなかったのは運がいい。はっきり言って、一匹ぴきで充じゆう分ぶん、この村を全ぜん滅めつさせられるでしょう」

　デインの言葉に、大人たちは騒そう然ぜんとなった。ざまあ見ろ、と内心、ボクは得意になった。ボクの言った通りじゃないか。

「そんなやつがどこから現われたんです？」

「実じつ際さいに見てみないと断だん言げんできませんが、リゼットが見たのは地下迷めい宮きゆうの一部でしょう。山を掘ほって造つくられた古代王国時代の施し設せつが、崖がけ崩くずれで露ろ出しゆつしたんです。それで閉とじこめられていたマンティコアが出てこられるようになったのではないでしょうか」

「しかし、これまで被ひ害がいは何も……」

「これまでのところはね。でも、この先、どうなるか保ほ証しようできません。何しろ暗黒神の手先ですから、何をやらかすか予想も……」

　ここでなぜか、デインは不自然に言葉を濁にごし、サーラの方を見た。サーラはやっぱり無む表ひよう情じようで、大人たちの会話を無言で聞いていた。

　そこから先は、少し退たい屈くつな議ぎ論ろんが続いた。「これまで何も悪さをしなかったんだから、放っておいても害はないんじゃないか」と主しゆ張ちようする村の大人たちに、デインは魔獣の危険性せいをとうとうと説明した。姿すがた形かたちが恐ろしいだけじゃなく、人間なみの知ち恵えがあるもの、魔法を使うもの、いろいろな不思議な能のう力りよくを持つものもいるという。行商人の噂うわさ話ばなしや、吟ぎん遊ゆう詩し人じんのサーガと違って、さすが本ほん職しよくの冒険者の言葉だけあって真実味があった。いつ村が襲われるか分からないという不安をかきたてられ、大人たちはだんだん怪かい物ぶつを退治しなければという意見に傾かたむいていった。

　ようやく彼らを雇やとうことが決まったものの、値ね段だんの交こう渉しようはさらに退屈だった。この仕事がどれほど危険かを強調し、値段を釣つり上げようとするデインと、出費をしぶる村の大人たち。一〇〇ガメル単位での攻こう防ぼう戦せんが続いた。でもボクは、我が慢まんして聞いていた。父さんが「もう家に帰りなさい」と言い出すのを恐れた。

　だって、この場には最後までいないといけなかったから──どうしても切り出さなければいけないことがあったから。

　争点はサーラの存そん在ざいだった。人数分の報ほう酬しゆうを払はらってほしいと主張するデインに対し、なんでこんな子こ供どもの分まで払わなきゃならないのか、と村長たちはごねた。どう見てもただの荷物持ちじゃないか、と。

　さすがに温おん厚こうなデインも気を悪くしたようだ。

「こう見えてもサーラはかなり使いものになります。決して荷物持ちじゃありません」

「その通り！」レグが声を張はり上げ、村の大人たちをにらみつけた。「こいつはあんたらの誰よりも強いぜ。あたしらといっしょに、いくつも修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきたんだ。噓うそだと思うなら、一戦交えてみな。三秒で地面に転がされるぜ」

　そう挑ちよう発はつされたものの、大人たちの中にはサーラと戦ってみようと思う者は現われなかった。なんて意い気く地じなし！　ボクなら戦ってみたい。あの子がどれほど強いのか、確かく認にんしたい。

　結局、四人は各一〇〇〇ガメル、サーラは半人前だから半はん額がくと判断され、報酬は総そう額がく四五〇〇ガメルということで決着した。もちろん成功報酬だ。マンティコアを退治して、証しよう拠ことして体の一部を切り取って持ち帰らないと、お金は出ない。

「で、その崖のある場所なんですが……」

　デインがそう言ったので、いいかげんしびれを切らせていたボクは、思い切って立ち上がった。

「ボクが案内します！」

　みんなは驚おどろいてボクを見た。

「ボクが案内します。案内したいの。いいでしょ？」

　デインは困こまった顔をした。「いや、地図を描かいてくれればいいんだが……」

「地図じゃだめだよ！　すごくややこしいところにあるから、絶ぜつ対たいに迷まようって。ボクが案内した方が確実でしょ？」

「しかし、危き険けんが……」

　父さんがおどおどと言いかけたのを、ボクはさえぎった。

「分かってるよ、そんなこと！　でも、一回行った場所だから平気だよ。この人たちもいっしょだし」

　ボクはデインたちに向き直った。

「ね、いいでしょ⁉　ボクも冒ぼう険けんにつれてってよ！」

「おやおや」レグが苦く笑しようし、隣となりに座すわっているサーラを横目で見た。「なんか、前に同じような場面があった気がするねえ」

　サーラはむくれたように顔をそむけた。

　なるほど──ボクは了りよう解かいした。さてはこの子も、冒険につれて行ってくれってせがんだんだな。それをきっかけに、なし崩しにパーティに加わったってとこだろう。

　だったらボクにだって希望があるわけじゃないか。

　それからまたもや議論。女の子を危険な怪物退治に同行させていいものか。いや、確たしかに道案内は必要だ。場所を知っているのはリゼットだけなのだから。誰だれか村の大人もついて行ったら？　いやいや、足手まといが多くなるのはかえって面めん倒どうだ……。

　デインたちも正直、ボクをつれて行きたくはないようだった。でも、ボクはあくまで「地図なんて描かない。つれて行ってくれないんなら場所は教えない」とだだをこねた。当たり前だ。本物の冒険者の冒険に同行できるなんて、こんな二度とないチャンスを逃にがしてたまるもんか！

　結局、ボクのしつこさに、デインたちは折れた。「つれて行くのは迷めい宮きゆうの入口まで。中には入らない」という条じよう件けんで、ボクも妥だ協きようした。

「やったあ！」

　ボクは躍おどり上がって喜んだ。おしとやかな女の子らしい振ふる舞まいなんて、もうすっかりどこかに行っちゃってたけど、ぜんぜん気にしてはいなかった。




　翌よく朝あさ、ボクはデインたちを案内して、山の中に分け入った。

　怪物が出るかもしれないというので、父さんたちは心配したけど、ボクにしてみれば、いつもの山歩きの延えん長ちようだ。それに、本物の冒険者といっしょに歩くのって、わくわくする体験だった。

　鎧よろいを脱ぬいでくつろいでいた昨夜と違ちがって、みんなしっかり武ぶ装そうしていた。レグはものすごく重そうな金きん属ぞく鎧よろいを着て、太いフレイルを提さげているのに、何の苦もなさそうに歩いている。他の四人はもっと軽そうな革かわ鎧よろい。どれも傷きずや染しみがいっぱいついている。きっと数えきれないほどの危険をくぐり抜けてきたんだろうな。

　サーラ以外の四人とは、すぐに親しくなれた。みんなおしゃべりの好きないい人たちだったから。歩きながら、彼らのやってきた冒険もいくつか聞かせてもらった。野や盗とうの隠かくれ家に突とつ入にゆうして、誘ゆう拐かいされた子こ供どもを助け出した話。ワイバーンを退たい治じした話。アンデッドがうようよいる地下迷宮を探たん検けんした話……また聞きの噂うわさ話ばなしでも、大昔の出来事でもない、げんに体験した人たちの話だ。楽しくてたまらなかった。

　デインとレグが夫ふう婦ふで、子供までいると聞かされたのには驚いた。だって、ぜんぜんお似に合あいじゃないんだもの。て言うか、冒険者の間でも恋こいとか結けつ婚こんとかあるんだと知って、意外な感じがした。

　ただ一人、サーラとだけは打ち解とけなかった。歳としが近いから話が合うかと思ったけど、ぜんぜんだめ。ひどく無口で、「君のやった冒険、話してよ」とせがんでも、ぶっきらぼうに「話すようなことじゃない」としか言わない。すぐに視し線せんをそらし、ボクをまともに見ようとしない。つきまとわれるのをうるさがってるようだった。なんて無ぶ愛あい想そうな奴やつ！

　それでもちょくちょく、何かが気になるらしく、彼はボクの方を見る。でも、その視線は昨夜と同じように、ボクじゃなく、ボクの背はい後ごにある別のものを見ているような感じがした。

　彼の視線がボクの身体からだを貫つらぬく。そのたびに何かいらいらするような、落ち着かない感じがした。

　でも、変なのはサーラだけじゃないと、すぐに気がついた。ボクが彼を問い詰つめていると、他の四人はわざとらしく話題を変えようとしてくるのだ。なんだかサーラの過か去こに触ふれられるのを嫌いやがっているみたい。

　どうもこの子には秘ひ密みつがありそうだ──みんなの不自然な態たい度どが、かえってボクの興きよう味みをかきたてた。




　途と中ちゆう、小川のそばで小休止した時に、ミスリルはボクの前でフードをはずした。あらかじめ「驚おどろくなよ」と注意されていたのに、ボクは息が止まりそうなほど驚いた。彼の肌はだは炭すみのように黒かったんだもの。ダークエルフの血が混まじってるせいだという。誤ご解かいを招まねかないように、普ふ段だんは顔を隠してるんだそうだ。ボクを信しん頼らいして、素す顔がおを見せてくれたのだ。

　最初はこわくて口も利きけないほどだったけど、彼が「ないしょだぜ、お嬢じようちゃん」と言って、おどけてウインクしたので、ボクの警けい戒かい心しんはあっさり解けた。こんな人が悪い人であるはずがない。

　ボクは他ほかのみんなとは少し離はなれた河原かわらで、ミスリルに自じ己こ流の剣けんさばきを見てもらった。想そう像ぞう上の怪かい物ぶつに向かって、木の棒ぼうを「えい。やあ」と振り回す。ミスリルは「見ちゃいられねえなあ！」と笑った。

「そんなへっぴり腰ごしじゃあ、年とし寄よりのコボルドも倒たおせないぜ。いいか──」

　彼はダガーを貸かしてくれた。小さいけれど、これまで何度も実戦で使われ、多くの敵てきの血を吸すってきた武ぶ器きだという。それを使って、ボクに正しい武器の扱あつかい方を伝でん授じゆしてくれた。柄つかの握にぎり方、体全体を使って勢いきおいよく踏ふみこむやり方、突つき立てる瞬しゆん間かんの体重のかけ方、攻こう撃げきしたら即そく座ざに後退して敵の反はん撃げきを避よけるやり方……ボクが想像していた剣の振るい方とはずいぶん違う。

「そりゃそうさ。これは盗とう賊ぞく流の戦い方だからな。身軽な動作で相手の攻撃をかわしまくりながら、隙すきを見てふところに飛びこんで、急所めがけて素す早ばやく一撃──戦士の剣の使い方とはぜんぜん違う」

「あんまりかっこ良さそうじゃないなあ」ボクは正直に感想を言った。

「だが、力のない子こ供どもにはうってつけだ。覚えておいて損そんはないさ。悪い奴に襲おそわれることがあるかもしれないからな」

「でも、ボクはやっぱり、剣をぶんぶん振ふり回したいよ」ボクは口をとんがらせた。「レグに教えてもらった方がいいのかなあ……？」

「よせよせ。レグのフレイルなんて、お前さんの細い腕うでじゃあ、持ち上げることもできないぜ」

「デインのレイピアなら？」

「そうだなあ」ミスリルはボクの腕をしげしげと観察した。「女の子にしちゃあ鍛きたえてる方だが、それでも鎧を着て長物を振り回すのは難むずかしそうだな。それに、剣さばきにしても、小盾バツクラーで敵の攻撃を受け流すのも、それなりに練習が要いるんだぜ」

「何日も？」

「何か月もさ」

　なるほど、素人しろうとがすぐに実戦に出られるわけじゃないってことか。まあ、当然といえば当然だけど。

「じゃあ、サーラはどうなのさ？」

「あいつは盗賊ギルドでたっぷり修しゆ行ぎようを積ませて、基き本ほんは叩たたきこんである。俺おれもずいぶん教えたしな」

「でも、最初は素人だったんでしょ？」

「まあな」

「じゃあ、どうしてみんなといっしょに冒ぼう険けんするようになったの？」

「まあ、それはいろいろあってな……」ミスリルは言葉を濁にごした。

「ねえ」ボクは笑え顔がおで詰つめ寄った。「ひょっとして、ボクと同じ？　やっぱりどこかの村の子でさ、『冒険につれてって』ってせがんだわけ？」

　ミスリルはどきっとした様子で、わずかに顔を曇くもらせた。図星だな。

「じゃあ、ボクも頼たのめば──」

「だめだ」ミスリルはぴしゃりと言った。

「どうして？　ボクが女の子だから？」

「そうじゃない。サーラで懲こりてるんだ」

「懲りてる？」

　ミスリルは離はなれた場所で休んでいるサーラにちらっと目をやり、声をひそめた。

「……正直、あいつを仲間にしたのは間ま違ちがいじゃないかと思ってる」

「素そ質しつがないってこと？」

「いや、あいつは素質はある。まだ若わかいけど、筋すじはいい。頭は回るし、度ど胸きようもある。もっと経けい験けんを積めば、俺たち以上に伸のびるんじゃないかと思う」

「だったら何？　性せい格かくが悪い？」

「いや。いい奴やつさ。これ以上ないってぐらいにな」

　そうは見えないけど。

「じゃあどうして？」

「まあ……いろいろあったのさ」

「何が？　どんなことがあったの？」

　ボクの追つい及きゆうは、ミスリルをすっかり困こまらせたようだった。

「すまん。関係ない人間には、これ以上話せない」

　そう言って話を打ち切ると、彼は仲間のところに戻もどっていった。友達になったつもりだったけど、ミスリルたちから見れば、ボクはやっぱり「関係ない人間」なのか。ちょっとがっかりした。

　それにしても、「仲間にしたのは間違い」とは……あのサーラって奴は、いったい何をやったんだ？　よほど大きなドジ？　それとも何か悪いこと？

　ボクはサーラのことが気になってしょうがなかった。




　前に残してきた目印のおかげで、迷まようことはなかった。途と中ちゆうで何度か休きゆう憩けいして、山道を登ったり降おりたり、二時間近くも歩き続けると、森が途切れ、崖がけの上に出た。

　ボクは前と同じように、地面を這はって崖っぷちに近ちか寄より、下を覗のぞきこんだ。記き憶おくとほとんど変わらない光景が広がっていた。あの岩いわ棚だなも、崩くずれずにちゃんとある。

「あれだよ」ボクは下を指差した。「あそこから怪かい物ぶつが出てきたんだ」

「どれ」

　デインがボクの横に立ち、崖下を見下ろした。すごいな、とボクは思った。この人は地面に手をついてもいないし、草をつかんでもいない。ボクと違って、崖がこわくないらしい──それともボクと同じように、危き険けんなことに魅み了りようされているのだろうか？

「あれが君の言ってた岩棚だね？」

「うん。あそこに立ってたんだ。ずっと向こうを見てたから、こっちには気がつかなかったけど」

「風は向こうからこっちに吹ふいてたんだろうな？」

　ミスリルが思いがけない質問をした。ボクはちょっと考えて、思い出した。あの時、下からの風が髪かみをかき上げていたことを。

「うん。下から上に吹いてた」

「幸いだったな。こっちから吹き下ろしてたら、お前さんの匂においに気づかれてたかもしれない。見つかってたら命はなかったぜ」

「でも、この崖をここまで上がってこれる？」

「そりゃあ、翼つばさがあれば飛べるだろう」

「そうかあ……」

　ボクは自分が危機一いつ髪ぱつだったことを知って、ぞくっとなった──そしてまた、その事実にわくわくした。ボクはもう、けっこうすごい冒険をやってたんじゃないか！

　デインは「うーむ」と考えこんだ。

「やっぱり、あのテラスみたいなのは、地下迷めい宮きゆうの一部だな。だが、あそこまでどうやって降りるか……」

「ロープで降りられなくはないぜ」とレグ。

「うん。だが万が一、逃にげる時のことを考えると……」

「ああ、ロープを登って逃げたくはないな。斜しや面めんを駆かけ降りる方がまだましだ」

　ボクは感心した。さすが冒険者、いろんな事じ態たいを想定してる。

　結局、いったん崖の下まで降り、岩棚まで登ることになった。ボクたちは崖っぷちに沿そって横に進み、降りられる道を探さがした。

「逃げる時のことまで考えなきゃいけないんだね」とボクが言うと、レグが「当たり前だろ」と笑った。

「後先考えずに無む謀ぼうに突つき進むのが冒ぼう険けんじゃないぜ。危あぶなくなったら逃げるのも大事だ」

　女戦士らしくない言葉に、ボクは困こん惑わくした。もちろん理り屈くつは分かる。命を粗そ末まつにしちゃいけないってことは。でも、死ぬかもしれないと分かってても、あえて危険に挑いどむのが冒険ってもんじゃないの？

　そう訊たずねると、デインたちは苦く笑しようした。

「そう考えてるうちは冒険者になれないかもな」

「どうして？」

「冒険者の最大の目標は何だと思う、リゼット？」

「ええと、財ざい宝ほうを見つけて……」

「違ちがうよ。どんなすごい財宝を見つけようと、死んだら何にもならない。冒険者の最大の目標は『生き残ること』さ。死んだら冒険は失敗だ。だろ？」

「そりゃまあ……」

「財宝は見つからなくても、生き残ってればまた冒険はできる。つまり、どんな財宝よりも、生き残ることの方が価か値ちがある。だから僕ぼくらは常つねに、生き残ることを考えてる。慎しん重ちように考えて、可か能のうな限かぎり危険の少ない道を選ぶんだ」

　そういう考え方があるのか。冒険というものを、単に危険に挑むことだと、漠ばく然ぜんとしか思い描えがいていなかったボクは、本物の冒険者の考え方に触ふれて、少しだけ大人に近づいた気がした。




　少し回り道はしたものの、ボクたちは崖下に到とう着ちやくした。崩れ落ちた土が森を埋うめて、狭せまい空き地になっていた。崖崩れが起きたのは何か月も前らしく、背せの低い雑ざつ草そうがまだら模も様ように生えている。

　上から見た時はよく分からなかったけど、問題の岩棚は意外に低く、二階家の屋根ぐらいの高さにあった。思った通り、壁へき面めんには黒々と四角い入口が開いている。壁かべも天てん井じようも四角く切り出された石で支ささえられていて、人が造つくった洞どう窟くつなのは明らかだった。

　岩棚の下には滑すべり落ちた土が斜ななめに積もっていて、斜面は上の方よりなだらかになっていた。歩いて登ることはできそうだった。ミスリルが一人でさっさと登り、穴あなの奥おくを覗いて敵てきがいないことを確かく認にんしてから、下にロープを垂たらした。重そうな装そう備びのレグやデインも、ロープを伝っていけば簡かん単たんに登れるわけだ。

「じゃあ、リゼット。しばらくここで待っててくれ」とデイン。「一人で村まで帰すのも無む責せき任にんだしね。帰りも僕らが送って行くよ」

「そうじゃなくてさ……」

　ボクは眼めをまん丸く見開き、精せいいっぱい子こ供どもっぽいしぐさで、デインの腕うでにしがみついて甘あまえた。

「ねえ、いっしょに中に入っちゃだめえ？」

　自分でもひどくわがままだと思う。でも、ここまで来て、冒険者が魔ま獣じゆうと戦う場面が見られないなんて、つまらないじゃない。

「だめだよ」デインは微笑ほほえみながら、でもきっぱりとした口調で言った。「約束だろ？　君がついて来るのは迷宮の入口まで。中には入らないって」

「だって……」

「言っただろう？　魔獣は危き険けんなんだよ。僕らだって命が危ないんだ」

「でも、みんな強いんでしょ？　魔獣なんかあっさりやっつけちゃう自信があるから中に入るんでしょ？　冒険者は無謀なことなんかしないって、さっき、デインもレグも言ったじゃない」

　二人は「しまった」というように顔をしかめた。

「ねえ、リゼット、これは遊びじゃないのよ」フェニックスも優やさしく諭さとそうとする。「確たしかに私たちはマンティコアぐらいなら倒たおせるわ。でも、戦いはきびしいものになる。大おお怪け我がだってするわ」

「でも……」

「分かって。私たちは自分の身を守るので精いっぱいなの。あなたまで守りきる自信はない……」

　そう言って彼女は、なぜか横目でちらっとサーラの方を見た。彼はやっぱりぶすっとして、そっぽを向いている。

「その通りだ」デインはうなずく。「僕たちは素人しろうとまで連れてゆく余よ裕ゆうはない」

「そういうことだよ、お嬢じようちゃん」とレグ。「悪いけど、ここで待ってな」

「ずるいよ！」ボクは大声を上げた。「じゃあ、サーラはどうなのさ！　最初は素人だったんじゃないの⁉　それとも最初の冒険の時も、やっぱり洞窟の入口で待ってたの⁉」

　みんなが動どう揺ようするのが、はっきりと分かった。やっぱりそうだ。サーラも最初はこうやってだだをこねたに違いない。

「だったらボクだって──」

「いい加か減げんにしろ！」

　いきなりサーラが振ふり返って大声で怒ど鳴なったもんで、ボクはびっくりした。デインたちもぎょっとしている。

「僕を……僕を基き準じゆんに考えるな」

　サーラはなぜか、泣きたいのをこらえているような表ひよう情じようをしていた。その顔で見つめられ、ボクはとまどった。変に胸むねがどきどきした。何なの、こいつ。どうしてボクをそんな顔で見るの……？

　きっとその顔は見られたくなかったのだろう。サーラは急に背を向けた。

「……にしたくない」

　そうささやいた声はとても小さくて、一部はよく聞き取れなかった。でも、ボクは問い返せなかった。サーラの様子はなんだかとても真しん剣けんで、子供っぽいだだが通るような雰ふん囲い気きじゃなかったから。

　ボクが沈ちん黙もくしたので、デインたちは納なつ得とくしたものと思ったようだ。

「じゃあ、待っててくれ。なるべく早く片かた付づけて戻もどる」とデイン。「もしかしたら魔獣が外をうろついてるかもしれないから、森の中にでも隠かくれてるといい。陽ひが西に傾かたむいても戻らないようだったら、一人で村に帰るんだ。いいね？」

　ボクはおとなしくうなずくしかなかった。




　ボクはそれからずっと崖がけの下で待っていた。太陽が高く昇のぼってくるとお腹なかが空すいてきたので、父さんが持たせてくれたパンをかじった。

「ちくしょうめ……」

　パンを食いちぎりながら、ボクは毒づいた。サーラのあの顔を思い浮うかべるたびに、なぜか胸がぎゅっとなった。その苦しさを、ボクはあいつに対する敵てき意いだと解かい釈しやくした。

　そう、あいつは癪しやくに障さわる。ボクはいっしょに行けなかったっていうのに、あいつは冒ぼう険けんに同行させてもらってる。危険だから素人はついて来るな？　自分だって最初はボクと同じだったくせに！

　何がだめなの？　ボクが女だから？

　パンを食べ終わると、もやもやした気分を晴らそうと、来る途と中ちゆうで拾った棒ぼうを握にぎりしめ、空き地で振り回しはじめた。森の中に隠れてろっていうデインの指し示じなんて無む視しした。

「やあ！　この！　えい！」

　ミスリルが見たらまた「なっちゃいない」と笑うだろう。分かってるよ、ボクのやってることがしょせん子供の遊びだってことは。現げん実じつの戦士の剣の振るい方はぜんぜん違ちがうだろうってことも。冒険者の日にち常じようがボクの思い描えがいているようなものじゃないだろうってことも。吟ぎん遊ゆう詩し人じんのきれいごとのサーガと違って、きっと地味な努力もたくさんしなくちゃいけないし、つらいことも悲しいこともたくさんあるんだろうってことも。

　そうさ、分かってるんだ。自分のやってることが幼よう稚ちだと気づかないほど、ボクは子こ供どもじゃない。

　じゃあ、どうすればいい？　子供のごっこ遊びと現実の冒険者の間の大きな溝みぞを、どうやって飛び越こえればいい？　夢ゆめをどうやって現実にすればいい？

　その最初の一歩をどう踏ふみ出すべきか、ボクには分からない。

「ええい！　くたばれ！」

　見えない敵の脳のう天てんめがけて、棒を力いっぱい振り下ろす。何度も、何度も。敵はマンティコアでもオーガーでもゴブリンでもない。「現実」という名の、形のない、それでいて強い怪かい物ぶつだ。形がないから倒たおし方も分からない。だからいっそう、いらいらする。

　どうやって冒険者になったのか、サーラに訊ききたかったのに、彼は答えてくれない。それどころか、冒険に憧あこがれるボクの気持ちを嫌いやがっているように見える。なぜだろう？　きっとあいつだって、ボクと同じように、憧れて冒険者の道に進んだに違いないんだ。それなのにどうして、同じ夢を抱いだいているボクを否ひ定ていするんだろう。

　あいつ、最後に何と言ったっけ？　小さくて聞き取りにくかったけど。

『君を二の舞まいにしたくない』

　そう言ったように思えた。誰の二の舞？　誰かが前に、魔ま獣じゆうに殺されたか何かしたってこと？　だからボクを危き険けんに巻きこみたくない？

　だったら、そんな謎なぞめいた言い方しないで、はっきりと言ってくれればいいじゃないか。いったい何を隠してるんだろう。隠さなきゃならないほどのおぞましい話なんだろうか。

　いまいましい。ほんと、サーラって奴やつには腹はらが立つ。きれいだけど影かげのある顔、つっけんどんな態たい度ど、謎めいた言葉──そのひとつひとつが、無む性しように胸を熱くする。パンを食べたばかりだというのに、餓うえに似にた奇き妙みような感覚を覚える。

　こんな気持ち、生まれて初めてだ。

　ボクはふと、気配を感じた。はっきり音が聞こえたわけじゃない。気配としか言いようのない、あいまいな感覚。地下迷めい宮きゆうの入口の方からだ。ボクは岩いわ棚だなを振ふり仰あおいだ。

　その瞬しゆん間かん、魔獣が穴あなから飛び出してきた。

　猛もう烈れつな勢いきおいで突とつ進しんしてきたそいつは、明るさに目がくらんだのだろうか、岩棚の縁ふちで急停止しようとして、足を踏みはずした。勢いきおいよく前に転げ落ちる。ボクは仰ぎよう天てんした。その翼つばさにはサーラがしがみついている！

　マンティコアは土つち煙けむりを立てながら、斜しや面めんをごろんごろんと派は手でに転がり落ちてきた。奇妙なことに、何の音もしない。そのせいで夢の中の出来事のように現実味が欠けていた（音を封ふうじる魔法をミスリルにかけられていたんだということを、ボクは後で知った）。

　サーラは途中で振り飛ばされた。大きく弧こを描いて飛び、雑ざつ草そうの生えた地面に背せ中なかから叩たたきつけられる。うわっ、痛いたそう！

　ボクは駆かけ寄よろうとした。でも、ボクとサーラの間にマンティコアが転げ落ちてきた。近くで見るとものすごく大きい。若わかい牛ぐらいはある。いったん倒れて、脚あしと尻尾しつぽを空中でばたつかせたものの、じきに起き上がってきた。ひどい傷きずを負っていて、体のあちこちから血を流している。右の翼はだらんと垂たれ下がっていたし、左の後ろ脚も不自由なようだった。

　そいつはまだボクに気がついていないようだった。傷ついた左の後ろ脚をひきずりながら、よたよたとサーラに近づいてゆく。サーラはうめきながら、手足を弱々しく動かしていた。痛みで起き上がれないらしい。

　ボクは恐きよう怖ふで麻ま痺ひして、その光景を見つめていた。サーラのすぐそばまで来ると、怪物は太くて長い尻尾を高々と掲かかげた。ムカデのように黒光りするその表面には、毒々しい赤い紋もん様ようがあった。その先せん端たんの曲がった毒どく針ばりは、陽ひの光を浴び、ぬらぬらと光っている。それを今にもサーラに突つき立てようとしていた。

　麻痺が解とけた。サーラを助けなければという強い想おもいが、恐怖に打ち勝った。ボクは棒ぼうきれを手にして突進した。

　怪物の尻尾に向かって棒を叩きつけた。軽くはじき返される。でも、注意を惹ひくことはできた。そいつは邪じや魔ま臭くさそうに振り向き、ボクを見た。ボクは初めてそいつの顔をまともに目にした。

　震ふるえ上がった──なんていう恐おそろしい顔！　人間の、それもおじいさんにそっくりだけど、ひどく醜みにくくて、人間の頭よりひと回り大きい。それが獣けものの体にくっついている。血にまみれた口を大きく開け、嘲あざ笑わらっているような顔でボクを威い嚇かくする。口の中には鋭するどい牙きばが生えていた。

　ボクは泣きそうになった。恐怖で膝ひざの力が抜ぬけ、尻しり餅もちをつきそうになった。でも、どうにかこらえた。やけくそになって、棒を尻尾に向けて何度も叩きつけながら叫さけんだ。

「サーラ！　サーラ！　しっかりして、サーラ！」

　でも、サーラは起きない。気を失ったんだろうか。ボクはさらに胸むねが苦しくなった。お願い、死なないで。死なないでよ、サーラ……。

　夢む中ちゆうになってでたらめに棒を振り回す。怪物はゆっくりとボクに向き直った。口が動いて、何かを喋しやべったように見えたけど、やっぱり音がしない。尻尾の毒針は、今やボクを標的にしていた。こんな棒きれなんかでかなうわけがない。逃にげることもできただろう。怪物は脚を怪け我がしていたから、全速力で走れば逃げ切れたかもしれない。
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　でも、ボクは逃げなかった。こわくて、こわくて、こわくて、ものすごくこわくて、逃げ出したくてたまらなかったけど、棒をかまえて踏ふみとどまった。ボクがいなくなればサーラは殺される。自分が殺されるのは嫌いやだけど、ボクが逃げたせいでサーラが殺されるのは、もっと嫌だった。

　冒ぼう険けん者しやは無む謀ぼうなことはしない──それがどうした。ボクは冒険者じゃないんだ。ただの女の子だ。だったら無謀なことをやったってかまわないじゃないか！

　そう考えると勇気が湧わいてきた。同時に、わくわくしてきた。これまで、ごっこ遊びの中で味わってきた架か空くうの危険と違ちがう、正真正しよう銘めい、本物の危険。ボクは今、死の縁にいる。次の瞬間には毒針で胸を刺さし貫つらぬかれ死ぬかもしれない──ああ、ものすごく恐ろしくて、たまらなく楽しい！

　その時、怪かい物ぶつの口から初めて声が洩もれた（魔ま法ほうの効こう果かが切れたのだ）。低音で気味の悪い声。ボクの知らない言葉だったので、何を言っているのか分からない。でも、口を歪ゆがめてにやりと下品に笑った様子からすると、だいたい察しはつく。「うるさい奴だ。お前から先に血祭りに上げてやる」とか何とか言ってるに違いない。

　マンティコアは暗黒魔法を使うという。これから呪じゆ文もんを唱えようというのか。ボクを魔法で殺す気なのか。ボクは魔法でずたずたにされて死ぬのか。それでもかまわない。逃げて卑ひ怯きよう者ものになって、一生後こう悔かいして暮くらすより、サーラを守って死んでやる……。

　そう決意したまさにその時、上の方で人の声がしたかと思うと、マンティコアは急に動かなくなった。

　ボクはびっくりして振ふり仰あおいだ。岩いわ棚だなの上にフェニックスが立って、こちらに手を差し伸のべていた。「今よ！」と叫ぶ。同時に、ミスリル、デイン、レグが、斜しや面めんをなかば滑すべるように駆け降おりてくる。

　これも後で知ったのだけど、追いかけてきたフェニックスが、ボクとサーラの危き機きを見て、「麻痺パラライズ」という呪文をかけたのだった。敵てきの動きを封ふうじこめるというものだ。

　マンティコアは小さく身震いし、低い苦く悶もんのうなり声をあげていた。魔法の束そく縛ばくから逃のがれようともがいているのだろう。でも、フェニックスの魔法は完全にマンティコアを捕とらえていた。もう怪物は逃げることも戦うこともできない。降りてきたミスリルたちがその周囲を取り囲む。

　その後に起きたことは、一方的な虐ぎやく殺さつだった。ミスリルはダガーで刺しまくる。デインはレイピアでめったやたらに斬きりつける。レグは重いフレイルで乱らん打だする。マンティコアは何の抵てい抗こうもできないまま、無残に傷ついていった。三人も派は手でに返り血を浴び、ひどい有様になってゆく。

「くらえ！」

　レグのとどめの一いち撃げきが怪物の頭に炸さく裂れつした。嫌な音がして、液えき体たいが飛び散り、頭が深く陥かん没ぼつするのが見えた。

「もういいぞ、フェニックス」

　レグがぜいぜいと呼こ吸きゆうしながら言った。フェニックスが魔法を解とくと、マンティコアはがくんと地面に崩くずれ落ちた。もう呼吸をしていなかった。

「だいじょうぶか？」

　ミスリルが心配してボクに声をかけた。ボクはまだ頭がぼうっとしていて、かくかくとあやつり人形のようにうなずいた。デインは倒たおれているサーラに駆かけ寄よって、治ち癒ゆの呪文を唱えていた。

「サーラ！　しっかりしろ、サーラ！」

　デインが揺ゆさぶると、サーラは目を覚ました。傷きずはすっかり治ったようだ。ボクはほっとした。良かった。サーラは無事だった……。

「デイン……？」

「立てるか？」

　デインの手を借りて、サーラはよろめきながら立ち上がった。呆ぼう然ぜんと周囲を見回す。何が起きたのか、まだよく理り解かいできていないようだ。

「てめえ！」

　ミスリルが興こう奮ふんしてサーラに駆け寄った。デインが「よせ！」と言って止めようとしたけど、それを振り払はらって、サーラの胸むなぐらをつかむ。

「どういうつもりだ⁉　あんな馬ば鹿かなことをやって！　死にたいのか⁉」

　サーラは何も言わない。気まずそうに目をそらせるだけだ。それを見たミスリルはなぜか動どう揺ようした様子で、つかんでいた手をゆるめる。

「……倒せたんだから、いいじゃない」

　感かん情じようのこもっていない声でサーラは言った。ミスリルはそれ以上、追つい及きゆうできないようだった。




　ボクたちが持ち帰ったマンティコアの首を見て、村のみんなは驚おどろき、納なつ得とくした。ボクの話はすべて真実だったと証しよう明めいされた。

　約束通り、デインたちには報ほう酬しゆうが支し払はらわれることになった。四五〇〇ガメルといえばボクの感覚からすれば大金だ。もっとも、フェニックスがマンティコアを倒すのに魔ま晶しよう石せきとかいうものを使ったとかで、出費も大きかったらしい。迷めい宮きゆうの中では財ざい宝ほうは何も見つからなかったので、たいした儲もうけにはならなかったと、ミスリルはぼやいていた。

　その夜、村の脅きよう威いが去ったのを祝って、宴うたげが開かれた。集会所の前の広場で火が焚たかれ、牛を一頭つぶして、その肉が焼かれた。冒険者たちにはとっておきのお酒が振る舞まわれた。大人も子こ供どももうかれて、歌い踊おどった。村がこんなににぎやかになるのは、収しゆう穫かく祭さいの時ぐらいのものだ。

　ボクも食べたり騒さわいだりしながら、合間にちらちらとサーラの様子をうかがっていた。馬鹿騒ぎの中で、サーラだけは沈しずんでいた。黙もく々もくと肉を口に運ぶだけで、ろくにしゃべりもしない。逃にげる怪かい物ぶつにしがみつくなんて無む謀ぼうなことをやって、ミスリルに叱しかられたので、落ちこんでるんだろうか。

　やがて彼はそっと席をはずした。お手て洗あらいに行くのかと思ったが、なぜか裏うら山やまの方に歩いてゆく。ボクは気になって後を追った。

　彼は森の中に入っていった。暗い小道をぶらぶらと歩いてゆく。ボクは足音を忍しのばせようとしたつもりだったけど、落ち葉や枯かれ枝えだを踏ふむ音はごまかせなかった。村からさほど離はなれないうちに、サーラは振り向き、ボクに気がついた。

「君か」

「どこに行くの？」

「別に」肩かたをすくめて、「ちょっと一人になりたかっただけさ──君こそ、どうして尾つけてきた？」

　ボクは覚かく悟ごを決めた。ごまかすのは性しように合わない。こうなったら当たって砕くだけろだ。

「君と話したかったの」

「僕ぼくは話すことなんてない……」

「ボクが話したいんだよ！　どうしても訊ききたいことがあるんだ！」

　サーラはボクの剣けん幕まくにあっけに取られたようだったけど、やがてあきらめたらしく、道ばたに腰こしを下ろした。

「いいよ。話そう」

　ボクはおずおずと近づいていき、彼の横に腰を下ろした。胸むねがどきどきしていた。

　ボクはまだ子供だった。馬鹿だった。でも、このどきどきの意味に気がつかないほど子供でもなかった。生まれて初めて味わう感覚だったから、気がつくのに時間がかかったというだけ。彼がマンティコアに殺されそうになった時、ボクは気がついた。胸がぎゅっとなる感じは敵てき意いじゃなかったということに。出会って一日にもならないというのに、彼がいつの間にか、ボクにとって特別な存そん在ざいになっていたということに。

　ボクも女の子だったということに。

「ボク、冒ぼう険けん者しやになりたいんだ」

　いきなり本題を切り出すのはどうかと思ったので、当たり障さわりのないことから話しはじめた。サーラは即そく座ざに「やめとけ」と言った。

「冒険者なんて……」

「汚きたないし、きびしいし、危き険けんだし、つらいこともいっぱいあるって言うんでしょ？　分かってるよ、それぐらい」

「いや、君には分かってない。実じつ際さいに体験してないじゃないか」

「まあね。確たしかにボクはまだ、そんな体験なんかしてない。でも、理想と現げん実じつが違うことぐらい分かるよ。分かってても、なりたいんだ──君だってそうでしょ？　きびしい仕事だと知ってて、それでも冒険者になるのを選んだんでしょ？」

　サーラは答えに詰つまった。

「ボクもそうだよ。先に何があるか分からない。危険な体験もいっぱいするだろうし、それこそ死ぬかもしれない。でも……」

　ボクは小さく、でも力強くささやいた。

「やってみたい」

　それからしばらく、ボクたちの間に沈ちん黙もくが下りた。サーラは黙だまりこんで、何か考えているようだった。

　無言の時間が長引くにつれ、だんだん息が詰まってきた。ボクは自分を叱しつ責せきした。こんなことを話しに来たんじゃないだろ、リゼット。本題に入らなきゃ。

「ねえ……」

　勇気をふるって、単刀直入に訊たずねた。

「……好きな女の子、いるの？」

　そう言ったものの、答を聞くのがこわかった。マンティコアに殺されそうになった時と同じぐらい。返事を聞きたくなくて、耳をふさぎたかった。

　サーラは答えなかった。

　その沈黙は、ボクには「イエス」と聞こえた。がっくりきたけど、まあ当然だろうと思った。こんなに顔がいい男の子なら、親しい女の子ぐらいいてもおかしくない。

　でも、まだボクが割わりこめる隙すきがないと決まったわけじゃない。ひょっとしたら、そんなに親しい関係じゃないのかもしれない。ボクは見知らぬライバルのことをもっとよく知りたいと思った。

「その子って、ボクに似にてる？」

「顔は……」サーラは小声で言った。「……ちょっとだけ」

「似てるの？」

「でも、それ以外はぜんぜん。デルは君と似てない。君みたいにおしゃべりじゃない……」

　しまった、おしゃべりは好みじゃなかったか。

「彼女は無口で、おとなしくて、でもとっても情じよう熱ねつ的で……時にはわがままで……だけど優やさしくて……」

　その声が急に、涙なみだで詰まった。

「……いい子だった」

　だった──過か去こ形。

　サーラは静かにすすり泣きはじめた。ああ、そうか。ボクはようやく理り解かいした。そのデルっていう子は死んだんだ。たぶん迷めい宮きゆうの中で魔ま獣じゆうに殺されて。ボクを二の舞まいにしたくないって、そういう意味だったんだ。

　彼はまだ、その子のことが忘わすれられないんだ。

　どうしよう、どうしよう。すすり泣くサーラを見て、ボクはうろたえた。彼の心の傷きずに触ふれてしまった。つらい過去を思い出させてしまった。どうすればこの失敗を償つぐなえる？　どうすればこの涙を止められる？

「ねえ、ボクじゃだめ？」ボクは夢む中ちゆうで口走っていた。「ボクじゃ代わりにならない？　分かってる、その子のことを忘れられないのは。忘れろなんて言わない。でも──でも、せめて……」

　そこから先はどう言っていいか分からなかった。ボクの舌したは不器用だ。吟ぎん遊ゆう詩し人じんみたいに恋こいの言葉なんてつむげない。言葉じゃどうにも、この想おもいを伝えられない。

　思い切って彼に抱だきつき、キスをした。もちろん、生まれて初めてのキスだ。想いを伝えるのにこれしかなかったから。他ほかに方法が考えられなかったから。

　突つき放されるかと思ったけど、意外なことに、彼は抱きしめ返してきた。その勢いきおいは予想外に強くて、ボクは草むらに押おし倒たおされた。彼は唇くちびるをがむしゃらに押しつけてきた。もっとびっくりしたのは、舌が口の中に入ってきたことだ。キスって唇を合わせるだけのものだと思ってたのに。

　そればかりか、彼がボクの服のボタンに手をかけてはずしはじめたので、ボクはすっかり混こん乱らんしてしまった。

　え？　いきなりそこまで行っちゃうの？　そんな。心の準じゆん備びができてないよ。

　ボクは身動きできなかった。彼はボタンを次々にはずしていった。ボクの胸むねがあらわになってゆく。まるで「女戦士の危き機き」ごっこの一場面。でも、これは遊びじゃなく、現実に起きていること。ああ、ボクは怪かい物ぶつに食べられようとしている。邪じや神しんの生いけ贄にえにされようとしている。崖がけから落ちそうだ。こわいよ。こわいよ。マンティコアににらまれた時だって、こんなにこわくなかったよ。ああ、こわい、こわい、こわい、泣き出しそう。ものすごくこわくて、こわすぎて……。

　たまらなく素す敵てきだった。

　ボクは草をぎゅっと握にぎりしめ、眼めを閉とじて恐きよう怖ふに酔よい痴しれながら、されるがままになっていた。彼の指が蛇へびのようにボクの体を這はい回るのを感じる。ものすごい高さの崖っぷちに立ったかのように、深い谷底に吸すいこまれそうな感覚にうっとりとなっていた。このまま落ちていってもかまわないと思った。この恐怖の極きよく限げんまで、サーラがつれて行ってくれることを望んだ。

　だけど。

「デル……」

　その言葉に、ボクは現実に引き戻もどされた。サーラの指は止まった。おそるおそる眼を開けると、彼は中ちゆう途と半はん端ぱにあらわになったボクの胸を見下ろして、顔を歪ゆがめていた。

「ごめん……」彼はささやいた。「ごめん。こんなことするつもりじゃ……僕は……最低だ……」

「……いいんだよ」ボクはささやいた。「ボクはかまわない……」

「いや」彼は涙をぬぐい、きっぱりとかぶりを振ふった。「だめだよ──君はデルじゃない」

　そう言うと、彼は立ち上がり、「本当にごめん」と頭を下げて、村の方に駆かけ戻っていった。

　翌よく朝あさ、彼らは村を去り、ボクの初はつ恋こいは終わった。




　サーラたちが村を去って二週間後、ボクも村を出た。貯ためていたお小こ遣づかいをかき集め、着き替がえを背せ負おい袋ぶくろに詰つめこみ、両親には手紙を残して。

　とりあえずザーンの街に行ってみようと思う。冒ぼう険けん者しやの店とやらを訪たずねてみるつもり。またサーラに会えるかどうかは分からない。会えなくたってかまわない。ボクがデルという女の子に勝てないことはよく分かったから。今のボクの望みは、彼の恋人になることじゃないから。

　彼との出会いで、ボクは学んだ。自分が女の子だということを。女として男を愛するというのが素す晴ばらしい体験だということを。だからもう、自分が女であることを呪のろったりはしない。女であることに誇ほこりを持つ。

　そう考えると、女であることが冒険者になるための障しよう害がいなんかじゃないことに気がついた。それはむしろ、ボク自身が溝みぞを飛び越こえるのをためらう言い訳わけにしていたのだ。女というハンデがあるから越えられないと思っていた。そうじゃない。足りなかったのは勇気。

　冒険者になるのは大変だろう。サーラのような悲しみも体験するだろう。才さい能のうがなくて挫ざ折せつするかもしれない。失敗してみじめに村に帰ることを考えると、不安でたまらない。でも、あの日、サーラを助けるためにマンティコアに立ち向かった勇気があれば、そんなもの克こく服ふくできるはず。失敗した時のことなんて、失敗してから考えればいい。

　ボクの心には大きな力がある。それを気づかせてくれたのはサーラだ。

　待ってて、サーラ。いつか追いついてみせるから。
















死者の村の少女










「教会の焼け跡あとを見てきた」

　夕食の前、テーブルに着いていた少女がぽつりと言った。歳としは十三歳さいぐらい。短く黒い髪かみ。黒いズボンと黒い上着は、土で汚よごれている。おしゃれとは縁えんのない男の子のような身なり。その瞳ひとみには暗い疑ぎ惑わくと不安が宿っている──自分は今、恐おそろしい罠わなのど真ん中にいるのではないかと疑っている。

　厨ちゆう房ぼうに立っていた明るい金きん髪ぱつの少女は、焼き上がった魚をフライパンから皿に移うつしながら、「そう？」と気のない返事をした。黒髪の少女と同年ねん齢れいか、少し年上のように見える。花のような青いスカート、白いエプロン、髪には青いリボン。いつもかすかに笑え顔がおをたたえており、明るく快かい活かつそうな印象だった。

　相手のわざとらしい無関心ぶりに、黒髪の少女は苛いら立だった。

「教会だよ。行ってきたんだ」

　金髪の少女は何も言わない。スカートをひるがえし、陽気な鼻歌まじりに歩いてきて、テーブルの上に二人分の食事を並ならべてゆく。それが終わるとエプロンを取って、黒髪の少女と向かい合う席に着いた。手を組み合わせ、聞こえないほどの小声で神への感かん謝しやの祈いのりを捧ささげる。

　静かだった──暗い窓まどの外からは、すすり泣くような夜風の音がかすかに響ひびいてくるだけだ。人の話し声はもちろん、虫の声さえ聞こえない。外の世界など存そん在ざいせず、この家だけが暗い虚こ空くうにぽつんと浮うかんでいるかのような錯さつ覚かくすら覚える。

「……何があったんだ、あそこで？」

　その質しつ問もんを、金髪の少女は無む視しした。

「さあ、いただきましょう」

　そう言って、ナイフとフォークで上品に焼き魚を食べはじめる。しかし、黒髪の少女は手をつけず、じっと皿を見つめるだけだ。

「……人の骨ほねがいっぱいあった」彼女は暗い声で言った。「焼けた骨──何十人もあそこで死んだんだ。それもつい最近」

　何も聞こえていないかのように、金髪の少女は黙もく々もくと食事を続けている。黒髪の少女の感かん情じようはますます昂たかぶった。

「答えろよ！」

　たまりかねて、拳こぶしでテーブルを叩たたいた。皿がびっくりしたように跳はねる。

「この村はいったい何なんだ⁉　何があった⁉　それに──あんた、いったい何者なんだよ、フレイヤ⁉」

　にらみつける黒髪の少女。だが、フレイヤと呼よばれた少女は少しも動じず、静かに微笑ほほえむだけだった。

「お行ぎよう儀ぎが悪いわよ」彼女は気味悪いほど優やさしい声で言った。「食事は静かに食べるものよ。そう教わらなかったの、デル？」




　それは二〇日前のこと。

　夜明け前の深い群ぐん青じよう色いろの空から、その生きものは黒い流れ星のように落下してきた。

　行くあてもなく、どこに向かっているかも分からず、ひと晩ばん中じゆう、ただ飛び続けてきた。月明かりに照らされた夜の大地を遠く下に見て、夢ゆめのように美しい星空を高く高く飛ひ翔しようしながらも、心は絶ぜつ望ぼうに深く沈しずんでいた。すさみ、苦く悩のうし、狂きよう乱らんする想おもいに身を焦こがした。自じ暴ぼう自じ棄きになり、風の中ですすり泣きながら、二度と会えないであろう愛する者の名と、堕だ落らくした自分に対する呪じゆ詛そを交こう互ごに洩もらした。忌いまわしいものから逃のがれようとするかのように、がむしゃらにはばたき続けたが、無む論ろん、逃にげられるはずがないことは知っていた──忌まわしいものとは、その生きもの自身であったから。

　酷こく使しされた翼つばさはすでに疲ひ労ろうの極にあり、はばたく力をほとんど失っていた。魂たましいも疲つかれ果て、夜明けが近づくにつれて、睡すい魔まの訪おとずれとともに意い識しきはもうろうとなり、生きる意い欲よくすら薄うすれていった。悲しみの海にあがいていた心は、やがて浮ふ力りよくを失い、抵てい抗こうをやめて絶望の淵ふちへと沈みはじめた。光の届とどかない深海に落ちてゆくにつれ、心地ここち良いあきらめに癒いやされ、安らぎに満ちた黒い眠ねむりに引きこまれていった。

　今や四枚まいの黒い翼ははばたくのをやめ、後こう退たいして重なり合い、三角形のシルエットを形成していた。びゅうびゅうという風を切る音とともに、恐おそろしい速さで夜空を滑かつ空くうしてゆく。長い氷の坂道を滑すべり降おりるように、浅い角度で落ちてゆくその先には、森に囲まれた小さな湖があった。今夜は風はなく、さざなみひとつない黒い湖面は、磨みがき上げた黒こく曜よう石せきの一枚板のように見える。湖はどんどん大きくなってくる。生きものは破は滅めつに向かってまっしぐらに突つき進んでいた。この速度で水面に叩きつけられたら、いかに強きよう靱じんな肉体もただでは済すまないだろう。

　だが、その疲労と絶望はあまりにも深すぎた。死を望む声すらかき消すほどに。失神寸すん前ぜんの意識は、もはや理り性せいの一いつ片ぺんすら失い、知ち能のうすらも麻ま痺ひし、野や獣じゆうのそれに近くなっていた。最後の最後になって、動物としての最も基き本ほん的で原始的な欲よつ求きゆう──生存本能が頭をもたげた。

　死にたくない。

　衝しよう動どうが体を動かした。翼が再ふたたび開き、風を受け止めた。抵抗に出くわし、生きものの速度は急に鈍にぶった。上体が持ち上がり、降こう下か角度がさらに浅くなった。

　湖面すれすれで、生きものは水平飛行に移うつった。翼の生み出す空気のクッションが体を支ささえ、滑るように飛んでゆく。速度はさっきまでの半分以下になっていた。そのまま何秒か飛び続けたが、岸まであと少しというところで体が大きく傾かたむき、翼の端はしが水面に触ふれた。生きものの体はバランスを崩くずして大きくつんのめり、水面に叩きつけられて、水しぶきとともにまた跳ね上がった。水きり石のように水面をスキップする。最後にひときわ大きく跳ね上がったかと思うと、四枚の翼を広げて風車のようにくるくる回転し、岸辺の茂しげみに突っこんだ。

　それっきり、生きものは動かなくなった。波は紋もんが収おさまると、湖は静せい寂じやくを取り戻もどした。

　やがてゆっくりと夜が明けはじめた。




　昼過すぎ、高く昇のぼった太陽の光が、梢こずえの間から降ふり注ぎ、生きものの体を照らし出した。それは生い茂った草の合間に、うつ伏ぶせに横たわっていた。本体は草で隠かくされ、見えるのは巨きよ大だいな花か弁べんのように広がっている四枚の黒い翼だけ。コウモリの翼とも昆こん虫ちゆうの羽根とも似にていない、この世界のものではない奇き怪かいな形けい状じようだった。軟なん体たい動物の表皮のようにぬめぬめと黒光りしているが、濡ぬれてはいない。一枚一枚が子こ供どもの背せ丈たけほどもあり、全体としてナイフのように細長くて薄い。上の一いつ対ついは縁ふちがぎざぎざで、下の一対は先せん端たんがねじれて槍やりのように尖とがっている。

　翼はしなだれ、生気がないように見えたが、生きものが陽ひの光を浴びて目を覚ますと、かすかに震ふるえ、獲え物ものを狙ねらう食肉植物のようにゆっくりとうごめきはじめた。生命力が流れこむにつれ、力強く波打ち、何かを手て招まねきするように不気味にはためく。骨ほねが入っていないのだろうか、タコの触しよく手しゆのようにきわめて柔じゆう軟なんに、なまめかしく動いた。生きものは身じろぎし、うめき声をあげた。哀かなしげな女の声だった。やがて翼が空中高く持ち上げられると、その下に隠れていた体があらわになった。

　それは小さくてほっそりした人間の形をしていた。大人として成せい熟じゆくするにはまだ何年もかかるだろうが、思春期を迎むかえたその体形は、まぎれもなく女性のそれだった。黒いズボンと黒いシャツに身を包んでいる。シャツはずたずたに裂さけ、肩かたから腹はらにかけて、かろうじてまとわりついている状じよう態たいで、背せ中なかと両りよう腕うでは露ろ出しゆつしていた。ズボンにも大きな裂け目ができていた。

　人間のようだが、人間ではありえない。四枚の巨大な翼は、その背中からシャツを突き破やぶって生えているのだ。つけねのあたりでは、黒い皮と白い皮ひ膚ふがグラデーションを構こう成せいし、明めい確かくな境きよう界かい線せんもなく溶とけ合っている。それは人間と人外のものの融ゆう合ごう体たい──魔ま獣じゆうであった。

　土に突っ伏ぷしているその横顔は、翼つばさとは対照的に白かった。いつもなら花のように美しいのだろうが、今は茶色く変色した忌いまわしいものにまみれ、乱みだれた髪かみが頰ほおに貼はりついて、ひどい有様だった。頰には茂みに突とつ入にゆうした際さいにできたかすり傷きずがある。髪や衣服もまた、乾かわいた茶色いものに、錆さびのようにまだらに覆おおわれていた。

　その愛らしい横顔が苦しげに歪ゆがみ、閉とじた目ま蓋ぶたがぴくぴくと震えた。目覚めたくなかった。このままずっと眼めを閉じ続け、現げん実じつを拒きよ否ひしたかった。すべては夢ゆめなのだと思いたかった。だが、容よう赦しやなく降り注ぐ陽ひ射ざしがそれを許ゆるさなかった。ついに魔獣は太陽に屈くつ服ぷくし、しぶしぶと眼を開いた。

　魔獣の名はデルと言う。

　苦く痛つうのうめきが洩もれた。全身がずきずきと痛いたむ。派は手でな着地の際に受けた衝しよう撃げきのせいだ。骨が折れたのかもしれない。それ以外にも、あちこちにかすり傷があった。

「……偉い大だいなるファラリスよ」

　反はん射しや的に、暗黒神に助力を求めた。たちまち痛みが薄れ、傷が癒いえてゆく。その速さと力強さに、彼女は少し驚おどろいた。暗黒魔法で傷を治したことは何度もあるが、それがとてつもなく力を増ましているのを感じる。今の自分は強大な暗黒魔法を使いこなせることを、彼女は思い出した。

　痛みが噓うそのように消えると、ゆっくりと上半身を起こした。後ろを見たくなかった。振ふり向いて確かく認にんするまでもない。自分の背中からおぞましい翼が生えていることは、感覚で分かる。手足が存在しているのが分かるのと同じように、翼が自分の肉体の一部として存在していることが自覚できるのだ。翼には触覚もあり、照りつける太陽の暖あたたかさも感じられた。彼女はふっと皮肉な笑えみを洩らした。やはり現実だった。何もかも。

　昨日まで、自分は人間だった。今はもう違ちがう。古代の邪じや悪あくな魔ま術じゆつ師しが遺のこした「悪魔のエッセンス」と呼よばれる宝珠オーブ。それに封ふう印いんされていたグレーター・デーモンのエッセンスと融合し、魔獣となったのだ。

　涙なみだは出なかった。涙は昨夜、使い果たしたから。

　しばらくは地面にぺたんと座すわりこんだまま、何か目的があるわけでもなく、花のように開いた翼をゆらゆらと揺ゆらしていた。動かすことに何の支し障しようもなかった。歩くのにいちいち「右足よ前に出ろ」「左足よ前に出ろ」と命じなくていいのと同様、ただ「飛びたい」と思うだけで自由にはばたき、飛び回ることができる。まるで生まれた時から生えていた翼のように。

　おそらく翼だけではなく、脳のうの一部も魔獣になっているのだろう。そうでなければ、練習したわけでもないのに、翼の動かし方が分かるはずがない。

　ふと、疑ぎ問もんが湧わいた。自分はもう頭の中まですっかり魔獣になってしまったのだろうか。魔獣のように考えているのだろうか。だとしたら、昨夜のあの凶きよう行こうも、自分の意思ではなく悪魔の意思だったのでは……。

　すぐに勘かん違ちがいに気がついた。そんなわけはない。自分はあの時、まだ魔獣になってはいなかった。魔獣になるために人を殺したのだ。自分の意思で。何の罪つみもない少女を。

　記き憶おくが鮮せん烈れつにフラッシュバックした。ダガーをフレイヤの胸むねに突つき立てた時の手ごたえが、手の中にありありとよみがえる。その瞬しゆん間かん、短い距きよ離りをうつむいて突とつ進しんしたものの、少女の驚きよう愕がくの表ひよう情じようは視し野やの隅すみにちらりと見えた。それは記憶に強く焼きついている。最後の一秒、あの子はダガーの刃はのきらめきを確たしかに目にした。だが、自分がなぜ死なねばならないのか、理り解かいできなかったろう。いや、何が起きようとしているのか分からず、死ぬ運命にあることすら認にん識しきできなかったかもしれない。

　ぶつかった瞬間、デルは確かに耳にした。「待って」と少女が小さくつぶやく声を。無意味な言葉だった。その時すでに、ダガーは深く突き刺ささっていたから。

　しゃがみこみ、ダガーを引き抜ぬくと、熱い血が噴ふん出しゆつし、顔にかかった。前のめりに倒たおれてくる少女の細い体を、腹はらの下にもぐりこむようにして、頭で支ささえた。思いがけない体重に呻しん吟ぎんしながらも、持っていた袋ふくろから手て探さぐりでオーブを取り出した。その間にも、息いき絶たえた小さな体からは、想そう像ぞうもつかないほどの量の血がほとばしり、デルの全身を染そめていった。それは温かく、気味悪く、おぞましく……。

　甘かん美びだった。

　フラッシュバックが去った。鮮明な記憶を突きつけられ、デルはあらためて事実を思い知らされ、身み震ぶるいした。苦く悩のうしたのはダガーで刺すまでと、魔ま獣じゆうに変身した後だ。あの瞬間──フレイヤをこの手で殺あやめ、熱い血を全身に浴びた瞬間、犯おかした罪つみの大きさにおののきながらも、まぎれもなく、甘美な快かい感かんを覚え、狂きよう喜きしていた。

　人を殺すのは楽しい。特に、何の罪もない人を殺すのは。

　魔獣になったからそう思うのではない。人間であった時から自分は邪悪だったのだ。以前から気がついてはいたが、昨夜、彼女はそれを決定的に自覚した。誰だれに強きよう制せいされたのでもなく、自分の意思で人を殺し、その行こう為いに歓よろこびを覚えた。

　おそらくそれこそが、悪魔と融ゆう合ごうするための条じよう件けんだったのだろう。処しよ女じよの生き血というのは、魔術を完成させるのに必要な素そ材ざいというよりは、オーブの中の悪魔が望んだ契けい約やくの儀ぎ式しきだったのだろう。無む垢くな少女を殺すという、人として許されない大たい罪ざいを犯し、人であることを自ら放ほう棄きすることが。

　ドワーフのメイガスは、デルを生いけ贄にえに、悪魔と融合しようと試み、失敗して死んだ。悪魔が拒きよ否ひした理由は、自分が肉体的というより、精せい神しん的に無垢ではなかったため、生贄に不ふ適てき当とうだったのではないか、と彼女は思った。あるいは悪魔は、宿主としてメイガスより自分の方がふさわしいと判はん断だんしたのか。

　デルはゆっくり振り返り、背はい後ごにうごめく翼つばさをちらりと見た。忌いまわしく変へん貌ぼうした肉体──だが、ある意味で、邪悪な自分に似に合あった姿すがたと言えるのではないか。自分が悪魔になることを望み、悪魔も自分を気に入ったからこそ、融合が実じつ現げんしたのではないか。

　ずっと前から決まっていたことなのではないか。

　奇き妙みようなのは、心の中を見み渡わたしてみても、かんじんの悪魔の意思らしきものが見当たらないことだ。この体に別の魂たましいが宿っているようには感じられない。悪魔が契約と引き換かえに自分の魂を放棄するとは、理り屈くつに合わないように思える。悪魔の側に何のメリットもないからだ。とすると、肉体だけでなく魂までもひとつになったのだろうか。悪魔の意思が見当たらないのは、自分の意思と区別がつかないほど違い和わ感なく融とけ合っているからなのでは？

　そうなの？　と、彼女は心の中にいるはずの悪魔に向かって問いかけてみた。返事はない。しかし、その考えがしっくりくるように感じるのは、それが正解だからではないかと思えた。返事がないのは、悪魔が今や自分と完全に一体になっているからではないか。

　ふと、思し索さくを中ちゆう断だんし、空を見上げた。真っ青な秋空には、乾かわきかけたブラシでさっと刷はいたような雲が浮うかんでおり、ヒバリらしい小さな影かげが舞まっているのが見える。穢けがれてしまった自分の心とは似ても似つかない美しい空に、彼女は劣れつ等とう感とも羨せん望ぼうともつかない感情を覚えた。

「……どうしよう」

　そうつぶやいた。魔獣になる決心をしたのは、サーラを救うためだった。その目的は達成された。その後のことは何も考えていなかった。行きたい場所などなく、やりたいこともなかった。

　自分の望みはただひとつ、愛する少年といつまでもいっしょにいること──だが、それはもう叶かなわない。

　何もすることがなく、彼女は何時間もそこに座すわって、とりとめもなく回想にふけっていた。未来について考えることができないので、過か去こに逃とう避ひするしかなかったのだ。サーラのこと。自分のこと。仲間たちのこと。死んだ父のこと。二人目の父アルドのこと……涙なみだは昨夜で涸かれ果てていたので、悲しいはずの記憶も、一種の虚きよ脱だつ状じよう態たいで、たいして苦く痛つうもなく受け止めることができた。

　だが、一度だけ涙がこぼれた。昨夜の記憶のひとつがよみがえったのだ。自分の裸ら身しんを這はい回る、サーラの優やさしい手。自分の上にのしかかってくる、サーラの愛いとしい体重。その温かさ、優しさ、心地ここちよさ。くちづけを交かわし、愛を確たしかめ合い、ついに自分は幸せになれると確かく信しんした──次の瞬しゆん間かん、すべてが無残に打ち砕くだかれるとも知らずに。




　やがて陽ひが暮くれてきた。茜あかね色いろに染まった空を渡わたり、ねぐらに帰ってゆくカラスの群むれを見上げながら、少女はぽつりとつぶやいた。

「……お腹なか、空すいた」

　昨夜はメイガスの死に直面し、夕食が咽の喉どを通らなかった。それから丸一日近く、何も食べていない。胃い袋ぶくろは空っぽだった。

　ふと、おかしくなって笑いが洩もれた。魔獣もやはりお腹が空くのか。魔獣は何を食べるのだろう。

　やはり人間だろうか。

　その発想にさほど衝しよう撃げきを受けなかった自分に、デルは少しとまどった。おぞましい考えのはずなのに、そう思えないのだ。やはり頭の中まで悪魔のそれになっているのか。

　その気になりさえすれば、その発想はすぐにでも現実になる。人里に出て、目についた人間を手当たりしだいに殺し、むさぼればいい。今の自分を阻そ止しできる者は、そう多くはいないはずだ。平和な町や村を血で染そめ、メイガスが夢ゆめ見たように、世界に破は壊かいと恐きよう怖ふをもたらすことだってできる。
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　メイガスに刃やいばを突きつけられ、心しん情じようの告白を聞いた時には戦せん慄りつしたものだ。しかし、今の彼女には、そうした行こう為いを否ひ定ていしようという感情はない。それもひとつの生き方だろうと、ごく当然のように受け入れている。そうしない理由は単たん純じゆんで、人を殺さねばならない積極的な動機がない、ただそれだけだ。

　世界を混こん乱らんに導みちびく？　悪名を轟とどろかす？　後世に名を残す？　そんなことをして何になる。空むなしいだけではないか。

　陽が落ち、また暗くなってきた。月はまだ昇のぼってこない。だが、視し野やは真っ暗にはならなかった。魔獣の眼めは暗いところでも見えるのだ。昼間のような色しき彩さいにこそ欠けているものの、満月に照らされているかのように、何もかもありありと見える。

　少女は湖までふらふらと歩いていった。ズボンは血が固まってごわごしており、歩くたびに不ふ快かい感があった。翼はその大きさにもかかわらず、まったく重さを感じさせない。はばたいていない状態でも揚よう力りよくが発生し、宙ちゆうに支ささえられているようだ。歩く際さいには、蝶ちようが羽根を畳たたむように自然に後方に畳まれるので、動作の邪じや魔まにならない。

　夜の湖は静かで、神しん秘ぴ的な美しさをたたえていたが、それを堪たん能のうする心しん境きようではない。岸辺に膝ひざをつき、犬のように水をがぶ飲みして、空くう腹ふくをごまかした。とりあえず飢うえはまだ我が慢まんできる。べつに人を襲おそわなくてもいい──今のところは。

　彼女は空きっ腹を抱かかえて茂しげみの中で丸くなり、いつしか眠ねむりに落ちた。




　また朝がめぐってきた。

　目が覚めると、空っぽの胃がしくしくと痛いたんだ。夜の間に空腹はさらに進行し、耐たえがたくなっていた。寝ね転ころんだまま、空を見上げる。起きたばかりでまだぼうっとしており、筋すじ道みちを立てて考えることができず、飢えだけが強きよう烈れつに意い識しきを支し配はいしていた。何か食べたい。新しん鮮せんな血と肉が欲ほしい。

　ばさばさという羽音とともに、視界を鳥の影かげがよぎった。森の中から飛び出してきたのだ。彼女はとっさに暗黒魔法をつぶやいていた。

　鳥は鈍にぶい音をたてて破は裂れつした。羽根と血しぶきを空中にまき散らし、くるくる回りながら落ちてくる。寝ている場所から十数歩の草むらに落下した。彼女はなかば転がるようにして駆かけ寄より、草を分けて探さがし出した。

　死し骸がいは何の鳥だったか分からないほどに破は壊かいされていた。血にまみれた無残な肉と内ない臓ぞうの塊かたまり。少女は野や獣じゆうのようにむしゃぶりつき、生肉を食いちぎり、むさぼった。よく嚙かまずに生肉を嚥えん下げし、血をすすった。

　不意に正気が戻もどってきた。今の自分のあさましい姿すがたを自覚し、涙なみだがあふれてくる。耐えられなくなり、声をあげて泣きじゃくった。

　もう自分は人間ではないのだ。




　どうしていいのか分からない。いっそ死のうかとも思った。だが、その踏ふん切りもつかない。生きていたいという強い意い志しはなかったが、死にたいという意志もまた、原始的な生せい存ぞん本能を打ち破やぶれるほど強くはなかった。

　腹が減へる。飢えを満たしたいと胃い袋ぶくろが訴うつたえる。心は空っぽでも、肉体は生き続けたいと望んでいる。

　だから生き続ける──目的もなく、ただ惰だ性せいで。

　鳥をまるごと一羽平らげたことで、とりあえず腹はいっぱいになった。昼過すぎ、せめてさっぱりしようと、湖で体を洗あらうことにした。

　ズボンを脱ぬぐのが少し面めん倒どうだった。血が服の布ぬの地じの裏うら側がわまで浸しん透とうして固まり、布と皮ひ膚ふを糊のりのように貼はりつけてしまっていたのだ。強ごう引いんに引っ張ぱると、布はぺりぺりと音を立てて太ふと腿ももから剝はがれた。

　秋なのに暖あたたかい日だった。水は冷たすぎて全身浸つかるのはためらわれたが、岸辺にしゃがみ、すくって体にぴしゃぴしゃかける分には気持ち良かった。

　皮膚についた血はすぐに剝がれ落ちた。髪かみにこびりついた血は、水でふやかしたうえにしつこくこすって、どうにかほとんど取れた。衣服にたっぷり染しみついた血は、あきらめるしかなさそうだ。水洗いぐらいでどうにかなるものではない。幸い、黒い服だから、染みはさほど目立つまい。ごわごわした感かん触しよくさえ我慢すればいいのだ。

　水面に揺ゆれる自分の姿を見下ろしてみる。翼つばさ以外はほとんど変わったところはない。ウロコもなければ、角も生えていない。翼の生えた姿だって、見ようによっては美しいと言えないこともない──だが、そんな考えは気休めにすぎないことは、自分でも分かっている。この肉体がおぞましいのは、その外見ゆえにではない。この身に重い罪つみが拭ぬぐいがたく染みついているからだ。

　風が吹ふいてきてさざなみを起こし、水面に映うつる虚きよ像ぞうをかき乱みだした。肌はだ寒ざむい秋の風だ。人間だったらくしゃみのひとつも出ただろうが、魔ま獣じゆうになった今はさほど苦に感じない。病気に対する抵てい抗こう力りよくも強くなっているはずだから、そう簡かん単たんに風か邪ぜもひかないだろう。げんに昨夜は、冷えこんだはずなのに、鼻水のひとつも出なかった。

　老化もしないだろう。迷めい宮きゆうに棲すむ魔獣たちと同じく、誰かに殺されでもしないかぎり、きっとこの姿のまま何百年も生き続けられるに違ちがいない。それに思い当たって、デルはぞっとなった。こんなにも重い心を抱えて、何百年も生きるなんて、まさに拷ごう問もんだ。

　では、生きることが罰ばつなのか。人を殺した罪のために、自分は死し刑けいよりも重い罰に苦しみ続けねばならないのだろうか。

　だが、何百年も先のことなんて、ぴんとこない。今日、どう生きればいいのかさえ分からないのに、そんな未来のことなんて分かるはずがない。

　とにかく生きるしかない。

　洗った服は木の枝えだにひっかけた。それが乾かわくまでの間、黒い翼でマントのように全身を包んで、茂みの中にうずくまり、少しだけうたたねをした。はるかな未来にまで横たわる陰いん鬱うつな日々に、気の遠くなるような絶ぜつ望ぼうを覚えながら。




　子こ供どもがきゃっきゃっと騒さわぐ声で目が覚めた。最初は気のせいかと思ったが、それにしては明めい瞭りようだ。しだいに近づいてくる。この近くに村があるのか？　考えている余よ裕ゆうはない。急いで芋いも虫むしのように這はい、茂みのさらに奥おくに後こう退たいして、身を隠かくす。

　岸辺に姿を現あらわしたのは、一〇歳さいぐらいの男の子三人だった。デルは息をひそめ、葉の合間から観察した。三人とも釣つり竿ざおを担かつぎ、魚び籠くを提さげている。

　一人がずっと前にこの湖で釣りそこねた大物のことを話していた。手を広げ、「こーんなだったんだぜ、こーんな！」と大声で自じ慢まんする。明らかに子供にありがちなホラ話で、他ほかの二人はまるで信じていないようだった。

　やがて三人は場所を定め、こちらに背せを向けて、水面に糸を垂たれた。枝にひっかかっているデルの服にはまったく気がつかないようだった。裸はだかで出て行くわけにもいかず、彼女は身動きできなくなった。

　釣りをしている間も、三人はひっきりなしに何か喋しやべっていた。遠かったので内ない容ようは断だん片ぺん的にしか聞き取れなかったが、釣りの腕うでの自慢とか、村人の噂うわさ話ばなしとか、口うるさい母親に対する愚ぐ痴ちとか、他愛たわいない話題のようだった。彼らを背はい後ごからじっと見つめながら、デルは自分の息づかいが荒あらくなってくるのを感じた。少年たちの健康そうな手足を見ていると、ある妄もう想そうが静かに湧わき上がってくるのを止められない。

　あの子たちの腹はらを裂さくのはどんな感じだろう。

　どんな悲鳴が上がるだろうか。

　あの細い腕はどんな歯ごたえなのだろう。

　穢けがれのない新しん鮮せんな血は、やはりおいしいのだろうか。

　それを実行している自分を想そう像ぞうする。無む論ろん、人間としてのモラルは、そうした考えに嫌けん悪おを抱いだいている。だが、人間であった頃ころのそれと比くらべると、ずっと無力だった。何と言っても、自分はすでに罪もない少女を殺しており、恐おそろしい罪を背負っているのだ。さらに三人殺したところで、どれほどの違いがあるだろうか。それに法というのは人間のためにあるものだ。魔獣は法に従したがう義ぎ務むはない。

　彼女の信しん奉ぼうする暗黒神ファラリスは、欲よく望ぼうに忠ちゆう実じつに生きよと命じている。子供たちを殺したいという欲望があるなら、従うべきなのだ。

　朝に鳥を食べていなかったら、そうしていたかもしれない。だが、今の彼女は空くう腹ふくではなかった。フレイヤを殺したのは、サーラを救うためという目的があった。だが、あの子たちを殺す必然性せいはない。殺したらどうなるかというのは、あくまで妄想であって、どうしても殺したいという強い衝しよう動どうや欲望があるわけではない。

　ただそれだけ──彼女が子供たちを襲わない理由は、「今のところ殺す理由がないから」というだけだった。

　子供たちは背後の茂しげみからの視し線せんにまったく気づかず、無む邪じや気きに笑い合い、ふざけ合っていた。自分たちの生命が一羽の鳥に救われたとは、想像もしていなかった。




　夕方になり、三人がささやかな釣ちよう果かを手にして帰ってゆくと、デルはのろのろと隠れ場所から這い出した。

　干ほしておいた服はすでに乾かわいていた。下着に脚あしを通そうとして、ふとためらった。もう人間でないなら、服を着る必要もないのではないかと思ったのだ。キマイラやバジリスクが服を着ているなんて、聞いたことがない。それにズボンはともかく、シャツは翼つばさが生えた際さいに背中が大きく破やぶれたのに加え、茂みに突つっこんだ際にできた裂さけ目だらけだ。首からぶら下がっているだけの、残ざん骸がいのようなみっともない代しろ物ものだった。

　それでもやはり身に着けることにした。人間の、女性としての羞しゆう恥ち心がまだ残っていたからだ。いずれそうした感覚も失われるのかもしれないが、今のところ人を殺す必然性がないのと同様、裸はだかで暮くらす必然性がない以上、服を着ていたってかまうまい。

「……どうしよう」

　服を着終わると、彼女は空を見上げ、またつぶやいた。どこにも行くあてはない。かと言って、この先もこの山奥で鳥を食べてだらだらと生き続けるのも、何となく嫌いやだった。雨だって降ふるだろうし、じきに冬も来る。やはり寒さをしのげる棲すみ家かが欲ほしい。だが、人里に出るのはまっぴらだ。

　翼を隠す方法はある。人間に変身すればいいのだ。彼女に融ゆう合ごうした悪あく魔まには人間の姿すがたを模も倣ほうする能のう力りよくがあり、彼女もその能力を使える。それは誰だれに教わったのでもなく、気づいたわけでもなく、魔ま獣じゆうになった時から当然のこととして知っていた。

　人間に変身すれば、街に行っても怪あやしまれないだろう。だが、表面的に姿は変えられても、欺あざむけるのは他人だけ。自分は欺けない。この身が魔獣であるというおぞましい事実は変えようがない。彼女は堕だ落らくした今の自分をひどく蔑さげすみ、恥はじていた。正体がばれないとしても、罪つみもない人々の視線にさらされれば、無言で罪を糾きゆう弾だんされているように感じるだろう。耐たえられそうにない。

　それに、大おお勢ぜいの人に囲まれて暮らしていたら、大量殺さつ戮りくを繰くり広げたいという衝動が芽生えてしまいそうな気がする。

　子こ供どもたちの語り合っていた噂話が気になった。ここから西に行った山の向こうに、「幽ゆう霊れい村」があるというのだ。ずいぶん前に疫えき病びようで村人がみんな死んだのだが、誰もいないはずなのに一日三回、教会の鐘かねの音が聞こえる。今ではゾンビや幽霊が棲みついているのだ。彼らは自分たちが死んでいることに気づかず、生前の生活をずっと続けている。間ま違ちがって村に足を踏ふみ入れた者は、ゾンビに殺され、自分もゾンビにされて永えい遠えんに村にとどまる定めなのだ……。

　いかにも子供が好きそうな怪かい談だんだった。少年たちは「ひえー、怖こわいなあ」「近づきたくないよなあ」と言いつつ、どこかうきうきしている様子だった。

　本当かどうかは分からない。この手の子供の怪談というやつは、たいてい根も葉もないということは、彼女自身、つい最近まで子供だったから知っている。それでも他ほかに行くべき場所を思いつかなかった。無人の村というのが本当にあるなら、雨風をしのげる家ぐらいあるだろう。

　彼女は翼を広げ、飛び立った。夕ゆう陽ひが落ちたばかりで、オレンジ色の残照に彩いろどられた西の山に向かって。




　天てん候こうは南の方から崩くずれはじめていた。残照が薄うすれ、しだいに暗さを増ましてゆく空を、雲がやけに速く流れてゆく。この分だと雨になりそうだ。

　その村はじきに見つかった。サーラの故こ郷きようの村と同様、小さな集落だった。山にはさまれた、やや高低差のある三角形の土地に、畑と牧草地が広がっている。上空からは家が何なん軒げんも見えたが、すでに暗くなってきているにもかかわらず、明かりを灯ともしている家はなかった。

　ゆっくりと高度を下げ、村はずれの畑の上を旋せん回かいする。夕陽の残照が薄れかかっていても、彼女の魔獣の眼めにはたいして支し障しようはなかった。雑ざつ草そうが繁はん茂もしていて、荒あれ放題であることは明白だった。もう何年も人の手が入っていないのだろう。何十年かすれば、森にすっかり吞のみこまれてしまうに違いない……。

　畑の中に、人の姿すがたが見えた。

　デルは驚おどろいた。案か山か子しの見間違いかと思ったが、確かに動いている。体たい格かくからすると男だん性せいで、鍬くわを振ふり上げては振り下ろし、畑を耕しているかのようだ。しかし、一いつ箇か所しよから動いていない。

　思い切って高度を下げ、着陸する。雑草は彼女の腰こしほどの高さに生おい茂しげっていた。男はほんの数十歩の距きよ離りにいた。黒い翼を持つ少女が空から舞まい降おりてきたというのに、何の関心もないらしく、同じ場所で鍬を振るい続けている。顔は麦わら帽ぼう子しの陰かげになって、よく見えない。彼女はすぐに予想がついたものの、それでも確かく認にんするために、雑草をかき分け、恐おそる恐る近づいていった。

　顔が見える距離まで近づくと、ぎょっとして立ち止まった。予想していたとはいえ、恐きよう怖ふで心しん臓ぞうが縮ちぢみ上がる。男の顔はひどく腐ふ乱らんしており、顔の右半分からは完全に肉が削そげ落ちて、白い頭ず蓋がい骨こつが露ろ出しゆつしていた。

　ごくりと唾つばを飲みこみ、悲鳴が洩もれそうになるのをこらえる。ゾンビを目にするのは初めてではない。スケルトンと並ならぶ下級のアンデッドで、たいして強くはないことも知っている。今の自分はゾンビなど恐れる必要はないのだということも、頭では分かっている。それでも、十三歳さいの少女としての感性が、動く死体に恐怖と嫌けん悪お感を覚えてしまうのは、どうしようもなかった。

　ゾンビは無意味な農作業を続けているだけで、襲おそってくる気配はない。彼女はそろそろと後こう退たいし、その場を立ち去った。しばらく心臓がどきどきしていた。




　村の中も荒こう廃はいしていた。家々は手入れされておらず、窓まどが割われていたり、屋根に穴あなが空いていたりした。夜の闇やみはしだいに濃こくなってきているのに、やはりどの家も明かりをつけない。人の声も家か畜ちくの鳴き声も聞こえず、生気というものがまるで感じられなかった。この村は死んでいるのだ。

　にもかかわらず、そこには音があった。馬の足音。荷車の車輪の音。断だん続ぞく的に釘くぎを打つ音。規き則そく正しく金きん属ぞくを打つ音──死に絶たえた村にあるはずのない音。

　子供たちの話していたことは本当だった。ここはゾンビの村なのだ。

　ある家の台所では、女のゾンビがありもしない粉をこねる動作をぎくしゃくと続けている。樹きの下では小さな女の子のゾンビがブランコをしている。その横では、男の子のゾンビと犬のゾンビがよたよたと円を描えがいて、いつまでも終わらない追いかけっこをしている。ゾンビの馬に引かれた荷車が、ゾンビの御ぎよ者しやを乗せ、村の通りを意味もなく往おう復ふくしている。大工のゾンビは屋根の上で釘を打ち、鍛か冶じ屋のゾンビは金かな床とこを槌つちで叩たたいている。小さな酒場では、テーブルを囲んだゾンビの客たちが空っぽのジョッキを上げ下げして、ビールを飲んでいるふりをしており、カウンターの中では太ったゾンビの主人が同じグラスをえんえんと磨みがいている。

　ゾンビは同じ動作を繰くり返しているだけで、侵しん入にゆう者しやには何の関心も示しめさず、襲いかかってくる気配はまるでない。たとえいっせいに襲いかかってきても、今の自分の力なら容よう易いに撃げき退たいできるはずだ。試ためしてみるまでもなく、彼女は自分の実力を知っている。

　しかし、いくら危き険けんがないといっても、不気味で恐ろしいことに変わりはない。魂たましいのない死体たちの中にひとりぼっちでいるのは、単なる孤こ独どくよりも寂さびしく、不安で、気が滅め入いってくる。恐怖をまぎらわそうと、無理して皮肉っぽい笑えみを浮うかべてみる。実じつ際さい、皮肉な気分だった。いくら魔ま獣じゆうになっても、人間の少女としての感性はそう簡かん単たんには克こく服ふくできないものらしい。

　いっそ心まで完全に魔獣になれば、恐怖も消え失うせるだろうに。

　困こん惑わくが少し薄れてくると、疑ぎ問もんが湧わいてきた。ゾンビというのは暗黒魔法や古代語魔法で甦よみがえった死体で、術じゆつ者しやの命令に忠ちゆう実じつに従したがう。しかし、死んだ村人たちに生前の暮くらしのパロディを演じさせる意味が、どこにあるのか。村に近ちか寄よる者をおびえさせ、追い返すためか。あるいは生前の村人たちに恨うらみがある者で、遺い体たいを辱はずかしめるためにやっているのか。あるいは面おも白しろ半分のいたずらか。何にしても悪あく趣しゆ味みとしか言いようがない。

　彼らにこんな無意味な動作をさせている者がどこかにいるはずだ──歪ゆがんだ心を持つ魔法の使い手が。

　村の通りを歩いていると、突とつ然ぜん、大きな音がした。びくっとして耳をふさぐ。からんからんと金属の鳴る音──鐘かねの音だ。

　それまでなかったものに気がついた。明かりだ。ゆるい坂道になった通りの突つき当たりにある建物で、他ほかの家よりひと回り大きく、傾けい斜しやのきつい三角形の屋根がある。音はそこからしていた。鐘しよう楼ろうがあるところを見ると教会だろうか。

　その窓に灯ひが点ともっている。ゾンビに明かりが点つけられたり、夕べの鐘を鳴らせるとは思えない。ということは人がいるのか。

　確たしかめてみる必要がある。

　その館やかたに向かって坂道を登ってゆきながら、この翼つばさを見られるのはまずいな、と思った。そこで、魔獣になってからの二日間、一度も試したことはなかった変身能力を使うことにした。誰にでも化けられるわけではない。顔を知っている人間でなくてはならない。デルの最もよく知る人間と言えば、もちろん人間であった時のデル自身である。だからその姿すがたになることにした。

　歩きながら、大きな翼がすうっと収しゆう縮しゆくし、背せ中なかに吸すいこまれた。変身に要した時間はわずか数秒。今の彼女は、どこから見ても人間の少女である。

　暗い空から雨がぱらつきはじめた。




　教会の前に来た。錆さびた鉄てつ柵さくの外に立ち、建物を間近で見上げる。礼れい拝はい堂どうと司祭の館が一体になっているようだ。やはり手入れされておらず、壁かべは蔦つたで覆おおわれ、荒廃した印象だった。明かりさえなければ無人だと思ったことだろう。当然あるはずの、宗しゆう派はを示すシンボルがどこにも見当たらない。古くなって落ちたのだろうか。

　しばらくためらっていたものの、雨足が強くなってきたので決意を固めた。このまま外にいて、びしょ濡ぬれになりたくはない。鉄の門もん扉ぴは閉とじていたが、盗とう賊ぞくの訓練を積んだ彼女にはどうということはなかった。ひょいと身軽に壁を乗り越こえ、中庭に降おり立つ。庭は雑ざつ草そうが生おい茂しげっており、ひどい有様だった。雨が草の葉を打つ音が騒そう々ぞうしい。

　雑草をかき分けて入口に歩み寄った。錆びたノブに手をかけて、大きな両開きの扉とびらを少し押おしてみる。油の切れた蝶ちよう番つがいが、悲鳴のような不ふ快かいなきしみを上げた。これでは館の中にいる者に聞こえてしまうな、と思ったが、慌あわてはしなかった。こそこそ侵しん入にゆうする意味はない。相手が何者だろうと、たぶん今の自分の方が強い。そう思って、肩かたを扉に当て、思い切って押し開けた。

　次の瞬しゆん間かん、闇やみに包まれた礼拝堂の奥おくで、弦つるがはじける音がしたかと思うと、胸むねに強い衝しよう撃げきが走った。

　のけぞってよろめきながら、驚おどろいて胸を見下ろす。太いクロスボウの矢が左胸に突き立っていた。罠わなにひっかかったと気づくと同時に、爆ばく発はつ的な激げき痛つうが襲ってくる。メイガスに刺さされた時と同じような痛み。目がくらむ。

「あふ……」

　デルは膝ひざをついた。片手でノブにしがみつき、どうにか倒たおれるのをこらえる。激はげしく咳せきこみ、口から血を吐はいた。矢は肺はいまで貫かん通つうしているようだ。まだ人間だったなら、確かく実じつに死んでいたはずだ。

「ちょっと……油ゆ断だん……したかな？……」

　苦痛にあえぎながらも、彼女は唇くちびるを歪ゆがめて笑った。左手でノブをつかんで体を支ささえながら、右手で矢を握にぎり、一気に引き抜ぬく。傷きず口ぐちから血がほとばしる。またも強きよう烈れつな激痛。彼女は館じゅうに轟とどろくような悲鳴を上げた。

　意い識しきを失いそうになるのを必死でこらえながら、暗黒魔法を唱える。傷が急速にふさがって出血が止まる。失われた血けつ液えきも戻もどってくる。苦痛から解かい放ほうされた反動で、温かい心地ここち良さが全身を包む。

　よろめきながら立ち上がった。翼が背はい後ごに広がっているのを感じる。苦痛のあまり心が乱みだれたので、変身が解とけたのだ。

　それはたいしたことではない。もう一度変身すればいいだけだ。困こまったのは、矢を引き抜いた際さい、鏃やじりに布ぬのがひっかかって、すでにかぎ裂ざきだらけだったシャツが、さらに大きく裂けたことだった。彼女は自分の姿を見下ろし、悲しい気分になった。布がぺろりと垂たれ下がって、ふくらみかけた左胸が大きく露ろ出しゆつしており、みっともない。

「おや、かわいいお客さんだこと」

　妙みようにかん高い男の声に、はっとして顔を上げた。反はん射しや的に腕うでを交差させ、胸を隠かくす。

　何列も並ならんだ会かい衆しゆう用のベンチの向こう、質しつ素そな演えん壇だんの横にあるもうひとつの出入口のところに、長身の人ひと影かげが立っていた。声は男だが、長い黒くろ髪かみで、全身を覆う花はな嫁よめ衣い裳しようのような白いドレスを着て、ランプを手にしている。指がやけに細くて白い。幽ゆう霊れいを思わせるが、実体はあるようだ。

　顔は分からない。奇き妙みようなことに、仮か面めんをかぶっているのだ。木の葉のような形をした白い木の仮面で、目の部分と口の部分は三日月形にくり抜かれ、笑っているように見える。
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　変身するのは間に合わない。翼つばさを見られてしまった。

「小妖精フエアリイさん？　樹の精霊ドライアドさん？　それとも風の精霊シルフさんかしら？　何にしても歓かん待たいするわ。お客様なんてめったに来ないから」

　仮面の男（男だろうか？）はそう言いながら、優ゆう雅がな足取りで近づいてくる。デルはとまどい、胸をしっかりかばいながら、思わず一歩、後ずさりした。逃にげるべきかどうか迷まよう。危き害がいを加えられるかもしれないという恐きよう怖ふではなく、得体の知れない相手と出会ってしまったことで、ひどくおびえていた。少女の背中から生えた異い様ような翼を目にしているはずなのに、そいつはまったく動じている様子も、変に思っている様子もない。それになぜ仮面を着けているのか？

「そんなとこに突っ立ってないで」と、男は女のような口調で言った。「どうぞお入りなさいな。ドアを閉しめてくださらない？　雨が吹ふきこんでくるから」

　とりあえず攻こう撃げきしてくるつもりはないようだ。デルは警けい戒かいしながらも、礼拝堂内に足を踏ふみ入れ、左手でドアを閉めた。その際、ドアの上じよう端たんに紐ひもが結ばれ、それが壁かべ沿ぞいにいくつかのフックを経けい由ゆして、ホール奥の祭さい壇だんに設せつ置ちされたクロスボウにつながっていることに気がついた。こんな初歩の罠にひっかかるなんて！　彼女は自らの力を過か信しんした不注意をひどく恥はじ、続いて、自分にまだ「恥はじ」という感かん情じようがあることを意外に思った。

　雨の音がさえぎられ、室内は静かになっていた。彼女は右手で左胸を押おさえながら、勇気をふるって、近づいてきた怪かい人じん物ぶつと対たい峙じした。

「あたしはアゾ。この村の司祭よ。あなたは？」

「私は……」

　名乗っていいものかどうか、デルが迷っていると、男は「ああ、ちょっと待って」と手を上げてさえぎった。

　デルはまた、背せ筋すじがぞっとなった。細くて白い指に見えたのは錯さつ覚かくで、男の手には肉がなく、漂ひよう白はくしたような真っ白い骨ほねだけだったのだ。袖そでの奥に見える腕も骨しかないようだ。よく見れば、髪の毛（おそらく鬘かつら）とドレスの襟えりで隠してはいるが、頭部も頸けい椎ついだけで胴どう体たいから支ささえられているらしかった。

　こいつもアンデッドなのか。仮面の奥にあるのはドクロに違ちがいない。しかし、明らかに自分の意思で喋しやべっているところを見ると、ゾンビの類ではなさそうだ。

「当ててみせるわ。あなたの雰ふん囲い気きからすると……」

　アゾは仮面をゆっくりと上下させた。少女の姿すがたを上から下まで観察しているのだろう。アンデッドとはいえ、他人にじろじろ見られ、デルは肩かた身みの狭せまい思いがした。顔が火ほ照てるのを感じる。しかし、翼を見られるのが恥ずかしいのか、服が破やぶれているのが恥ずかしいのか、自分でもよく分からない。

「Ｍのつく名前よね。体の線とか、黒い髪とか、いかにもＭのイメージだものね。ミーシャ？　マリオン？　メグ？　メリッサ？」

「…………」

「違うの？　ああ、そうか。モリイね！」

「いえ──」

「やっぱり！」アゾは得意げに言った。「あたしは人の名前を当てるのがうまいのよ。よろしくね、モリイ」

　有う無むを言わせぬ口調に、デルは反はん論ろんする気も起こらず、モリイでいいやと思った。こんな状じよう況きようでアンデッドと口論するのも馬ば鹿か馬鹿しい。

「ちょっと待っててね」

　と言うと、アゾは祭壇に設置された大型のクロスボウに歩み寄より、ハンドルを回して弦つるを巻まき上げはじめた。祭壇は白木を組み立てて台にしただけの質しつ素そなもので、やはり宗しゆう派はを表わすものは何もない。

「ごめんなさいね。このところ物ぶつ騒そうなもんだから。山さん賊ぞくがうろついてて。こんな仕し掛かけのひとつもないとね──怪け我がはなかった？」

「ええ……」

　デルはますます困こん惑わくした。なぜこんな質問をするのだろう。さっきの悲鳴は聞こえただろうし、床ゆかに飛び散った血も見えているはずなのに。

　もしかしたら、愚おろかなふりをして油ゆ断だんさせるつもりなのだろうか。だとしたら、あまりにも見え透すいている。ひっかかるのはよほどの愚か者だ。人生の目的を失い、もはや自分の生命など惜おしくないデルだったが、やはり露ろ骨こつな罠わなにかかってマヌケな死に方をするのはごめんだった。同じ死ぬにしても、ましな死に方をしたい。

　そんな彼女の困惑などまるで眼がん中ちゆうにないかのように、アゾは新しい矢をセットし終えると、振ふり返って言った。

「道に迷ったの？　お腹なかは空すいてない？　ちょうど夕食の準じゆん備びにかかろうと思ってたところ。あなたの分も用意するわ。いかが？」

　アンデッドの食事──どんなものが出てくるか想そう像ぞうし、デルは胸むねがむかついた。

「いえ、結けつ構こうで……」

「あら、そう！　ぺこぺこなのね！　さっそく用意しなくちゃね！」

　陽気にそう言うと、アゾは楽しげな足取りで奥おくに向かった。デルはため息をついた。どうやらこいつは、こっちの話を聞く気はないらしい。

　しばらく調子を合わせてみるしかない。




　予想に反して、食堂のテーブルに並ならんだのは、腐くさった人肉でも生血でもウジ虫でもなかった。しかし、食しよく欲よくをそそるものでもない。アゾが「シチュー」と呼よんでいるのは、皿に入った茶色い泥どろ水みずだ。「サラダ」は雑ざつ草そうの葉で、「ポテト」は粘ねん土どの塊かたまり、「ハム」は丸く切った紙、「ワイン」はただの水……小さな子こ供どもがままごと遊びで作るような代しろ物ものだが、食器だけは上等だ。

　手を合わせ、神への祈いのりらしいものをぶつぶつとつぶやくと、アゾは食事をはじめた。スプーンで「シチュー」をすくい上げては、仮面の口の部分に持っていってすするまねをし、「うーん、我われながらいい味つけね！」「やっぱりこんな日に温かいシチューは最高よね」などと自画自じ賛さんする。考えてみれば、食道も胃い袋ぶくろもない骨だけのアンデッドが何かを食べられるはずがない。もう死んでいるのだから、何も食べなくてもいいはずだ。食べているふりをするだけで充じゆう分ぶんなのだろう。

　それにしてもアゾの口調は大おお真ま面じ目めで、ふざけて子供っぽい遊びをしているようにも思えなかった。まるで本当に食事を楽しんでいるようなのだ。

「あなたもお食べなさいな、モリイ。遠えん慮りよなんかしないで。シチューは冷めたらおいしくなくなるわよ」

　言われてデルは、恐おそる恐るスプーンで泥水をすくった。それを口に持っていき、すするふりだけして、皿に戻もどす。

「どう、お味は？　おいしい？」

「ええ、とても……」

「そう、それは良かった！　いくらでも召めし上がれ。お代わりはあるから。雨が降ふってるわね。今夜は泊とまってお行きなさい。空いている部屋はあるわ。朝食も用意してあげる」

　デルは小声でおざなりな感かん謝しやの言葉を述のべた。馬ば鹿か馬鹿しいと思いつつも、雑草や紙をフォークでつついたり、泥水をすくったりして、食べるまねを続ける。アゾはご満まん悦えつだった。本当に彼女が食べていると思っているようだ。

　朝になったらまた山に鳥を狩かりに行こう、とデルは思った。この分では朝食も似たようなものだろうから。

「あの村のゾンビたち……」デルは思いきって訊たずねた。「あれはあなたがやったの？」

「えっ、村の何って？」

「村の人たち。みんなゾンビに……」

「ああ、村の人たち！　みんないい人ばかりよ。みんなあたしを慕したってくれるし。牧場を営いとなんでるクレイグさんは、毎朝、新しん鮮せんなミルクを届とどけてくれるの。大工仕事も得意でね、この前もただで塀へいを直してもらったわ。未み亡ぼう人じんのマイアさんは、ちょくちょく教会のお掃そう除じに来てくれるの。こんな大きな建物だから、お掃除はけっこう大変なのよ。ダルトンさんからはこの前、パンをどっさりいただいたわ。彼の娘むすめさんの病気を治してあげたんで、そのお礼にね。そうそう、息子むすこさんのバートも、素す直なおないい子ね。小さい頃ころから知ってるけど、とてもたくましい好青年に育ったわ。この前からレイマーさんとこのリンダと恋こい仲なかになってね、もうじき結けつ婚こんする予定なの。もちろん、式ではあたしが祝福することになってるわ」

　アゾはとにかくよく喋しやべり、デルが口をはさむ暇ひまがなかった。村の誰だれそれと誰それは仲が悪くて困こまってるとか、誰それの家の子供が夜中に熱を出したとか、誰それの焼くクッキーは甘あまくておいしいとか、こと細かに語ってみせる。聞いていると、平和な村の平へい凡ぼんな日にち常じようが脳のう裏りに浮うかんでくるようだ。

　すべて虚きよ構こうだが。

「司祭って言ってたけど」ようやくアゾの話が途と切ぎれたので、デルはまた質しつ問もんした。「どんな神様を崇すう拝はいしてるの？　ラーダ？　マーファ？　それとも……」

　ファラリス、と言いたかったが、彼女はこらえた。

「ふふっ」アゾは小馬鹿にしたように鼻を鳴らした。「あたしの神様はそんなんじゃないわ。もっと偉い大だいなお方よ」

「誰なの？」

「名前なんてないわ。ＡからＺまで、すべてのイメージを含ふくむお方。あまりにも偉大すぎて、どんな名前もつけられないお方なのよ」

　名もなき狂きよう気きの神か。

　デルは納なつ得とくした。名もなき狂気の神の信者は、みな深い狂気に蝕むしばまれており、独どく自じの論ろん理りに従したがい、普ふ通つうの人間から見れば理り屈くつに合わない行動をする。村人の死体にあんな悪あく趣しゆ味みなことをさせるのも、翼つばさを見ても驚おどろかないのも、おかしな言動の数々も、こいつが名もなき狂気の神の暗黒司祭ダークプリーストだとすれば不思議ではない。

　やがて食事が終わると、アゾはまた手を合わせて、狂気の神に感謝を捧ささげた。

「さあ、モリイ。お部屋に案内するわ」

　デルはおとなしくアゾについて行った。警けい戒かい心はいくらか薄うすれていた。胸むねを隠かくすのもいつの間にか忘わすれている。自分を女だと思いこんでいるアンデッドに胸を見られるのが、はたして恥はずかしがるべきことなのか、よく分からなくなってきていた。こいつの狂気がいくらか伝でん染せんしたのかな、と思う。

　案内されたのは二階の通路の突つき当たりにある部屋だ。何年も使っていないらしく、蜘く蛛もの巣だらけで、壁かべには雨あま漏もりの大きな染しみがあり、黴かび臭くさかった。アゾによれば「マイアさんが定期的にお掃除してくれている」はずなのだが。

　アゾが「お休みなさい」と言って部屋を出ると、デルはさっそく部屋の中を徹てつ底てい的に調べた。壁から毒どく針ばりが飛び出してこないか。天てん井じようは落ちてこないか。床ゆかに落とし穴あなはないか。ベッドの下には仕し掛かけはないか……さっきの失敗の轍てつを踏ふむまいと念入りに点てん検けんしたが、何もなさそうだった。

　衣い裳しようダンスの中に女物の衣類を見つけた。ここに住んでいた（本物の）司祭のものだろうか。背せ中なかの大きく開いたドレスを見つけたので、着き替がえることにした。これなら翼があっても着られる。黴臭かったし、彼女には少し大きかったが、ボロボロになった服よりはましだろう。

　アゾに敵てき意いはないようだったが、狂くるったアンデッドを完全に信しん頼らいするわけにはいかない。念のため、ドアに鍵かぎをかけたうえ、小さなテーブルを動かしてふさいだ。無理に押おし入ってこようとしたら、テーブルが音を立てて倒たおれるので、目が覚めるはずだ。

　ようやく安全を確かく信しんすると、デルはベッドにうつ伏ぶせに倒れこんだ。埃ほこりがぱっと舞まい上がる。今日はいろいろありすぎて疲つかれた。もう起き上がりたくもない。疑ぎ問もんはいっぱいあるが、考えたくない。

　眼めを閉とじると、彼女はすみやかに眠ねむりに落ちた。




　こうして、少女とアンデッドの奇き妙みような日々がはじまった。

　毎朝、アゾは夜明けの鐘かねを鳴らした後、少女を起こしに来る。二人はいっしょに食事をする。四角い木切れのパン、泥どろのバター、木もく炭たんのクッキー、泥水のお茶。

　奇き怪かいな朝食が終わると、デルは一人で山に散歩に出かける。本当の食事をするためだ。暗黒魔法で鳥を落とし、あるいは清流の中にいる魚を殺して、火を熾おこして焼いて食べる。川の水を飲んで渇かわきを癒いやす。これで一日は持つ。時には本物のパンが恋こいしくなることもあるが、我が慢まんするしかない。雨風をしのげる家があるだけでも、魔ま獣じゆうとしては贅ぜい沢たくすぎるというものではないか。

　衣服にも不自由しなかった。教会にも村の家々にも、探さがせば女物の服がいっぱいあった。虫食いでぼろぼろになったものも多かったが、着られるものも何着も見つけた。特に彼女が気に入ったのは、スカート丈だけが脛すねまである喪も服ふくだった。黒は自分の好きな色だ。サーラも似に合あうと言ってくれた。翼の色とも合う。それに死者の村で暮くらすのに、喪服以上にふさわしい衣裳があるだろうか？

　サイズはやや大きめだったが、裁さい縫ほう道具も見つけたので、仕立て直すのは難むずかしくなかった。服の背はい面めんを大きく切り開き、首から腰こしのあたりまで背中を露ろ出しゆつさせて、翼が自由に出し入れできるようにした。変身して翼をしまっておくことはできたが、元の姿すがたに戻もどるたびに服が破やぶれるのが嫌いやだったのだ。

　太陽が真南に来る頃ころ、アゾは正午の鐘を鳴らす。それを聞いたデルは教会に戻ってきて、「昼食」をつき合う。

　午後はアゾといっしょに村の中をぶらつく。最初の数日はやはり気味悪かったが、慣なれというのはたいしたもので、すぐにゾンビたちの間を歩き回ることを当たり前のように感じるようになった。

　さすがに陽ひ射ざしは苦手なのか、アゾは外出の際さいには爪つま先さきまですっぽり隠かくれる長いスカートを穿はき、手には手て袋ぶくろをして、フードを深くかぶる。ゾンビに出会うと、いちいち「こんにちは、レイマーさん」とか「元気そうね、レティシア」などとあいさつする。無む論ろん、ゾンビは何も答えないのだが、彼の耳には返事が聞こえているかのようだ。時には立ち止まり、何も言わないゾンビを相手にえんえんと長話をすることもある。アゾはただ喋しやべるだけでなく、相手の（架か空くうの）問いかけに答えたり、「そうそう」とか「ええ、まったく」とか「そうじゃないかと思ったのよ」と相あい槌づちを打ったりもする。

　まったく理り解かいできないひとり言を、デルは横で黙だまって聞いている。ちょくちょく「あなたはどう思う、モリイ？」と話を振ふられることがあるが、「ええ、たぶん」とか「私もそう思います」とか曖あい昧まいな返事でごまかす。それでもアゾには正しい返答のように解かい釈しやくされるらしい。お喋りは支し障しようなく続けられる。

　よく聞いていると、ゾンビたちの役やく割わりは日によって少しずつ違ちがっているようだ。ある日には「牧童のロム」と紹しよう介かいされたゾンビが、次の日には「レン」と呼よばれ、酒場で働いていることになっている。ある日には「セドナ」という名の若わか奥おくさんだった女のゾンビが、いつの間にか未み婚こんの「シャーラ」になっている。何十体ものゾンビの名前と職しよく業ぎようをすべて暗記するのは、狂ったアンデッドの頭では難むずかしすぎることなのだろう。役割はその日の気まぐれで、なかば即そつ興きようで決められているらしい。だが、アゾ自身はまったく矛む盾じゆんに気がついていないように見える。連続性せいなどどうでもよく、その場その場のつじつまさえ合っていればいいようだ。

　彼はデルにもよく話しかけてきた。お茶は熱いのが好きかぬるいのが好きか。来年の収しゆう穫かく祭さいでダンスを踊おどってみないか。村の男の子の中で誰がいちばんかっこいいと思うか……しかし、決して「あなたは誰？」とか「どこから来たの？」というような当然の質しつ問もんは口にしない。翼つばさのことも訊たずねない。そんなことは彼にとって関心外なのだろうか。デルも自分から事じ情じようを説明するつもりはなかった。話したって無む駄だだろうと思う。最初の夜の会話で分かったように、アゾは自分の創つくった設せつ定ていに合わない言葉は、都合よく無む視しするのだ。

〝モリイ〟の設定も変化した。最初は「山を歩いていて迷まい子ごになった少女」だったのが、いつの間にか「司祭の見習いとして教会にやって来た」ことになり、さらに「遠くの親しん戚せきから預あずかった子こ供ども」になった。デルが村に来て一週間目には、〝モリイ〟はアゾの妹で、ずっと前からこの村で暮くらしていることになっていた。設定が変わるたびにデルは少しとまどったものの、特に不満を洩もらす理由もなく、与あたえられた役割を従じゆう順じゆんに受け入れ、アゾに話を合わせた。

　不思議なことに、〝モリイ〟という名前だけは一いつ貫かんしていた。その名を口にする時の彼の口調には、深い愛着が感じられる。もしかしたら本当に、生前の彼の妹の名なのかもしれない、とデルは思った。

　アゾを理解することは不ふ可か能のうだった。だが、その存そん在ざいを許きよ容ようすることはできた。彼はおそらく、現げん実じつを完全に拒きよ否ひし、空想の世界で生きているのだろう。本当は男なのに、自分を女だと思いこんでいる。とっくに死んでアンデッドになっているのに、まだ生きていると思いこんでいる。村人もみんな元気だ。かわいい妹の背せ中なかに翼なんか見えない。自分の周囲の世界は何もかも正せい常じようだ……。

　普ふ通つうの人間からはおかしく見えても、彼の歪ゆがんだ世界観からすれば、何もかも筋すじの通ったことなのだろう。

　陽ひが落ちると教会に戻り、夕べの鐘かねを鳴らした後、また二人で「夕食」を取る。食事の間もずっと話し合っている。とりとめのない質問、曖あい昧まいな返答、明らかな虚きよ構こう、成立しない会話──二人は互たがいに相手を理解していないし、理解しようという気すらない。目の前にいるというのに、厚あつい壁かべによって隔へだてられているかのように、相手の真の姿は見えていない。

　夜が更ふけると「おやすみなさい」を言ってベッドに入り、一日は終わる。そしてまた陽が昇のぼり、虚構の一日がはじまる。




　ある意味、ここはデルにとってくつろげる場所だった。翼を目にしているはずなのに認にん識しきしていないらしいアゾ。そもそも意識すらないゾンビたち。彼らの前では、人間に化ける必要はない。ありのままの自分でいられる。誰かに咎とがめられることも、恐おそれられることもない。奇き異いの目で見られることもなく、羞しゆう恥ち心にも劣れつ等とう感にも罪つみの意識にも苛さいなまれることはない。その一方で、死者たちとはいえ、人の姿すがたをして常つねに動いているものが周囲にいることで、さほど孤こ独どくを感じずに済すんだ。

　時間はたっぷりあったので、空を飛んで、村の周囲をあちこち探たん索さくした。近くの村に通じる道は、森の中を通っているのだが、何年も使われていないらしく、雑ざつ草そうに埋うもれかけていた。よほど好こう奇き心しんの強い者でなければ通ろうとしないだろうし、財ざい宝ほうもないのだから冒ぼう険けん者しやも訪おとずれるはずがない。その気になれば、外界と隔かく絶ぜつした環かん境きようで、この先何十年でも平へい穏おんに暮くらしていけそうに思えた（それは甘あまい考えであることをじきに思い知らされるのだが）。

　教会の裏うら手ての森には墓ぼ地ちがあった。正せい確かくに言えば、かつて墓地であった場所だ。今は墓標がすべて倒たおされ、地面には何十もの穴あなが開いている。穴の底には泥どろ水みずが溜たまっていた。アゾがここから死体を調達したのは明白だ。

　疑ぎ問もんはいろいろあった。アゾはなぜ狂くるったのか。ゾンビたちにあんな芝しば居いをさせることを思いついたのは、そもそもどんな動機からだったのか。村を全ぜん滅めつさせたのは本当に疫えき病びようなのか。アゾはただ墓はか場ばを掘ほり起こし、死体を見つけただけなのか。もしかしたら、病気に見せかけて暗黒魔法で虐ぎやく殺さつしたのではないのか……。

　確たしかめる方法はない。質問したってはぐらかされるに決まっている。いや、アゾには質問の意味すら理り解かいできないのではあるまいか。「村の人が死んだ？　いったい誰が死んだって言うの？」と。村人をゾンビにしたことすら忘わすれているようでは、それ以前の記き憶おくも失われているに違いない。

　そもそも真実を確かめて何になる──と、彼女は自問自答した。アゾの罪を咎められるのか？　罪を犯おかしたことさえ覚えていない者を？　それに、邪じや悪あくな存在である自分に、他人の罪をとやかく言う資し格かくがあるのか……？




　アゾと暮らした二週間ずっと、平穏な心しん境きようだったわけではない。あの夜の出来事のフラッシュバックは、頻ひん繁ぱんにデルを苦しめた。何日かに一度、ひどく絶ぜつ望ぼう的な気分になり、真しん剣けんに死を考えることがあった。

　どうやって死のうかと思い悩なやんだ。強きよう靱じんな肉体を有する魔ま獣じゆうの息の根を止めるのは、かなり難むずかしそうだ。湖に飛びこんでも、溺でき死しするまでにいったい何分苦しまねばならないだろうか。毒薬もよほど強力なものでないと効こう果かがないだろう。崖がけから飛び降おりても生き残るかもしれない。中ちゆう途と半はん端ぱな負ふ傷しようはただ痛いたいだけで、意味がない。クロスボウで撃うたれた時のように、傷きずを負っても本能的に治ち癒ゆ呪じゆ文もんを唱えてしまうだろうから。

　いろいろ考えた末、首を切せつ断だんするのがいいのではないかと思った。翼のうち上の二枚まいは、縁ふちが刃は物もののように鋭するどく、堅かたい革かわ鎧よろいでさえ切り裂さける。それを交差させて首に当て、ハサミで斬きるように一気に切断すればいい。痛みは一いつ瞬しゆんで、すぐに死ねるだろう。

　実じつ際さいに翼を首に当ててみたものの、なかなか決心がつかなかった。死ぬのが怖こわかったのではなく、どうしても死なねばという強い意い志しが湧わいてこなかったのだ。

　自殺というのはただ何となくできるものではないと、彼女は思い知らされた。魂たましいがどんなに苦しもうと、やはり腹はらは減へる。人間よりもはるかに強い生命力を有する肉体が、生きたいと望んでいる。空っぽの心では、それに勝てない。迷まよっているうちにだんだん馬ば鹿からしくなってきて、死ぬのをあきらめる──その繰くり返しだ。

　もっとも、その気になればいつでも死ねるという事実は、ある意味、彼女にとって慰なぐさめとなった。何百年も生き続けることを想そう像ぞうし、絶望することはなくなった。嫌いやになればいつでも現げん実じつから逃にげ出せるのなら、急いで死ぬことはない。もうちょっと回り道してみたってかまうまい。




　考える時間はたっぷりあった。死以外のこともいろいろ考えた。サーラのことは特によく思い出した。

　彼に出会うまでの三年あまり、彼女の心はずっと闇やみの中にあった。誰にも自分の心を理解してもらえなかった。八歳さいの時に四人の男たちから受けた暴ぼう虐ぎやくはあまりにも苛か酷こくで、誰にも話すことができなかったのだ。心に受けた傷は深かったが、他人に傷をさらけ出せば、さらに激はげしい痛みを生んだだろう。心の中にしまいこみ、自分だけでじっと耐たえるしかなかった。

　空しい日々だった。心しん臓ぞうは動いていたが、生きているとは言えなかった。心は死んでいた。つらい現実から逃のがれるために、外界を拒きよ否ひした。あらゆるものに無感動だった。仮か面めんのように無む表ひよう情じようで、笑うことも泣くことも忘れていた。

　あの頃ころの自分はゾンビだった──思い返して、彼女はそう感じた。

　ドレックノールの「闇の王子」ジェノアからの接せつ触しよくがあった時、彼女はそれを拒否できなかった。ファラリスへの入信と、ザーンに対する裏切り──そんな忌いまわしい誘さそいなど、きっぱり断わるべきだった。大人たちに通つう報ほうするべきだった。ジェノアはザーンの敵であると同時に、父を殺し、自分を辱はずかしめた者たちの上司なのだ。そんな奴やつの仲間になどなれるはずがないではないか。

　にもかかわらず、ジェノアは接触してきた。彼女が仇かたきであるはずの自分の味方になってくれるはずだという、不ふ可か解かいな確信を抱いだいて。

　いや、決して不可解ではない。ジェノアは勝つ見こみのない賭かけなどしない男だ。そのうえ人間の心理を見み抜ぬくのに長たけている。彼が「可能だ」と信じて実行に移うつしたなら、それは可能なはずなのだ。

　それを知っていたからこそ、彼女の心は動いた。ジェノアが自分の中に何を見たのか、知りたくなった。彼はなぜ、私がファラリス信者になると思ったのだろうか。なぜ私が悪人の味方になどなると思ったのだろうか……？

　彼女は自分を理解してくれる人を求めていた。同時に、自分自身を理解したかった。

　ジェノアやその手先たちと何度か接触するうちに、彼女はしだいに自分の中にあるものに気がついていった。ジェノアに見えたもの──圧あつ倒とう的な心の闇。今はまだ眠ねむっているが、目覚めさえすれば、たちまち花開く力。その気になれば国を支し配はいし、世界を滅ほろぼせるほどの力。

　そんな心の闇こそ、ファラリスの愛するものだ。それは幸福に育った者には決して宿らない。この世が暴力と不ふ条じよう理りに支配されていることを痛つう感かんしている者、愛は無力で幸福ははかないものだと身に染しみて知っている者だけが、地じ獄ごくに続く底なしの闇を覗のぞきこみ、ファラリスの声を聞くことができるのだ。

　それでもなお、デルは決定的な一歩を踏ふみ出すのをためらっていた。踏み出してはいけない理由を探さがし求めた。社会の規き範はんだの法だのは、この際さい、どうでもいい。自分の心の中に、誘ゆう惑わくを拒否する理由があるかどうかだ。

　見つからない──考えれば考えるほど、ジェノアの言う通り、自分がファラリスに入信するのは必然であり、自然なことのように思われた。それが彼女をおびえさせた。自分が邪じや悪あくだと認みとめることが恐おそろしかった。

　そんな時、サーラが現あらわれた。なぜ彼を好きになったのか、自分でも説明できない。他の少年たちと何が決定的に違ちがったのか。あるいは時期の問題だったのかも。ジェノアから誘惑を受け、心が揺ゆれていたあの時期に出会わなかったら、愛など芽生えなかったかもしれない。

　何にせよ、恋こいに落ちるのに明めい確かくな理由などない。雷かみなりに打たれるように、唐とう突とつに、何の必然性せいもなく、それは襲おそってくるものなのだ。

　新たな苦しみが生まれた。サーラの登場は、心を覆おおっていた闇のカーテンを引き裂さき、ひとすじの光を差しこんだ。自分は死んではいない、まだ人を好きになれる感情があるという事実は、彼女をいっそうおびえさせ、悩なやませた。人を愛することは、彼女にとって恐きよう怖ふだった。それは裏うら切ぎられるのではないかという不安と表ひよう裏り一体だった。

　そもそも誰だれかを愛したからといって、何がどうなるというのか。どんなに愛しても、想おもいを打ち明けられない。打ち明けられるはずがない。愛するからには仮面をかなぐり捨すて、素す顔がおをさらさなければならない。だが、愛する少年に心の闇やみをさらけ出す勇気など、私にはない。そんなことをしたら恐れられ、嫌きらわれるに決まっている。

　そうだ、サーラに愛される資し格かくなんて、私にはない。あきらめよう。たとえ愛されなくても、遠く離はなれても、彼が生きていてくれるというだけで私は満足だ……彼女は一度はそう決心した。

　それなのに。

　サーラはファラリスに入信しようとしていた自分を救うために、危き険けんを冒おかして駆かけつけてきてくれた。皮肉にもそれが、最後のひと押おしとなった。少年の勇気ある行動を目にして、屈くつ服ぷくするしかなくなった。サーラを好きでないふりをして自分を偽いつわることが、もはや不可能になった──「欲よく望ぼうのままに生きよ」というファラリスの教えの、真の意味に目覚めた。

　私はサーラが好き。彼に死んで欲ほしくない、彼に愛されたい。この欲望を封ふうじるのは間違っている。たとえ邪悪であっても、私のこの想いは本物だから。

　事情を何もかも知っても、サーラは嫌わなかった。デルの愛を受け入れた。邪悪な面も含ふくめて、すべてを。

　何と幸福な日々だったんだろう、と彼女は懐なつかしんだ。素す晴ばらしい少年を愛し、愛された。彼といる時間のすべてが楽しかった。いっしょに秘ひ密みつの冒ぼう険けんをした。数えきれないほどのキスをした。夢ゆめを語り合った。

　だが、同時に不安だった。どんなに楽しい時を過すごしていても、心の底から没ぼつ頭とうできなかった。いつかこの幸せが終わるに違いないという、確信のようなものが常つねにあった。今から思えば予感だったのかもしれない。それが彼女をあせらせた。もっと大きな幸福を求め、もっと強い絆きずなを求めた。

　そして、あんな結果になった。

　あせらなければよかった。もっとゆっくりと愛を育はぐくんでいけばよかった。後こう悔かいしても取り返しはつかない。自分の犯おかした大きなあやまちを償つぐなうために、さらに大きな罪つみを犯すしかなかった。サーラを呪のろいから解とき放つことはできた。だが同時に、永えい遠えんに別れるしかなくなった。

　二度とサーラに会えない。

　それを考えると、涸かれたはずの涙なみだがまたこぼれた。いつになったらこの苦しみから解かい放ほうされるのだろう。クロスボウで撃うち抜ぬかれた傷きずなら、呪じゆ文もんひとつで癒いやせる。だが、心にぽっかり開いたこの大きな穴あなは、どうすれば癒せるのだろう……？

　今の自分はサーラに出会う前に戻もどった、とデルは感じていた。肉体は生きていても、心は死んでいる。私はゾンビだ。この村の人たちと同じ。ある意味、この村は私に似に合あっている。

　村を去らず、アゾといっしょに暮くらすことを選んだのは、そこにかすかな希望を見み出いだしたからだ。現げん実じつを拒きよ否ひし、心地ここちよい空想の中で暮らしているアゾ。彼のように生きられればいいと思った。サーラのことも、過か去こに起きたことすべても、このおぞましい姿すがたのことも、何もかも忘わすれ、狂きよう気きの中で生きられるなら幸せではないか。

　そう思って、アゾに調子を合わせて振ふる舞まった。彼を真ま似ねていれば、しだいに狂気が伝でん染せんし、ついには妄もう想そうを完全に共有できるのではないか。幸福な虚きよ構こうに逃とう避ひできるのではないか──そんな気がした。

　だが、二週間もいっしょに暮らしても、そんな兆ちよう候こうは現われなかった。いつになってもサーラのことを思い出し、涙なみだを流した。フレイヤを刺さした瞬しゆん間かんがフラッシュバックし、胸むねが痛いたんだ。自分が魔ま獣じゆうであるという事実を忘れることはできなかった。

　空むなしいと思いつつも、村にとどまり、アゾの相手をし続けた。他ほかに行くところもない。広い世界の中で、安らぎに近いものが得られるのは、この死者の村しかなかった。




　破は局きよくが訪おとずれたのは、村にやって来て半月目のことだった。

　その朝、例によって森で鳥を殺し、朝食を済すませた後、空を散歩した。高空から風景を見下ろすのは気晴らしになる。いつもなら昼まで飛び回るのだが、その日は何となく気が乗らず、早めに切り上げて村に戻った。

　デルはすぐに、村の様子がおかしいことに気づいた。ゾンビたちがいつもの場所にいない──大人のゾンビも子こ供どものゾンビも、牛や馬のゾンビも、みんな足をひきずり、土つち煙けむりをけたてながら、ぞろぞろと教会の方に歩いてゆく。

「いらっしゃい！　みんないらっしゃい！」アゾが教会の入り口に立ち、嬉うれしそうに手を振ってゾンビたちを招まねき入れていた。「お祭りよ！　儀ぎ式しきよ！　神様に感かん謝しやするのよ！　さあ、いらっしゃい！」

　デルは不ふ審しんに思い、樹きの陰かげからそれを見ていた。最後のゾンビが教会の中に入ると、アゾはあたりを見回してからドアを閉しめた。

　デルはいったん森の中まで退しりぞいてから、はばたいて空中に舞い上がった。翼つばさの音で気づかれないように滑かつ空くうして教会に接せつ近きんし、ふわりと屋根に着地する。屋根にはガラスのはまった明かり採とりの天てん窓まどがある。彼女は窓の縁へりにしゃがみこみ、礼れい拝はい堂どうを見下ろした。

　ベンチには老ろう若にやく男なん女によ四〇体ほどのゾンビがぎっしりと座すわっていた。人間だけでなく、犬、牛、馬、鶏とりのゾンビまでひしめいている。術じゆつ者しやであるアゾの「みんないらっしゃい」という指し示じは、必然的にこの村のすべてのゾンビを招しよう集しゆうしたのだ。アゾは踊おどるような大げさな身ぶりで、祭さい壇だんの周囲をめぐっていた。ダガーを振り回しながら、例によってわけの分からないことをわめきちらしている。

　祭壇の上には少女が横たえられていた。

　デルは自分を見下ろしているような気がした。黒くて短く、くしゃくしゃの髪かみ、黒ずくめの男の子のような格かつ好こう。腰こしにはダガー。歳としも自分と同じぐらいだ。手足はほっそりしているが、よく鍛きたえられているのが分かる。自分と同じように盗とう賊ぞくの修しゆ業ぎようを積んだのだろうか。無む論ろん、完かん璧ぺきにそっくりではない。肌はだは色黒で、顔はちょっときつい感じがする。ハーフエルフなのか、耳は尖とがっている。

　見たところ、少女には外がい傷しようはなかった。眼めを閉とじて動かないが、血色は良く、死んでいるのではなさそうだ。暗黒魔法で気き絶ぜつさせられているだけらしい。

　アゾは楽しそうに声を張はり上げた。名もなき神への祈いのりを捧ささげている。デルは悪い予感を覚えた。これから起きることを予想し、恐きよう怖ふのあまり頭がぼうっとなる。

　思った通りだった。アゾは祭壇に覆おおいかぶさるように立ち、ダガーを高々と振り上げたのだ。少女の胸に突つき立てようとしている。

　その瞬間、デルを襲おそったのは猛もう烈れつな嫌けん悪おの情じようだった。人間的なモラルでも、憐あわれみでも、ましてや正せい義ぎ感でもない。そんなものはもう彼女にはない。ただ、少女がダガーを突き立てられて胸から血を噴ふき出す光景を、もう一度目にすることに耐たえられなかったのだ。吐はき気を催もよおすほどの強きよう烈れつな衝しよう動どうが全身を駆かけ抜ぬける。息が詰つまる。彼女は迷まよわず、頭からガラスを突き破やぶって室内にダイブしていた。

　ガラスの雨とともに落下、空中で翼を広げて半回転し、アゾの背はい後ごに着地する。アゾはびっくりして振り返った。

「モリイ……⁉」

「やめて」

　デルはしゃがんだ姿し勢せいからゆっくり立ち上がりながら、静かに言った。

「その子を殺さないで……」

「何を言ってるの？」アゾは無理に笑おうとしていた。「この子はね、新しくこの村の一員になるのよ。そのための儀式なのよ」

「村の人ならもう充じゆう分ぶんいるでしょう？　私だっている。これ以上、増ふやす必要なんてない」

「モリイ……」

「そのまま無む傷きずで帰してあげて。お願い」

「できないわ」

「どうして？」

「この子は、飛んでいるあなたを見たのよ」

　デルは息を飲んだ。

「あなたは気がつかなかったでしょうね。この子は森の中で空を見上げてた。あなたの姿すがたをはっきり見てたの。だから帰すわけにはいかなかった。後ろから襲って気絶させた。あなたの存そん在ざいを、村の外の人に知られるわけにはいかないから」

　デルは動どう揺ようした。少女に姿を見られたことに対してではない。アゾの言うことがあまりにも筋すじが通っていたからだ。

　彼は正せい確かくに状じよう況きようを認にん識しきしている。

「でも……私は殺さなかったじゃないの」彼女は必死で訴うつたえた。「どうして？　その子だって生きたままでいいはずじゃない。どうして？」

　今度はアゾが動揺する。「あなたは……違ちがうのよ」

「何が違うの？」

「あなたは……あたしのことを理り解かいしてくれる」

　デルはぽかんと口を開けた。

「いえ、理解はできなくても、共感してくれる。だって、あたしたちは同じだもの。そうでしょ？　あなただって迫はく害がいされて、行き場を失って、ここに来たんでしょ？　あたしと同じように、癒いやしと安らぎを求めたんでしょ？」

　彼は白はつ骨こつの腕うでを広げ、ベンチに並ならんでいるもの言わぬ会かい衆しゆうを指し示しめした。

「見て！　この村は安らぎを与あたえてくれる。誰もあたしたちを恐おそれない。誰もあたしたちを憎にくまない。みんないい人たち。静かな村。ここでの暮くらしは癒される。ここはあたしにとって理想の世界なのよ！

　前はこんなじゃなかった。この人たちも前は、くだらないことをぺちゃくちゃ喋しやべりまくっていた。あたしの姿を見て、恐れ、憎にくんだ。鍬くわを振ふり上げて追い払はらおうとした。でも、今はもうそんなことはない。みんな変わった。長い時間をかけて、あたしが村を変えていったの。見て。もうみんな、あたしを見て悲鳴を上げたりしない！　みんなお友達。

　あなたもそう。ひと目見て分かったわ。あなたはあたしと同じ。癒しを求めてるって。だからあなたを迎むかえ入れたの。分かるでしょ。モリイ？　あなたにとって必要なのはこの村なのよ。そして、あたしにもあなたが必要。あなたがいると癒される。共感してくれるという人がいるだけで、あたしはとても癒される」

　アゾの長ちよう広こう舌ぜつを聞いているうちに、デルの心に深い失望が広がっていた。

　騙だまされていた。

　アゾは異い常じようではあったが、自分のしていることを理解できないほど狂くるってはいなかった。すべて理解していながら、理解していないふりをしていただけだったのだ。無む論ろん、狂きよう気きを演えんじるなどという行こう為いそのものが一種の狂気である。村人を殺したことも含ふくめて、彼が名もなき狂気の神の暗黒司祭ダークプリーストとしての資し格かくがあることは疑うたがいがない。デルが腹はらを立てたのは、彼が現げん実じつを正しく認識していたという事実である。純じゆん粋すいの狂気、現実が理解できないほどの狂気なら許ゆるせる。それはもはや人が裁さばけるような善ぜん悪あくの範はん疇ちゆうを超こえているからだ。だが、知っていて狂気を演じていたのなら……。

　裏うら切ぎられた──デルは歯ぎしりした。アゾのように振る舞まえば、いつか彼のように狂気の世界に入れると思っていた。安らぎが得られると思っていた。だが、それは噓うそだった。アゾはやはり現実の世界に生きていた。アゾと村人たちの間に過か去こに何があったか、そんなことはどうでもいい。知りたくもない。

　ふつふつと怒いかりが湧わいてきた。

「ねえ、モリイ」アゾは愛いとしげに腕うでを差し伸のべてきた。「これからも仲良くしましょう。そんな翼つばさなんか気にしないわ。あなたが何者かなんてどうでもいい。いっしょに暮らして。そして、あたしを癒して」

　デルは答えない。アゾはさらに一歩を踏ふみ出し、彼女の手を握にぎって懇こん願がんする。

「あたしといっしょに生きて！　あたしの愛しい妹！」

　次の瞬しゆん間かん、デルは精せい神しんに衝しよう撃げきを受け、めまいのような感覚を覚えた。アゾが暗黒魔ま法ほうをかけてきたのだと分かった。聞いたことがある。名もなき狂気の神の暗黒司祭ダークプリーストは、人に呪のろいをかけ、心に狂気の種を植えつけられるという。まともにものを考えることができなくなり、狂った術じゆつ者しやの意のままに従したがうようになるのだ。

　人間であったなら、デルはあっさりその呪いにかかっていただろう。だが、今の彼女は魔法に対する抵てい抗こう力りよくも高い。めまいはすぐに去り、彼女は本来の自分を取り戻もどした──悪魔の心を持つ少女としての自分を。

　魔法が効きかなかったので、アゾはたじろぎ、後ずさった。デルはにんまりと笑った。これで決まった。もう迷まよいはない。攻こう撃げきしてくる者は敵てきだ。

「そんなに癒して欲ほしいの？」デルは優やさしく、意地悪くささやいた。「いいわ、癒してあげる」

　そして手をアゾに差し伸べ、治ち癒ゆ呪じゆ文もんを口にした。

　アゾは金切り声を上げた。のけぞり、身をよじり、のたうち回り、まるで息が苦しいかのように仮か面めんをかきむしって苦く悶もんする。普ふ通つうの人間や動物の傷きずを癒す治癒魔法は、負の生命力を持つアンデッドには反対の効こう果かを発はつ揮きする。それは負の生命力を打ち消し、アンデッドを消しよう滅めつに導みちびくのだ。

「や、やめろお！」

　アゾは懇願する。動転したあまり女を演じられなくなったのか、男の声になっていた。デルは耳を貸かさない。苦悶するアンデッドを見て快かい感かんを覚えていた。とどめの治癒呪文を放つ。アゾは耐たえられなくなり、床ゆかに膝ひざをつく。

「こ……この子を殺せえええーっ！」

　最後の力を振り絞しぼり、デルを指さしてそう叫さけぶと、アゾは力尽つきて床に崩くずれた。かしゃん、という乾かわいた音がした。

　ベンチに座すわっていたゾンビがいっせいに立ち上がり、ぞろぞろと向かってきた。デルは迷わない。手の平をゾンビの群むれに向け、アンデッドを浄じよう化かする「聖なる光ホーリー・ライト」を放つ。彼女の手から発した閃せん光こうを浴びると、前列のゾンビたちが立ち止まり、顔を押おさえて苦悶した。後ろから押し寄よせてくるゾンビと押し合いへし合いになる。もう一撃、「聖なる光ホーリー・ライト」を放つと、数体のゾンビがばたばたと倒たおれた。

　だが、前列の者に光がさえぎられ、後列のゾンビはまだ無傷だった。暗黒司祭ダークプリーストに与あたえられた最後の命令を守るべく、腕を前に突つき出し、ベンチを乗り越こえ、倒れた仲間を踏ふみつけて、よたよたと迫せまってくる。さすがにこれだけの数のゾンビを魔法で倒すのは疲つかれる。デルはやむなく接せつ近きん戦に切り替かえることにした。

　群れの中に飛びこんだ。ゾンビたちは包みこむように押し寄せてくる。デルは四枚まいの翼を振ふり回し、いっぺんに何体もの敵を切り裂さいた。ゾンビたちは、腹を裂かれ、首を斬きり落とされ、胸むねを貫つらぬかれ、悲鳴ひとつ上げずにばたばたと倒れていった。

　デルは死のダンスを舞った。軽かろやかに跳はね、くるくるとスピンし、翼を振るった。殴なぐりかかってくる男を、抱だきついてこようとする女を、這はうように迫ってくる老人を、よちよちと歩いてくる子こ供どもを、飛びかかってくる鶏とりを、突とつ進しんしてくる馬を、ひらりひらりとかわしながら、見み境さかいなしに斬りまくった。翼以外の彼女の体に触ふれられる者はおらず、翼に触れた者は容よう赦しやなく斬り裂かれた。腐くさった汁しるが飛ぶ。切せつ断だんされた腕が飛ぶ。指が飛ぶ。馬の首が飛ぶ。斬り裂かれた服の断だん片ぺんが舞い散る。ゾンビは波のように後から後から押し寄せ、空むなしく倒されてゆく。

　戦いながら、デルは泣いた。ゾンビたちが好きだった。アゾが言ったように、村の暮くらしには安らぎがあった。偽いつわりの安らぎではあったが、少なくとも平和だった。今、自分の手でそれを破は壊かいしなくてはならない……。

　三分ほどもかかって、戦せん闘とうは終しゆう了りようした。まさに一方的だった。礼れい拝はい堂どうの中はばらばらになった膨ぼう大だいな量のゾンビの残ざん骸がいで埋うめ尽くされ、壁かべにも汚きたない腐ふ汁じゆうが飛び散って、すさまじい腐ふ臭しゆうがしていた。まだぴくぴくと動いている者は、デルがとどめを刺して回った。彼女は頭から爪つま先さきまで腐汁を浴び、凄せい惨さんな有様だったが、かすり傷ひとつなかった。

「ふう……」

　デルは汗あせをぬぐい、涙なみだをぬぐった。辛つらい作業だったが、やりとげた後はさっぱりした。こんなところにはいられない。ひどい悪臭で息が詰つまる。さっさと出なければ。

　彼女は祭さい壇だんに横たわっている少女に近づいた。少女は腐汁をほとんど浴びていない。このまま抱だき上げたら、彼女をべとべとにしてしまうと気づき、祭壇にかかった布ぬのにくるんで持ち上げた。

　少女を担かついで立ち去ろうとして、気配に気づいた。

「……行かないで」

　懇こん願がんする声がした。見ると、倒れているアゾの体から黄色い光が煙けむりのように立ち昇のぼっていた。それは空中で凝ぎよう縮しゆくし、半はん透とう明めいの人の姿すがたになった。長ちよう髪はつを振り乱みだした不細工な中年男だ。これがアゾの生前の姿なのか。

「お願い、モリイ……行かないで……」

　今や霊れい体たいとなったアゾは、足を使わず、すうっと滑すべるように近づいてきた。手を差し伸のべ、デルの頰ほおに触れようとする。憑ひよう依いして新しい肉体を得るつもりなのだ。

「あたしを見み捨すてないで……いっしょにいて……お願い……」

　デルはため息をつき、冷たくつぶやいた。「うざったい」

　そして「悪霊祓いイクソシズム」を唱えた。死し霊りようを物ぶつ質しつ界から永えい遠えんに消滅させる呪じゆ文もんだ。アゾは顔を恐きよう怖ふで歪ゆがめ、「ひい～っ⁉」と情なさけない悲鳴を上げる。その姿は風に吹ふかれたように揺ゆらぎ、あっさりかき消えた。

　デルは振り返りもせず、少女を担いで教会を後にした。




　一軒けんの家のベッドに少女を横たえると、教会に引き返した。目覚めた少女が村を嗅かぎ回るかもしれないので、先手を打って証しよう拠こを隠いん滅めつするためだ。礼拝堂にたっぷり油を撒まき、火をつける。

　教会は派は手でに燃もえ上がった。密みつ閉ぺいされた礼拝堂の中は、巨きよ大だいなかまどのような状じよう態たいのはずだ。今日は風は強くないし、教会の周囲に類焼するような建物も森もない。放ほうっておけば何もかも燃えつきるだろう。

　鐘しよう楼ろうが崩れ落ち、鐘かねが落下して、があーんという派手な音を立てた。燃えるものがほとんど燃えてしまい、火か勢せいが弱まったのを見み届とどけて、デルは家に戻もどった。

　井い戸どで水を何なん杯ばいも汲くみ、全身を入念に洗あらって、腐汁を落とした。お気に入りの黒い服はだめになってしまったので、白いブラウスと明るい青のスカートに換かえた。少女をおびえさせたくないので、翼つばさは隠かくした。

　さっぱりしてから部屋に入ると、少女がうめき、目を覚まそうとしていた。ベッドに歩み寄よったデルは、その時ようやく思い出した。この子が飛んでいる自分を見たと、アゾが言ったことを。

　どれぐらいの距きよ離りから見たのだろう。顔は見えただろうか。分からない。だが、黒い髪かみだけでも見えていたとしたら、たとえ翼を隠していても、空飛ぶ魔ま獣じゆうと目の前の少女が同一の存そん在ざいだと気づく可か能のう性せいは高い。

　別の姿になる必要がある。

　少女は今にも目を開けそうだった。迷まよっている時間はない。デルはとっさに、自分がよく知ってるもうひとりの少女の顔を選んだ──記き憶おくに強きよう烈れつに焼きついている顔を。

　黒髪の少女は眼めを開き、自分を覗のぞきこんでいる金髪の少女を見上げた。

「気がついた？」

　デルが言うと、黒髪の少女はがばっと上半身を起こした。おびえた様子で、きょろきょろと室内を見回す。

「ここ、どこ？」
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「村よ」

　デルは無理して、本物のフレイヤのように微笑ほほえんでみせた。

「何て村？」

　その答は用意していなかった。デルは即そつ興きようで答えた。

「ハドリー村」

「聞いたことない」

「でしょうね」

「何であたし、ここに？」

「森の中で倒れてたから、運んできたの」

　黒髪の少女は不ふ審しんそうな顔で、体に異い常じようがなく、持ち物も盗とられていないのを確かく認にんした。顔をしかめ、くんくんと鼻を鳴らす。

「変な匂においがする」

「そう？」

「なんか、腐くさった肉みたいな……」少女は自分の体を見回し、服の袖そでについた小さな染しみを見つけ、匂いを嗅かいだ。「これだ」

　どうやら、かなり鼻がいいようだ。

「倒たおれた時に、泥どろか何かついたのね」

「それに、木が焼けるような匂い……」

「さっき、かまどでお料理を焼いてたから」

　自分でもわざとらしいと思う笑顔、わざとらしいと思う言い訳わけだ。黒髪の少女は明らかに信じていない。ぎろりとデルをにらみつけた。何か怪あやしい素そ振ぶりを見せたらすぐに攻こう撃げきしてやるぞ、という雰ふん囲い気きだ。

「あんた誰だれ？」

　もうデルは迷わない。「私はフレイヤ。あなたは？」

「あたしは……」

　少女は言いよどんだ。その様子から、名乗りたくない事じ情じようがあるのだな、とデルは直感した。家出してきたのか、あるいは誰かに追われているのか。

　その瞬間、既視感デジヤ・ビユとともに、デルの心にいたずら心が湧わいた。

「ちょっと待って」と手を上げてさえぎる。「当ててみせるわ。私、人の名前を当てるのが得意なの。あなたの雰囲気からすると、そうね……」

　アゾがやったように、少女の体を上から下まで観察する。少女はまるで裸はだかを見られているように、ばつが悪そうに身を縮ちぢめた。

「Ｄのつく名前よね。その黒い髪とか、いかにもＤってイメージだものね。ディアナ？　ドロレス？　ドナ？　デイジー？」

　少女はきょとんとして、「何だ、こいつ？」という表情でデルを見つめている。

「違ちがうの？　ああ、そうか。デルね！」

「いや、あの──」

「やっぱり！」デルは嬉うれしそうに手を叩たたいた。「そうだと思った。よろしくね、デル」




　その日から、金髪の少女〝フレイヤ〟と黒髪の少女〝デル〟の、奇き妙みような共同生活がはじまった。

　黒髪の少女はどうしても本当の名を名乗りたくないらしく、〝デル〟と呼よばれることを素す直なおに受け入れた。もっとも、デルとは違い、自分に割わり当てられた役やく割わりを従じゆう順じゆんに演えんじることは断だん固ことして拒きよ否ひした。

「あんたはいったい何者なんだ？」

「どうなってんだよ、この村は？」

「何で誰もいないんだ？」

　そんな質しつ問もんを頻ひん繁ぱんにぶつけてくる。それに対し、デルはアゾをまね、徹てつ底ていしてはぐらかした。

「フレイヤよ」

「だから言ったでしょ？　ハドリー村よ」

「誰もいない？　変なこと言うのね。村の人ならいっぱいいるじゃない」

　黒くろ髪かみの少女はまた、村の近くで見かけた怪かい物ぶつについても訊たずねた。女のような姿すがたで、真っ黒な四枚まいの翼つばさを持ち、空を飛ぶ生きもの──デルは「さあねえ。そんなの見たことないわ」で押おし通した。

　毎日、〝フレイヤ〟は〝デル〟を連れて、無人の村を散歩する。時おり、空中に向かって会え釈しやくをし、「おはようございます、メーソンさん」「ああ、リーナ、いいお天気ね」などと言う。見えない馬車をよけたり、見えない犬の頭を撫なでたりもする。そのたびに〝デル〟がぎょっとした顔をするのを見るのが楽しい。人をからかうのは面おも白しろい。

　時には道みち端ばたに立ち止まり、〝村人〟と長話をすることもある。見えない赤ん坊ぼうをあやしたり、聞こえないジョークで笑ったりしてみせる。〝デル〟はそんな〝フレイヤ〟の行動を、離はなれたところから気味悪そうに見ている。ちょくちょくデルは、「あなたはどう思う、デル？」などと話を振ってみるが、黒髪の少女はこわばった顔で黙だまっているだけだ。

　狂くるってもいないのに狂っているふりをするなんて、自分でも狂っていると思う。だが、デルはアゾが到とう達たつしなかった境きよう地ち──真の狂きよう気きの世界に、一種のあこがれを抱いだいていた。自分の過か去こを忘わすれ、現げん実じつを認にん識しきできなくなるほどの狂気。この少女の前で狂気のように振る舞まい続ければ、いつかその狂気が現実になるのではないかと思えた。

　いずれ本当に自分がフレイヤだと信じるようになれば──姿だけでなく、心まで完かん璧ぺきにフレイヤになりきれれば、フレイヤを殺した記き憶おくは失われ、重荷から解かい放ほうされるのではないか。そんな希望を抱いていた。

　馬ば鹿かげてると、自分でもよく分かってはいるのだが。

「何やってんだよ⁉　誰もいないのに話しかけて！」

　時おり、〝デル〟は我が慢まんしきれなくなって、そう怒ど鳴なる。本物のデルとは違い、気の短い性せい格かくのようだ。デルは無む視しする。あくまで〝フレイヤ〟として、村人が実じつ在ざいするかのように振る舞い続ける。〝デル〟の困こん惑わくが手に取るように分かる。この金きん髪ぱつの少女は頭がおかしいのか、それとも本当に幽ゆう霊れいが見えているのかと訝いぶかり、気味悪がっているのだ。

　それでも村を出て行こうとしないのは、他ほかに行くあてがないからだろう。やはり誰かに追われているのだろうか。それに彼女は好こう奇き心しん旺おう盛せいだ。この村の謎なぞを解とくまでは去りたくないという想おもいもあるのだろう。

　村に来て三日目の夕食の時、〝デル〟は「教会の焼け跡あとを見てきた」と言い出した。焼け跡で何十体もの骨ほねを見つけたというのだ。「何があったんだ？」と激はげしく詰きつ問もんされ、「本当のことを言わないとひどい目に遭あわすぞ」と脅きよう迫はくされたが、デルはあくまでしらを切り通した。

　暴ぼう力りよくによる脅おどしなど、彼女は恐おそれない。いざとなれば、こんな少女など一いつ瞬しゆんで始末できるのだから。

　それを考えるとぞくぞくした。本物のフレイヤを殺して血のシャワーを浴びた時の記憶が、またしてもフラッシュバックする。いっしょに村を歩きながら、デルは夢む想そうする。この少女を殺したらどんな感じがするだろう。やはりおぞましく、甘かん美びなのだろうか。

　時おり、デルには分からなくなる。自分はもう狂っているのだろうか？　罪つみもない少女の胸むねを刺さすということ自体、正気ではできないことではないか。あの夜、自分はもう、名もなき狂気の神の信者になっていたのではないだろうか。

　そうだとしても、きっと私自身には分からないに違いない、とデルは思った。狂っている者に、自分自身の狂気の度合いが客観的に判はん定ていできるはずもないからだ。では、「自分が狂っているかどうか分からない」と考えることは、正せい常じような証しよう拠こなのか、狂っている証拠なのか？

　考えれば考えるほど分からなくなる。




　結局、〝デル〟との暮くらしは、たった五日しか続かなかった。

　その朝、デルは山に食料を調達しに出かけた。〝デル〟は料理が苦手らしく、二人分の食材を確かく保ほするのも、それを料理するのもデルの役目だった。暗黒魔法を使っているのを見られると困こまるので、〝デル〟はいつも村に残してきた。籠かごを持ち歩き、魚や鳥だけでなく、山菜も集めた。

　村から歩いて二〇分ほどのところに、森に囲まれた小さな滝たきがあった。そこがデルのお気に入りの場所だ。滝たき壺つぼの澄すんだ水の中には、たいてい川魚が何なん匹びきかいる。それを獲とって、今夜の昼と夜のおかずにするつもりだった。

　いつものように浅あさ瀬せに立って水中を覗のぞきこみ、魚を物色していると、対岸の茂しげみががさがさと音を立てた。猪いのししでもいるのだろうか、とデルは思った。だったら今夜のおかずは猪の肉に変へん更こうしてもいい……。

　茂みから現あらわれたのは猪ではなく、ぼろぼろの服に毛皮のチョッキをまとった、人相の悪い男たちだった。全部で四人。ろくに風ふ呂ろに入っていないらしく、顔は垢あかと泥どろで薄うす汚よごれている。デルは驚おどろき、思い出した。このあたりには山さん賊ぞくがいると、アゾが言っていたことを。

「これはこれは」

　思いがけない美少女との遭そう遇ぐうに、男たちは顔をにやつかせていた。

「かわいいお嬢じようさんがこんな山の中で何やってんのかなあ？」

「ずいぶん不用心だよなあ」

「悪い奴やつらに襲おそわれても知らないぜえ」

　男たちは下品な笑えみを浮うかべ、水をはねちらかし、浅瀬を渡わたって近づいてくる。手には剣けんやウォーハンマーを握にぎっており、逃にげようとしたら殺すぞと態たい度どで威い嚇かくしていた。その顔に浮かぶぎらぎらした欲よく望ぼう。顔や服ふく装そうは違っていても、その表ひよう情じようにはあまりにも見覚えがあった。

　デルは逃げられなかった。時空を越こえて五年前の世界から現われたような、男たちの唐とう突とつな出しゆつ現げんに、不意を打たれ、立ちすくんでいた。強きよう烈れつな既視感デジヤ・ビユが襲ってくる。男たちは何か喋しやべっていたが、もうデルの耳には届とどかなかった。彼女は八歳さいの頃ころに引き戻もどされていた。

　男たちの汚れた手がぐんぐん近づいてくるのを、恐きよう怖ふに震ふるえながら見つめていた。先頭の男が顔を近づけてくる。あの嫌いやらしい笑みが視し界かいいっぱいに広がってゆく。フラッシュバックが起きる。これから何が起きるか知っている。私の体に群むらがる手。おぞましい感かん触しよく……。

　嫌いやだ！

　最初の男の手が肩かたに触ふれた瞬しゆん間かん、デルは耐たえられなくなり、絶ぜつ叫きようしていた。




　それを目にした者がいたとしたら、一瞬、少女の周囲で空気が陽炎かげろうのように揺ゆれたのが見えたはずである。陽炎は瞬時に膨ぼう張ちようし、大だい音おん響きようとともに、滝壺の水全体が爆ばく発はつしたように激しく飛び散った。膨大な量の水しぶきが真っ白なカーテンとなって、少女と男たちの姿すがたを覆おおい隠かくす。周囲の樹き々ぎの葉が、突然の竜たつ巻まきにでも遭あったかのように激しく舞まい散った。

　水しぶきがおさまると、大量の木の葉と小こ枝えだが雪のように降ふる中、立っているのはデルだけだった。黒い翼つばさを持つ魔ま獣じゆうの姿に戻っていた。感情の激はげしい乱みだれで変身が解けたのだ。その周囲の水面には、衝しよう撃げきで死んだたくさんの魚たちとともに、四人の男がぷかぷかと浮かんでいた。

　男の一人がうめきながら体を起こそうとしていた。「力の爆発フオース・イクスプロージヨン」の直撃を受けて生きているとは、運がいい。デルは容よう赦しやしない。大おお股またで歩み寄り、下の一対ついの翼の先せん端たんで、男の腹はらを貫つらぬく。男は短くうめき、動かなくなった。デルは素す早ばやく翼を引き抜ぬくと、先端を水に浸ひたし、さっと振ふるって、汚けがらわしい血を洗あらい落とした。

「ふっ！」

　いい気分だった。

　そこに立ちつくしたまま、酔よったようなとろんとした眼めで、自分の手を見つめる。五年前のトラウマが、解消されないまでも、かなり軽くなったのを感じた。五年前にこの力があれば、と思う。あの男どもをずたずたにしてやったのに。

　思わず笑みが洩もれる。これはおぞましい力だ。まさに悪魔の力だ。しかし、素晴らしい力だ。もうどんな暴ぼう力りよくにも傷きずつけられることはないのだ。彼女は初めて、自分が魔獣になったことを嬉うれしく思った。

　彼女が声を上げて笑おうとしたその時──

「やっぱりね」

　降ってきた声に驚いて、振り仰あおいだ。滝の上の岩場に、あの黒くろ髪かみの少女がうずくまり、どこか悲しげな顔でこちらを見下ろしていた。

「あんたが、あいつだったんだ……」

　デルは動どう揺ようした。尾つけられていたのか。無む論ろん、こうなることは予想していた。少女がいくら鈍どん感かんでも、いずれ〝フレイヤ〟の正体に気づかないはずがないと思っていた。しかし、こんなに突然とは……。

　少女の次の言葉は予想がついた。「あんた何者？」だ。もうごまかせない。どう答えればいい？　ありのままを話すのか。それでどうなる。彼女の同情を得るつもりか。いや、私は同情なんか欲ほつしていない。憐あわれみなど、みじめになるだけだ。

　ならば望むのは殺さつ戮りくか。秘ひ密みつを知った少女を口くち封ふうじに殺すことか。それも違ちがう気がした。殺したらどうなるか夢む想そうしたことはあっても、今、そうしたいと思わない。何日も暮らして、情が移うつってきていた。殺したくない。

　欲望に忠ちゆう実じつに生きよとファラリスは教えている。だが今、自分がどうしたいのか、デルにはさっぱり分からなかった。ただそこに立ちつくし、「あんた何者？」という質問が降ってくるのを待っていた。

　だが、少女の口にした言葉は、彼女の意表を突ついていた。

「……誰に創つくられた？」

「え？」

「言え！　お前は誰に創られた⁉」少女は語気を荒あらくした。「海かい賊ぞくギルドか⁉　『死神』か⁉　それともザーンかどこかの魔ま術じゆつ師しが実験に成功したのか⁉　創った奴やつがいるだろう！　言え！」

　どう答えていいのか分からない。デルがとまどい、沈ちん黙もくしていると、黒髪の少女は見る見る興こう奮ふんしてきた。

「言わないのなら！」少女は叫さけんだ。「力ずくでも言わせてやる！」

　少女は変身した。

　デルは驚おどろきに打たれた。少女の顔が茶色い毛で覆おおわれたかと思うと、ほとんど一瞬で狼おおかみの顔に変わった。耳がぴんと立ち、首の周囲にはたてがみのように緑色の葉が生える。うずくまっていた体も、すっとプロポーションが変化し、四足獣じゆうのそれになった。ズボンが裂さけ、毛に覆われた後うしろ脚あしと尻尾しつぽが現あらわれる。

　狼は跳ちよう躍やくした。高低差を利用し、勢いきおいをつけた体当たりを仕し掛かけてくる。デルはとっさに四枚の翼を前で閉とじ、攻こう撃げきを受け止めた。狼ははじき返されて水中に落ちたが、すぐに体たい勢せいを立て直し、飛びかかってきた。

　デルはどうしていいか分からない。狼の牙きばを翼で受け流すのが精せいいっぱいだ。激げき情じように流されたがむしゃらな攻撃に、力というより心理的に押され、後ずさりする。浅あさ瀬せに尻しり餅もちをついた。狼は覆いかぶさってくる。

　どうすればいい？　攻撃してくるのは敵てき？　だから殺す？　理り屈くつではそうすべきかもしれない。だが、デルはそんな理屈に納なつ得とくしなかった。論ろん理りでは割わり切れない感情が、殺してはいけないと言っている。さっきの男たちと違い、この魔ま獣じゆうには憎にくしみが湧わかない。何者かも分からない相手に、憎しみなど抱いだけない。

　狼は腕うでに嚙かみついてきた。牙が肉に食いこみ、苦く痛つうが走る。考えろ。この子は何者だ？　何と言っていた？

「お前は誰に創られた？」──彼女は誰かに創られたのだ。誰に？　すぐに答はひらめいた。海賊ギルド、「死神」、ザーン。彼女はそのどの勢力にも属ぞくさない。簡かん単たんな消去法。

「殺せばいい」デルは苦痛に耐たえながら言った。「私は……いつ死んでもいい……でも、あなたはいいの？……私を殺すことに意味があるの？」

　狼の顎あごの力がわずかに緩ゆるんだ。緑色の眼が、不思議そうにデルを見下ろす。

「衝しよう動どうにかられて無意味に人を殺すのは、愚おろか者のすること。人の命を奪うばうのは重大なこと。だからこそ、殺しには意味がなくてはならない。大きな目的のためにしか殺してはいけない──ジェノアはそう教えなかった？」

　狼はたじろぎ、口を離はなした。その姿すがたが黒髪の少女に戻もどる。デルの上に馬乗りになったまま、手足を使ってしっかりと押さえこんでいる。その眼には、疑うたがいととまどいの色が浮かんでいた。デルは全身の力を抜き、翼もひっこめて、抵てい抗こうの意思がないことを示しめした。

「お前……ジェノア様を知ってるのか？」

　デルはうなずく。「彼は私の……そう、師し匠しようのような人。彼から誘さそわれて暗黒司祭ダーク・プリーストになったんだもの」
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　少女はまだ疑いを捨すてきれない。デルは彼女の体を見つめ、

「『闇の庭ガーデン・オブ・ダークネス』でしょ？　噂うわさは聞いたことある。ジェノアの下で働いてるのね」

「お前は誰に……？」

「誰に創られたのでもない。私は自分で魔獣になったの」

「自分で⁉」

「ええ」デルは静かに眼を閉とじた。「自分の意思で──好きな男の子を救うために。これ以外に方法がなかったから」




　デルは打ち明けた。一部の固有名詞は慎しん重ちように隠かくしたが、それ以外のすべてを話した。愛する少年のこと。「悪魔のエッセンス」のこと。自分が殺した少女のこと。ゾンビの村で出会ったアンデッドのこと。ずっと狂きよう気きのふりをしていたこと。

「自分で……」

　黒髪の少女は呆ぼう然ぜんとなっていた。創つくられた我わが身のことを考えているのか。生まれた時からずっと魔獣だというのは、どんな気分のものなのか。出生を呪のろったこともあるだろう。普ふ通つうの人間として生まれたかったという想おもいもあるのかもしれない。自分から望んで魔獣になる者がいるなど、想そう像ぞうもしていなかったはずだ。

　やがて少女は口を開いた。

「後こう悔かい、してないの？」

　その質しつ問もんもデルには意外だった。この三週間、ずっと様々な自問自答をしてきたが、その質問だけは思いつかなかった。

　考えてみた。私は後悔してる？　あの選せん択たくが間ま違ちがってたと思ってる？　サーラがあのままずっと苦しみ続けた方がよかったと思ってる？

　いや違う。罪つみを犯おかすことをためらって、サーラを救えなかったなら、それこそ後悔していたはず。

「……いいえ」彼女は静かに答えた。「後悔はしてない。また同じ状じよう況きようになったら、同じことをする。彼を助けるためなら、何でもする」

「はあ……」

　少女は感かん嘆たんのため息をついた。

「よく分かんない──そこまで人を好きになれるもんなの？」

「恋こいをしたこと、ないの？」

「好きな人ならいる。ジェノア様」少女は色黒の顔ではにかんだ。「あの人は大好き。尊そん敬けいしてる。すごく偉い大だいなお方──でも、恋とはちょっと違う気がする」

「分かるわ」

「そう？」

「ええ。ジェノアの言うことは、確たしかに正しい」

　さっき引用したジェノアの言葉を思い出す。「大きな目的のためにしか殺してはいけない」──それは決して正せい義ぎの思想ではない。ジェノアはむしろ悪を標ひよう榜ぼうしている。大きな目的の達成のために必要なら、どれほど犠ぎ牲せいを出してもよいと論じている。彼が嫌きらうのは、自分を「正義」などと呼よび、謀ぼう略りやくや殺さつ戮りくを正当化することだ。彼は決して自分を正当化しない。悪であることを自覚しているがゆえに、「正義」よりも効こう率りつよく問題を解かい決けつできると信じている。

　考えてみれば、自分のしたことはまさにそうではないか。サーラを救うという大きな目的のために、人を殺した。それは決して正義ではありえない。だが、ジェノアの標榜する論理──悪の論理からすれば、正しい決けつ断だんだったのだ。

「彼は確かに偉大な人ね」

「でしょ⁉」

「ええ。いろんな意味で尊敬できそう」

「そうなの！　尊敬できちゃうのよ！」

　少女は嬉うれしそうに顔を輝かがやかせた。いつの間にか二人は敵てき意いを忘わすれ、友人のように語り合っていた。

　悪の論理からすれば、二人が殺し合う理由などないのだから。

「そうなんだよね、あたし、好きなんだよね、ジェノア様」少女はしみじみと言った。「叱しかる時はすごくおっかないけどさ、あたしたちのこと愛してくれてるって分かるし。ちょっとしたことで喧けん嘩かして、かっとして思わず飛び出してきちゃったけど、やっぱ会えないと寂さびしいよ」

　笑って肩かたをすくめ、

「まあ、戻ったらこっぴどくお仕置きされるだろうけどね」

「好きな人と会えるのはいいことよ」

「うん、そうだね。きっとそうだ。あんたがその男の子のために魔獣になったように、あたしはきっと、ジェノア様のために生まれたんだ」

　少女は立ち上がった。

「決めた。ドレックノールに帰るよ」

「ここから近いの、ドレックノール？」

　少女は目を丸くした。「ここがどこかも知らないの？」

「夢む中ちゆうで飛んできたから……」

「ドレックノールから北に歩いて四日ほどのところだよ」

　そんなに飛んだのか、とデルは驚おどろいた。

「あなた、名前は？」

「あっ、ごめん、言えないんだ」少女は手を振った。「仲間同士でも暗号名コードネームで呼び合ってるぐらいでさ。まして本当の名前なんて……」

「ああ、そうね。外部には秘ひ密みつなのね」

「あっ、でもさ！」少女は嬉しそうに、ぱちんと手を叩たたいた。「あんたがあたしらの仲間になってくれるなら、教えてあげられるよ。どう？」

　デルは笑った。

「少し考えさせて」




　名前も知らないまま少女と別れてから、デルは無人の村を去り、何日も放ほう浪ろうした。翼つばさを隠かくし、いくつもの村や町を渡わたり歩いた。村の無人の家から持ち出した金が少しだがあったので、宿にも食べ物にも不自由しなかった。

　人里に出たら視し線せんに耐たえられないだろう、と思っていたのが噓うそのようだった。今の彼女は、誰かに見つめられても糾きゆう弾だんされているように感じない。過か去この罪つみが消えたわけではない。今でもそれは心に重くのしかかってくる。きっと死ぬまでこの重荷からは逃のがれられないだろう。しかし、我わが身を恥はじる気持ちは薄うすれていた。

　なぜなら、誇ほこりが生まれたからだ。私のしたことは悪だ。重い罪だ。だからこんなに苦しんでいる。だが、それがどうした。あれは私にとって正しい選せん択たくだった。どんなに苦しくても、あれは私が私であるために耐えねばならない試練だった。だから、もう恥じない。苦しいことも含ふくめて、私の誇りだから。

　ある日の夕ゆう刻こく、街かい道どうの脇わきにある切株に腰こしを下ろし、自分の手を見つめていた。おぞましい力を秘めた肉体。その気になれば大量殺戮も可か能のうな悪魔の力。だが、そんなのは愚おろかな行こう為いだ。意味がない。この力を振ふるうには、力の大きさにふさわしい、大きな目的がなければならない。何に使えばいいのか。

　ジェノアなら教えてくれるだろうか。

　考えれば考えるほど、ジェノアのところに行くべきだと思えてきた。他に行くところなど思いつかない。目的もなしに生きるのは、もう嫌いやだった。悪でもいい、生きる指標が欲ほしかった。それにあの少女の属ぞくする「闇の庭」なら、この姿すがたを偏へん見けんなしに受け入れてくれるはずだ。

　あの少女に、ジェノアと接せつ触しよくする方法を訊きくのを忘れていた。まあいい、ドレックノールに行って、訊たずねて回ればいいだろう。デルとしての姿でうろつき回れば、ジェノアの方から興きよう味みを抱いだいて接せつ触しよくしてくるかもしれない。

　ジェノアの美しい顔が浮うかぶ。ふと、思った。彼を愛することができるだろうか。彼なら、私の中のこのサーラへの想おもいを、忘れさせてくれるだろうか。

　分からない。行ってみなければ。

　陽ひが落ち、いい具合にあたりは暗くなってきた。空を飛んでも目立つまい。黒い翼は闇やみにまぎれる。闇は私の生きる世界だ。これからずっと。

　彼女は翼を広げると、力強くはばたき、暗い夜空に舞まい上がった。
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　あとがき







　本書は二〇〇六年夏に完結した〈サーラの冒険〉シリーズの外がい伝でん的てきな中短編を集めたものです。

　各作品の成立の由ゆ来らいや、その裏話を、少しばかり語りたいと思います。




●「時の果はてまでこの歌を」




　以前、『西せい部ぶ諸しよ国こくシアター②　熱ねつ血けつ爆ばく風ふう！プリンセス』（富ふ士じ見みドラゴンブック）に収しゆう録ろくされていた中編の再録です。

　一九九六年から九七年にかけて『ドラゴンマガジン』に連れん載さいされていた〈西部諸国シアター〉は、読者から寄せられたプロットを基もとに、僕ぼくが小説を書くという企画。もちろん読者の書いた案そのままではなく、面おも白しろくなるよう、いろんなアレンジを加えていますが。

　このプロットは照屋剛さんから寄せられたプロットが原案です。ハガキ何枚にもびっしりと書きこまれていました。混こん乱らんしていた部分を整せい理りし、細部をいろいろアレンジしたものの、話の大おお筋すじはあまりいじっていません。歌うた姫ひめアルシャナのキャラクターもほぼ原案通りです。

　ちなみにキャスリーンの髪かみがたんぽぽ色というのは、もちろん、タイムトラベルものの名作、ロバート・Ｆ・ヤングの「たんぽぽ娘むすめ」へのオマージュです。

　タイムトラベルものというのは、〈ソード・ワールド〉では珍めずらしいですが、ＳＦやファンタジーの世界ではありふれたもので、あまり新味はありません。にもかかわらず、毎月何百枚も来ていたハガキの中から、僕がこの案を採用したのは、クライマックスの決けつ闘とうシーンに思わず心躍おどってしまったからです。

　この作品を書いた時点では、〈サーラ〉四巻の刊行から三年経たっていましたが、五巻の冒頭の場面を書きかけたままストップしていました。構想はできていたのですが、五巻のあとがきでも述のべたように、結けつ末まつが分かっているだけに書く気が起こらなかったのです。

　書きかけだった五巻冒頭の場面というのは、サーラとデルがザーンの空中庭園に忍しのびこむ話で、これはのちに独立した短編として発表しました。『へっぽこ冒険者とイオドの宝』（富士見ファンタジア文庫）に収録した「奪うばうことあたわぬ宝」がそれです。

　この「時の果てまでこの歌を」の中で、未来のデルが「覚えてる？　この庭園に忍びこんだ時のこと」と言っていますが、実はこの台詞せりふを書いた時点で、すでにその場面を書いてしまっていたのです。

　つまり照屋さんのアイデアは、ジグソーパズルのピースのように、僕の構想にピタリとはまったわけです。この話でサーラとデルの未来を先に描えがいておいたおかげで、五巻のラストにスムーズに結びつけることができました。五巻を読まれた多くの読者の方も、「まさか本当に『時の果てまでこの歌を』につなげるつもり？」と不安になってやきもきされたことと思います。




　今回、再録するにあたって、編集さんから、最後の一行を削さく除じよしてはどうかと言われました。小こ坂さか水み澄すみの「ＳＩＮＧＩＮＧ　ＱＵＥＥＮ」という歌は今の読者は知らないから、というのです。僕は笑って「いや、今の読者どころか、当時の読者だって知りません」と答えました。だって、『アイドル天使ようこそようこ』というマイナーなアニメの挿そう入にゆう歌かですから。

　でも、大好きなんですよね、この歌。歌詞をそのまま引用するとＪＡＳＲＡＣにお金を払わなきゃいけないので避さけますが、私にできることは人々を勇気づけるために歌うことだけ、生きていることや愛することの素す晴ばらしさを伝えるため、歌の力を信じて歌い続ける……という、まさにこの小説のテーマにぴったりの歌だったんです。

　この歌、結婚式で披露宴の時に流そうと思ってたんですが、妻つまに猛もう反はん対たいされました。「披ひ露ろう宴えんでアニソン流すなんて非常識やで！」と強きよう硬こうに主張され、「いや、言われなければみんなアニソンだなんて気がつかないから」と言っても通らず、やむなく断だん念ねんしました。

　ところが披露宴の当日、新しん郎ろう新しん婦ぷ入場の場面でかかった歌（式場の人が選んだもの）を聞いて、僕は愕がく然ぜんとなりました。

　これは『アラジン』のテーマ！

（アニソンやー！　『アラジン』は立派なアニメ主題歌やー！）

　と、新婦と腕うでを組んで顔はニコニコしながらも、心の中ではひきつっておりました （笑）。




●「リゼットの冒険」




　六巻の第一章、マンティコア退たい治じの場面の裏話です。

　この話も「奪うことあたわぬ宝」と同様、最初は六巻の冒頭のエピソードとして書きかけたもの。独立した短編にした方がいいと思い、構成を変へん更こうして、リゼットというキャラクターを掘り下げることにしました。

　六巻でノアが、サーラが「少なくとも三人の異い性せいに愛される」と言っていますが、その一人がリゼットなのです。あとの二人は言わずもがな。

　告こく白はくしますが、僕はこういう一人称しようが「ボク」「オレ」のボーイッシュな女の子に弱いんです。『熱血爆風！プリンセス』のキャレリンとか、『妖よう魔ま夜や行こう／戦せん慄りつのミレニアム』（角川スニーカー文庫）のガンチェリーとか。現実にこういう喋しやべり方をされたらむかつくかもしれませんが（笑）、フィクションの中では「ボクっ子」「オレ娘」って魅み力りよく的てきですよね。

　まあ、実際には自分を「オレ」という女の子なんてめったにいないよなあ……と思ってたら、妻に「私、高校の頃は『オレ』って言うてたよ」と告白されてびっくり。お前、「オレ娘」やったんかい⁉




●「死者の村の少女」




　この短編集のための書き下ろし。五巻の直後の話です。

　書き下ろしの話をどうするか、ずいぶん悩なやみました。ミスリルやフェニックスの過か去この話にするという案もあったんですが、どうもそれほど面白い話になりそうにない。シリーズの最後を飾かざるんだから、とびきりのすごい話にしたい。

　いろいろ考えているうち、デルというキャラクターの内面をあまり描いていないことに気がつきました。いつもサーラからの視し点てんばかりで、デルが何を考えているのか、ほとんど描びよう写しやしていなかった。だからこの際、デルを主人公にして、徹てつ底てい的てきに内面を描いてみようと思ったわけです。

　実は僕は「邪じや悪あくな美少女」というやつも大好きです。これまでいろんなタイプの邪悪な美少女を出しました。『神は沈ちん黙もくせず』（角川書店）にちらっと出てくる「ひよめちゃん」、短編「屋上にいるもの」の超能力少女、「時じ分ぶん割かつの地じ獄ごく」のゆうな、「地獄はここに」の絢。〈ソード・ワールド〉のシリーズでも、「ジェライラの鎧よろい」のスキュラ、「マンドレイクの館やかた」のビリティス、『やっぱりヒーローになりたい！』（富士見ファンタジア文庫）のナイトシンガーやグレイネイルなど。かわいい顔で残ざん酷こくなことを平へい然ぜんとやってのけるキャラクターを描くのが好きなんです。

　アニメでは『明日のナージャ』のローズマリーが大好きでした。最近では『ブラックラグーン』のグレーテルが死ぬ場面で感動して泣きました。死んだのが悲しかったんじゃなく、あまりに見み事ごとな死に方だったもので。

　まあ、こういう女の子も、現実にいたら近づきたくないですけどね。

　だもんでこの話では、デルの邪悪ぶりを思う存ぞん分ぶん描きました。よく「愛と正せい義ぎ」と言いますが、実は「愛と悪」というのもけっこう相あい性しようがいいものだなあと、あらためて実感しました。

　幻まぼろし超ちよう二じさんの表紙イラストも力が入っていて、素す晴ばらしいものです。特にデルの表情がものすごく邪悪そうなのがたまりません。ここまで深くキャラクターを愛してくださっているのは、作者としても光こう栄えいです。




　最後に。

　このシリーズを愛してくださったみなさん、ありがとうございます。サーラたちの冒険はこれで終わりますが、別の世界で、新しいキャラクターの冒険を描くことになっています。そちらもサーラやデルたちと同どう様よう、愛してくださるようお願いします。

　またお会いしましょう。







　キャラクター・データ




「時の果はてまでこの歌を」




「虎とらの涙なみだ」ダルシュ（人間、男、59歳さい）

器き用よう度ど12（+2）

敏びん捷しよう度ど13（+2）

知ち力りよく18（+3）

筋きん力りよく10（+1）

生命力11（+1）

精せい神しん力りよく15（+2）

冒ぼう険けん者しや技ぎ能のう：シーフ６、セージ６

冒険者レベル：６

生命力抵てい抗こう力りよく８

精神力抵抗力８


　武器：ダガー（必要筋力５）　攻こう撃げき力りよく８　打だ撃げき力りよく５　追加ダメージ７

　　盾たて：なし　回かい避ひ力りよく８

　　鎧よろい：クロース（必要筋力３）防ぼう御ぎよ力りよく３　ダメージ減げん少しよう６

　言語：（会話）共通語、西方語、下か位い古こ代だい語ご、東方語、エルフ語、ゴブリン語

　　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語、東方語






アルド・シータ（人間、男、40歳）

器用度18（+3）

敏捷度15（+2）

知力14（+2）

筋力22（+3）

生命力19（+3）

精神力15（+2）

冒険者技能：シーフ６、セージ４

冒険者レベル：６

生命力抵抗力９

精神力抵抗力８


　武器：ショートソード（必要筋力８）　攻撃力９　打撃力８　追加ダメージ９

　　盾：なし　回避力８

　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）　防御力７　ダメージ減少６

　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、東方語、ドワーフ語

　　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語






アルシャナ（人間、女、17歳）

器用度12（+2）

敏捷度14（+2）

知力14（+2）

筋力11（+1）

生命力13（+2）

精神力18（+3）

冒険者技能：バード５

冒険者レベル：５

生命力抵抗力７

精神力抵抗力８


　武器：素手　攻撃力０　打撃力０　追加ダメージ０

　　盾：なし　回避力０

　　鎧：クロース（必要筋力３）　防御力３　ダメージ減少５

　呪じゆ歌か：（基準値８）ノスタルジィ、ピース、ヒーリング、レクイエム、レストア・メンタルパワー

　言語：（会話）共通語、西方語、東方語、下位古代語、エルフ語、ドワーフ語、マーマン語

　　　　（読文）共通語、西方語






キャスリーン・スカイ（ファントム、女、？歳）

　モンスター・レベル＝５

　知名度＝14

　敏捷度＝24

　移動速度＝12

　出現数＝単たん独どく

　出現頻ひん度ど＝きわめてまれ　知能＝人間なみ　反応＝中立

　攻撃点＝－　打撃点＝－

　回避点＝－　防御点＝－

　生命点／抵抗値＝－／－

　精神点／抵抗値＝－／13（６）

　特とく殊しゆ能力＝憑ひよう依い（抵抗の目標値12）

　　　　　　ほとんどの攻撃が無効

　　　　　　暗黒魔ま法ほう５レベル（憑依時に使用可能）

　棲せい息そく地ち＝さまざま

　言語＝共通語、西方語、下位古代語、インプ語

　知覚＝魔法

　ファントムの説明は、完全版ルールブック２３３ページを参照してください。通常のファントムと異ことなり、キャスリーンは時空の歪ゆがみに巻きこまれて死んだため、空間的に移動できるだけでなく、過去や未来へも移動する能力を持ちます。反面、現実世界の事象に干かん渉しようする力は皆かい無むに近く、ほとんどの者には彼女の存在すら知覚できません。




サーラ・パル（人間、男、24歳）

器用度20（+3）

敏捷度20（+3）

知力18（+3）

筋力14（+2）

生命力17（+2）

精神力15（+2）

冒険者技能：シーフ８、セージ４

冒険者レベル：８

生命力抵抗力10

精神力抵抗力10


　武器：レイピア（必要筋力７）　攻撃力11　打撃力７　追加ダメージ10

　　盾：なし　回避力11

　　鎧：ハード・レザー（必要筋力７）　防御力７　ダメージ減少８

　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、東方語、エルフ語

　　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語






デル（ナイトフライヤー、女、24歳）

　モンスター・レベル＝８

　知名度＝－

　敏捷度＝22

　移動速度＝22／40（空中）

　出現数＝単独

　出現頻度＝きわめてまれ

　知能＝人間なみ

　反応＝中立

　攻撃点＝翼つばさ×２：15（８）／翼×２：14（７）　打撃点＝12×２／14×２

　攻撃点＝翼×２：15（８）／締しめ×２：14（７）　　打撃点＝12×２／14×２

　回避点＝16（９）　防御点＝11

　生命点／抵抗値＝17／17（10）

　精神点／抵抗値＝20／18（11）

　特殊能力＝暗黒魔法８レベル（魔法強度／魔力＝18／11）

　　　　　　変身

　棲息地＝さまざま

　言語＝共通語、西方語、下位古代語、インプ語、ゴブリン語

　知覚＝五感（暗あん視し）

　人間の肉体にデーモンの能力を移い植しよくして誕たん生じようした存在で、背中に翼よく長ちよう２メートルに達する黒い翼が４枚あり、空を飛ぶことができます。

　４枚の翼のうち、上の一いつ対ついは縁ふちがノコギリのようになっており、下の一対は先せん端たんがドリルのようになっています。接近戦の際には、これらを使って１ラウンドに４回の攻撃ができます。上の一対の翼をラージシールドとして使えば回避点に+2されます。下の一対の翼は相手にからみつけて締めつけることができます。また、４枚の翼でマントのように全身を覆おおうと防御点に+5されます。

　ただし、一回のラウンドには、翼はどれかひとつの使い方しか選せん択たくできません。翼を戦せん闘とうや防御に使用しているラウンドには飛行できません。

　ナイトフライヤーは一度でも会ったことのある人物なら、そっくりに変身することができます。ただし、まねられるのは姿や声だけで、記き憶おくや能力まではコピーできません。

　人間に変身している際のデータは次の通り。




器用度17（+2）

敏捷度22（+3）

知力18（+3）

筋力12（+2）

生命力17（+2）

精神力20（+3）

冒険者技能：シーフ６、ダークプリースト（ファラリス）８、セージ４

冒険者レベル：８

生命力抵抗力９

精神力抵抗力11


　武器：ダガー（必要筋力３）　攻撃力８　打撃力３　追加ダメージ８

　　盾：なし　回避力９

　　鎧：クロース（必要筋力３）　防御力３　ダメージ減少８

　魔法：暗黒魔法（ファラリス）８レベル 　魔力11

　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、インプ語、ゴブリン語

　　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語









「リゼットの冒ぼう険けん」




リゼット・ハーシェル（人間、女、13歳）

器用度12（+2）

敏捷度13（+2）

知力10（+1）

筋力９（+1）

生命力10（+1）

精神力12（+2）

冒険者技能：なし

冒険者レベル：なし

生命力抵抗力０　精神力抵抗力０


　武器：木の棒（必要筋力４）　攻撃力０　打撃力４　追加ダメージ０

　　盾：なし　回避力０

　　鎧：クロース（必要筋力１）　防御力１　ダメージ減少０

　言語：（会話）共通語、西方語

　　　　（読文）西方語






サーラ・パル（人間、男、13歳）

器用度14（+2）

敏捷度13（+2）

知力13（+2）

筋力10（+1）

生命力12（+2）

精神力11（+1）

冒険者技能：シーフ４

冒険者レベル：４

生命力抵抗力６

精神力抵抗力５


　武器：ダガー（必要筋力４）　攻撃力６　打撃力４　追加ダメージ５

　　盾：なし　回避力６

　　鎧：ハード・レザー（必要筋力５）　防御力５　ダメージ減少４

　言語：（会話）共通語、西方語

　　　　（読文）共通語






デイン・ザニミチュア（人間、男、27歳）

器用度15（+2）

敏捷度17（+2）

知力17（+2）

筋力12（+2）

生命力13（+2）

精神力19（+3）

冒険者技能：ファイター５、プリースト（チャ＝ザ）４、セージ４

冒険者レベル：５

生命力抵抗力７

精神力抵抗力８


　武器：レイピア（必要筋力12）　攻撃力７　打撃力12　追加ダメージ７

　　盾：バックラー（必要筋力１）　回避力８

　　鎧：ハード・レザー（必要筋力12）　防御力12　ダメージ減少５

　魔法：神聖魔法（チャ＝ザ）４レベル 　魔力６

　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、エルフ語、ゴブリン語

　　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語






フェニックス（ハーフエルフ、女、？歳）

器用度18（+3）

敏捷度20（+3）

知力20（+3）

筋力12（+2）

生命力13（+2）

精神力15（+2）

冒険者技能：ソーサラー５、バード１、セージ２

冒険者レベル：５

生命力抵抗力７

精神力抵抗力７


　武器：メイジ・スタッフ（必要筋力10）　攻撃力１　打撃力15　追加ダメージ０

　　盾：なし　回避力０

　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）　防御力７　ダメージ減少５

　魔法：古代語、魔法５レベル　魔力８

　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、上位古代語、エルフ語

　　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語、上位古代語






ミスリル（エルフ、男、35歳）

器用度19（+3）

敏捷度21（+3）

知力18（+3）

筋力８（+1）

生命力９（+1）

精神力16（+2）

冒険者技能：シャーマン５、シーフ５

冒険者レベル：５

生命力抵抗力６

精神力抵抗力７


　武器：ダガー（必要筋力４）　攻撃力８　打撃力４　追加ダメージ６

　　盾：なし　回避力８

　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力４）　防御力４　ダメージ減少５

　魔法：精せい霊れい魔法５レベル　魔力８

　言語：（会話）共通語、西方語、エルフ語、精霊語

　　　　（読文）共通語、西方語、エルフ語






レグディアナ（人間、女、20歳）

器用度19（+3）

敏捷度13（+2）

知力12（+2）

筋力21（+3）

生命力19（+3）

精神力14（+2）

冒険者技能：ファイター５、レンジャー５

冒険者レベル：５

生命力抵抗力８

精神力抵抗力７


　武器：ヘビー・フレイル（必要筋力21）　攻撃力７　打撃力31　追加ダメージ８

　　盾：なし　回避力７

　　鎧：プレート・メイル（必要筋力21）　防御力26　ダメージ減少５

　言語：（会話）共通語、西方語

　　　　（読文）共通語、西方語









「死者の村の少女」




デル（ナイトフライヤー、女、13歳）

　モンスター・レベル＝７

　知名度＝－

　敏捷度＝18

　移動速度＝18／33（空中）

　出現数＝単独

　出現頻度＝きわめてまれ

　知能＝人間なみ

　反応＝中立

　攻撃点＝翼×２：13（６）／翼×２：12（５）　打撃点＝10×２／12×２

　攻撃点＝翼×２：13（６）／締め×２：12（５）　打撃点＝10×２／12×２

　回避点＝14（７）　防御点＝10

　生命点／抵抗値＝14／16（９）

　精神点／抵抗値＝16／16（９）

　特殊能力＝暗黒魔法７レベル（魔法強度／魔力＝16／９）

　　　　　　変身

　棲息地＝さまざま

　言語＝共通語、西方語、

　知覚＝五感（暗視）




　人間に変身している際のデータは次の通り。




器用度15（+2）

敏捷度18（+3）

知力13（+2）

筋力10（+1）

生命力14（+2）

精神力16（+2）

冒険者技能：シーフ４、ダークプリースト（ファラリス）７

冒険者レベル：７

生命力抵抗力９

精神力抵抗力９


　武器：ダガー（必要筋力４）　攻撃力６　打撃力４　追加ダメージ５

　　盾：なし　回避力７

　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力３）　防御力３　ダメージ減少７

　魔法：暗黒魔法（ファラリス）７レベル 　魔力９

　言語：（会話）共通語、西方語

　　　　（読文）共通語、西方語






アゾ（ゴースト、男、？歳）

　モンスター・レベル＝５

　知名度＝14

　敏捷度＝14

　移動速度＝14

　出現数＝単独

　出現頻度＝まれ

　知能＝人間なみ

　反応＝中立

　攻撃点＝素す手で：12（５）　打撃点＝８

　回避点＝13（６）　防御点＝７

　生命点／抵抗値＝14／13（６）

　精神点／抵抗値＝20／14（７）

　特殊能力＝憑依（抵抗の目標値12）

　　　　　　暗黒魔法５レベル（魔法強度／魔力＝14／７）

　　　　　　刃はのついた武器ではクリティカルしない

　　　　　　毒、病気に冒おかされない

　　　　　　不ふ眠みん

　　　　　　治ち癒ゆ魔法でダメージ

　棲息地＝さまざま

　言語＝共通語、西方語、インプ語

　知覚＝擬ぎ似じ

　ゴーストの説明は、完全版ルールブック２３３ページを参照してください。




ナイトシンガー（ワー・ウルフ・アルラウネ、女、12歳）

　モンスター・レベル＝６

　知名度＝－

　敏捷度＝16

　移動速度＝16／24（変身）

　出現数＝単独

　出現頻度＝きわめてまれ

　知能＝人間なみ

　反応＝中立

　攻撃点＝素手：13（６）　打撃点＝８

　攻撃点（変身時）＝牙きば：13（６）　打撃点＝12

　回避点＝14（７）　防御点＝８

　生命点／抵抗値＝14／14（７）

　精神点／抵抗値＝14／15（８）

　特殊能力＝精霊魔法４レベル（魔法強度／魔力＝12／５）、ノーム、ドライアードのみ

　　　　　　悲鳴（目標値13）１日に１回

　　　　　　精神的な攻撃は無効

　　　　　　変身後は通常武器無効

　棲息地＝さまざま

　言語＝共通語、西方語

　知覚＝五感（赤せき外がい視し）

　ワー・ウルフの血で育てられたアルラウネです。普ふ段だんは少女の姿ですが、草のような緑色のたてがみに覆おおわれた狼おおかみに変身できます。通常のワー・ウルフと異なり、変身は月げつ齢れいに左右されることなく、自分の意志で行なえます。

　アルラウネの能力である精霊魔法と悲鳴については、『ソード・ワールドＲＰＧ完全版』２２４ページを参照してください。

















　初出




時の果はてまでこの歌を　西部諸国シアター②　熱血爆風！プリンセス


（富士見ドラゴンブック）



リゼットの冒ぼう険けん　　　　ファンタジアバトルロイヤル２００６年夏号

死者の村の少女　　　　書下し












ソード・ワールド短編集




死し者しやの村むらの少しよう女じよ




サーラの冒険Extra








山やま本もと　弘ひろし
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